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　今ドキの高校生。

　……にしては、ちょっぴり小柄な見た目と、カナリ複雑な内面を持つに至ってしまったとある少女は、ある日『メイドさん』という生き様に宝石のような輝きを見た。

　見てしまったんだから、これはもう、しょうがない。

　彼女の中に宿るコトとなったそのきらめきは、日と経験とご奉仕を重ねるごとに衰おとろえるどころか、ますます勢いと力を増している。

　少女は今や望んでいた。

　ただ一人の少年の、完璧な『専属メイド』となるコトに。

　止めようもなかったのだ。自分自身がそうあるコトを。

　その意味も、未だ知らずに。




　──そして、本日、

『たった一人のご主人様専属メイド』であるスピカのテンションは、いつにも増して、うきうき、るんるん、にゃんにゃんにゃん！　だった。

「ス、スピカっ!?」

　ふわんふわんなメイド服に身を包んだメイド少女は、両手で持っていた陶器製の白いポットを傾かたむけて、

「うにゃぁあん……っ」

　熱い紅茶を〈とぷとぷとぷー〉とご主人様の目の前へ元気いっぱいに注ごうとしているのだが、そのテーブルの上に肝心の紅茶を受け止めるカップがまだ一つも用意されていないコトを、透はもちろん知っている。

「ちょ、ちょっと待っ……ッ!!」

　けれど、キッチンエリアからニコニコとこちらのテーブルを見つめていた彼女が、まさかそんなぷわぷわな足取りのまま、両手で優しく支えていたポットの中身を「え、ええっ!?」と目を見開く自分の目の前、なにもない空間に注ぎ込んでくるなんて夢にも思わなかったのだ。

　だから、すんでのところで、間に合わなかった。

「うわぁあああ熱つぅぅぅうう～ッ!?」

　結果、勢いよく熱い紅茶はテーブルの上をほとばしり、たららーと流れ落ちてくる紅茶の滝をズボンに浴びた透は、コトの顚てん末まつに目を釘くぎ付づけにしたまま打ち震え、

「ふ、ふえええええ……っ!?」

　さすがのスピカもそれに気が付く。目の前で。今も広がりを見せる大惨事。

「ご、ごめんなさいだにゃんっ！　ご主人様ぁっ！」

　メイド少女は急いでキッチンエリアに取って返すのだが、そちらでまたもや、

「ぐにゃぁあっ！」

〈どしゃぁああん……！　からからから……〉

「あ、あう、うにゅうぁ～……っ！」

　とか、声を上げている。

「だ、大丈夫!?　スピカっ！」

　透とおるは熱く濡ぬれたズボンをつまんだまま立ち上がり、もちろん彼女の救出に向かう。

　彼もまた、ものすごく戸惑っていたのだ。




　だって、思い返すまでもなく、今日のスピカは顔を合わせた瞬しゆん間かんからとってもハイスペックな『ドジっ娘こ』だったから。




　平日の放課後だった。

　スピカの自宅であるマンション。

　その中にある彼女の自室を改造して作られた秘密のメイドカフェ『＠スピカ』に透が脚を踏ふみ入れた瞬間から、彼専属のメイドはやらかしていた。

　透がノックをして入室したにも関かかわらず、彼女は扉を開けて姿を見せたご主人様を見るや否いなや、メイド服に付いているネコ耳ネコしっぽまで「うーうにゃー！」と喜びに打ち震わせ、その勢いのままキッチンを区切るパーティションを〈どばーっ〉と倒してしまい、それに挟はさまれ、起き上がれなくなったところをさっそく透に引っ張り出してもらうハメに陥おちいった。

　彼女はそれで「ふにゃぁぁ～っ！」といよいよ指の先っちょまで真っ赤になってしまい、間違えてご主人様をいつものテーブルではなくベランダのプランターに案内してしまったし、イザ、正しいお席にご案内した後も、透の前に広げて差し出したのは手作りのメニュー表ではなく、海外赴ふ任にん中の父の為にスピカが切り抜き保存している新聞四コマ『グォボちゃん』が貼はりつけてあるスクラップブックだった。

　そして極めつけが、先ほどのエアカップ事件である。

「だ、大丈夫……？　スピカ？」

　透はもう、びしょびしょに濡れてしまった自分の制服のズボンを、床に膝ひざを突いて一生懸けん命めい拭ふいてくれているスピカのお手拭きが、実はお手拭きではなく亀かめの子タワシであるコトに突っ込んでなどいられなかった。

　ソレを指摘すればスピカはもっともっとメイドエンジンのスロットルを上げ、さらに高度な亀の子タワシを中心とした新たなドジッ娘連鎖反応を巻き起こしていくのは確実だろうし、それがわかっているならこれ以上被害を広げさせないことこそ、ご主人様の役割ではないのだろうかと考えているからである。

「ご、ご主人様こそ、火傷やけどとか、してないですかにゃん……っ!?!?」

　一方スピカの表情は、自分が立て続けに起こしてしまった失敗からくる罪の意識に精一杯耐えながらも、困ったコトに、そこにはある種の喜びのようなものがほとばしっているのだ。

　もちろんそれは、今この時、ご主人様と一いつ緒しよにいられることが、メイドたる理性をも揺ゆるがすくらい嬉うれしいことだと語っていて……

「う、うんっ、もう大丈夫だからスピカ」

　透とおるは急に恥はずかしくなってしまい、亀かめの子タワシを握るメイドの手を止めようと触れた瞬しゆん間かん、それが、起こる。

「ひゃうぅう……っ！」

　まるで熱いモノに触られてしまった子こ猫ねこのように、彼女は後ずさるのだ。

「スピカ……？」

　透はそんな追い詰められたようなスピカの様子──顔を真っ赤にへたり込んでいるふわふわメイドを見つめてしまう。

　彼女はぱくぱくと口を動かすものの、声を出そうとしなかった。

　その間まが、よりいっそう彼を緊張させて、

「あ、あ……ええとっ」

　透は言葉を繫つなぐ。

「ス、スピカは、いつも本当によくやってくれてるよっ？　今日はたぶん……ちょっとだけ、調子がいつもと違うだけ、なんじゃ、ないかな……」

　が、自分で言っておいてなんだったが、今日のこの騒そう動どうは『スピカの調子がいつもと違う』だけでは到底済まされないモノがあると透もわかっていた。

　いくら人よりもワンテンポもツーテンポも出遅れがちな透にだってそれくらいのコトは把握できるのだ。

　今日の彼女は──いやいや、最近のスピカは、なにしろテンションが高すぎる。

　だから、彼はスピカに聞いてみる。聞いてみてしまった。

「ねえスピカ。なにか、悩み事とか、そういうのが、あったりするの……？」と。

「……ぃにゃぁんんッ!?」

　それをご主人様に言われてしまったスピカの反応は、彼に手を触れられた時よりも、更に劇的だった。

　追い詰められてしまった子猫のように全身の毛──もといメイド服を逆立て、まるで熱でうなされているように、

「な、なにを言っているんだにゃん？　ご主人様っ。スピカ、なにも、悩みなんか、ない、にゃん……よ？」

「で、でもっ！　今スピカが咄とつ嗟さに手に取って、その陰に隠れるようにしてこっちに見せつけるようにしてるファイルには、『ご主人様と温泉大作戦！』って、おっきく書いてあるよね!?」

「しっ、しまったにゃーんっ!!」

「い、いや……、今……色々頭の中でシミュレートしてみたけど、それはだめっ！　絶対にダメだからねスピカっ!!」

「じ、じつは……スピカ、ご主人様の、お、お背中を、ごしごしって、流したくて……」

「聞いてないから！　具体的な願望まで言わなくていいからスピカっ！　……え？　『きちんとメイド服は着たままだから大丈夫』？　それでもぼくはだめだよね!?　その時ぼくは最低でも背中は出してるんでしょ!?」

「だって服を着たまま温泉に入るなんて、そ、そっちの方が変態ちっくだにゃんっ！」

「た、確かにそうだけどスピカ、ぼくらはご主人様と『専属メイド』であるのと同時に、きちんとした高校生でもあるんだから、あんまり無茶は言わないで！　それに、お泊まりで温泉とか、そんなの、絶対にだめだからねっ!?」

「お……お泊まりとは、スピカも考えてなかったにゃん……っ！　でも、そ、それなら、二十四時間……ご奉仕し放題っ!?」

「しまった、やぶ蛇へび!?」

　このままではいつものように押し切られてしまう！　透とおるは焦あせっていた。スピカと一泊旅行とかできるわけないじゃないか……!!

　したいかしたくないかといえば、行っちゃいたい自分も確かにいるけど、そんなのやっぱりだめで、だから透は、なんとかご主人様として妥だ協きよう案を見つけ出すべく、

「そ、そうだスピカ！　ただの『お出かけデート』なら、ぼく、どんなところだって──」

　そう提案した瞬しゆん間かんだった。

「ご、ご主人様が、スピカに、どんなコトでも……っ!?」

　ふるるるっとメイドが仰のけ反ぞるように震える。完全に彼女はなにかを聞き間違っていた。

　吐と息いきを漏もらすように薄く開かれた唇くちびるからはなぜか白い息が見えた気すらする。

　そして、その様子を言葉もなく見つめていた透の目の前で、この日最後のスピカの失態が炸さく裂れつした。

　どれだけご主人様の言葉が刺激的だったのだろう。

　スピカはそのままよろよろと尻しり餅もちをついてしまったのだ。

　しかも、それだけではない。

　──部屋が、異様に静かになっていた。

　水の中に部屋ごと沈んでしまったような沈ちん黙もくの中、不審に思ったスピカは「ふえ……？」と、恐る恐るご主人様である透の視線の先、自分のスカートへと意識を向けてみる。

　布が、不自然に持ち上がっている。

　尻餅をつき、体育座りに近い体勢になってしまっているスピカのメイドスカートが、先ほど『ご主人様と温泉大作戦！』のファイルを取り出した時に一いつ緒しよに落っこちて、床で偶然にも立ったままになっていた透明なクリアファイルによって、持ち上げられてしまっている。
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「にゃぁあああああっっ!!」

　咄とつ嗟さにファイルを叩たたきつぶすように、スピカはめくれてしまっていたスカートを元の位置へと急いで戻す。

　とんでもないことだった。

　その一部始終が、透とおるの位置からなら、透明越しにばっちり見えてしまったに違いない。

　スピカの頭の中でぐるぐると真っ赤な思考が回転する。

　よかった今日はメイド服に合わせた新しい下着をおろしたばかりでとか考えている場合では、なかった。

　スピカはふるふると震えたまま、

「ご、ご主人様の、……ラッキーすけべ……!!」

　両手で『ご主人様と温泉大作戦！』ファイルごと自分を抱きしめ、カラダをガードするようなポーズのまま立ち上がると、一目散で部屋から飛び出していってしまった。




　──室内に残された透は、そのままヨロヨロとイスに腰掛けた。




「…………ぅんっ？」

　なにが起こったのか、ちょっと、よくわからなかった。

　ただ、なにやらプラスチックのファイル越しに、可愛かわいらしいミントグリーンのしましままでは、憶えているのだ。

　あれ？　それだけで、充分じゃね？

「う、うわぁああっ……!?」

　なぜ自分は視線をすぐに背そむけなかったのかッ!?

　西日の射さし込む部屋の中で一人、透とおるはイスに座ったまま心臓をバックバックさせていた。

　やがて両腕で頭を抱かかえ込むと、最初はゆっくり、次第に猛もう然ぜんとした自己嫌けん悪おに襲われる。

「ぼくはぁぁ、スピカのぉぉぉ、ご主人様なのにぃぃぃ……ッ!!」

　むしろ自分はあの真ま面じ目めで誠実、誰よりも努力を怠おこたらないスピカに尊敬と崇拝の念すら抱いだいていたハズなのに所しよ詮せん自分は高校二年の健全な男子学生ですね!!　心の底ではそういう目で彼女を……

「ちがぁああああううううよぉぉお!!　ぼくはなんにも見てないっ！　い、いや、見ちゃったけど、でも、それは単なる事故でぇぇ……っ」

　再び最後の光景をリアルに思い出してしまった透の心のしっとり柔やわく甘あまらかな部分に、後悔と無念、そしてスピカのしましまなぱんつがもりもりと食いついてくる。

　なんとか、挽ばん回かいしなければならないのだけれど、

「でも、スピカと、温泉とか……っ！」

　そんなの絶対、行きたいに決まってる！

　決まってるけれど、そんなの確実にだめである。

　緊急になにかの代案を、彼女が納得できる他の方法を考えなくてはならないだろう。

　なにしろ、スピカがなにかを要求してくるということは、なにか大きな悩み事、──そこから発生するストレスを抱かかえているというコトなのだ。

　スピカのご主人様として、いつまでも彼女に悩み事を抱えさせたままではいられない。

　いまでも、ああなのである。

　もしも彼女の解消されないストレスが爆発してしまったなら、そこにどんなことが起こるのか。

　考えただけで、透のお尻しりはきゅっとなってしまう。

　それがわかっているのに、自分は彼女の相談に乗れず、あまつさえスピカは部屋から逃げ出してしまったのだ。

「ス、スピカ……っ!?」

　透は火花を散らす導火線を追いかけるように廊下へ飛び出した。

　少し薄暗く、すぅっと涼すずしい空気に包まれながら、透は小声でメイドの名を呼びながら廊下を奥へと進んだ。

　スピカが住んでいるのは街の中でも有数の高級マンションの十七階。その角部屋であり、透とおるの常識からすると、ちょっと異様に広い。

「スピカ、ごめん……！　どこにいるの？」

　なぜか足音を忍ばせながらの透は、誰ともすれ違わず廊下の曲がり角に行き当たる。

　そのまま左に折れる廊下を覗のぞいてみると、すぐに半分ほど開いている扉が見えた。

　透は恐る恐る近寄って、中へ視線を走らせる。

「あ……っ」

　そこに、彼女はいた。

　室内は先ほどの『カフェ＠スピカ』と同じくらいの広さで、部屋の奥にはまるで大企業の社長が構えるような黒こく檀たんの机があり、それと同じような色のふかふかな革かわ張ばりのイスがこちらを向いている。

　この家の住人である彼女は、確かにそこに座っていたのだが、

「い、委員長っ??」

　それはメイドのスピカではなく、学校指定の制服に『半月メガネに固く縛しばった三つ編みお下げ』がトレードマーク、透のクラスの委員長・鈴すず木き未み翠すいだった。

「や、やあ透くん、来ていたのか？」

「う……うぅぅううん……っ!?」

　そのやりとりに、透は強烈なフラッシュバックに見舞われる。

　同じだったのだ。

　過去、今回と同じようにメイドのスピカが去った後、何気ない顔で登場した委員長に、透は遭遇したことがある。

　その時も委員長・鈴木未翠は、まるで今まで自分達の間にはなにごともなかったかのように振る舞ったのだが、

「（委員長ぉぉお……ッ！）」

　やるならきちんと貫き通して欲しいと、透は切に願わざるを得ない。

　相当急いだのだろう。

　委員長はぜえぜえとは言わないまでも呼吸がかなり荒く、表情はそれを必死に隠そうとしている分、胸と肩が大きく膨ふくらんだり萎しぼんだりしているのだ。

　髪の毛だって結ゆいきれていないせいで猫ねこっ毛がぴっぴこと三つ編みからほつれてしまっているし、メガネはちょっとずれているしほっぺは赤いしで、見ているこちらが苦しくなってきてしまう。

　そんな、全身から『さっき起こった一連の出来事は、全て無かったコトにしてくれ……！』という声が聞こえてきそうな委員長の態度に、もちろん透は合わせるつもりであった。彼女のプライドを自分はめいっぱい慮おもんぱかりたい。

　だが、しかし、

「委員長……」

「な、なんだ？」

「ブラウスの、ボタンが……」

　ハッと気づいた委員長は咄とつ嗟さに胸元を見下ろし、

「お、愚おろか者ぉぉおっ！」

　自分の胸元を抱きしめるようにして椅い子すごと半回転、背を向けてしまう。

　そんな彼女の様子に、透とおるも真っ赤になってしまっていた。そうか、下着、上下でおそろいなんだ……とか思ってなんていられなかった。

　そしてどうやら、あまりにも慌あわてておろそかになっていたボタンをしっかり締め直したらしい委員長は、大きな背の椅子をバリケードにしたまま、そこから顔だけ覗のぞかせるようにして、

「き、キミは、あれでもまだ覗き足りていなかったのかっ!?　破は廉れん恥ちにもほどがあるだろう……っ！」

「ご、ごめん委員長っ！　でも、今のとさっきのは全部事故みたいなもので、ぼくも悪いとは思っているんだけど、でもぜんぜんこれは破廉恥とか、えっちとかじゃ……」

　そんな透の、自己嫌けん悪おと後悔の念に煮え転がされるような謝り方に、委員長も自分が少し言いすぎたと思ったのだろう。社長椅子を降りて、彼に向き合おうとするのだが、

「なっ！　ど、どこを見ているっ！　こ、この……愚か者めぇっ！」

　透は咄嗟に、しかし確実に委員長の短めスカートの裾すそに視線を向けているのだ。

　透自身ももう、己という存在がイヤになり始め、

「もう本当にごめんッ！　こうなったらぼくもう、あれだからっ！　そうだぼくのも見るっ!?　それでおあいこってことでいいかなスピカっ!?」

「いいわけないにゃんご主人様っ！　べ、別にスピカはご主人様の下着、なんか……見たくないし、そんなコトで許すわけないにゃんっ！　ご主人様はもう、とっても……──」

「……へっ!?」

　透は自分の過ちにすぐに気が付いていたが、おそらく委員長は、彼より二秒ほど、現状把握が遅れてしまった。

　そして、委員長のままスピカで抗議をしてしまった彼女の顔が〈ぼひゅん！〉というくぐもった音を立てて赤くなるのを、透は確かに見た。

　耳たぶまで染め上がってしまった『鋼鉄の委員長』はそれから、ゆっくりごそごそと厚い机の下に隠れていきました。

「ごめん委員長ッ！　ごめんなさいだからどこにも行かないで!!」

「なにをしている透くん！　キミは机の下に入ってくるな！　ここは私の場所だ！　誰も入ってきたらだめだーっ!!」

「もう絶対間違えないから！　委員長の時にスピカってもう呼ばないから！　ね？　委員長っ！」

「ウソだウソだウソだぁぁっ！　そんなの信じないからな透とおるくん！」

　鈴すず木き未み翠すいは机の下で石のように固く体育座りをしながらジタバタ逆上するという凄すさまじく器用なことをやってみせてから、狭せまい空間に無理矢理入り込んできた浮ふ原わら透に向かって、

「だいたいキミは今日だって学校で私のコトをスピカと呼ぼうとしただろうっ！　クラスメイトの前で私がこれ以上『ご主人様、スピカと一いつ緒しよにもっとにゃんにゃんたいむしてくださいだにゃん』とか言ってみろ！　消滅するぞ！　私がではなく、あの教室がな!!」

「そ、そんなぁっ！」

「あの時だってキミに返事を返そうとするスピカを、私は咄とつ嗟さに抑おさえつけたんだぞ!?　それがどれだけ大変なのかキミは本当によくわかっていないんだ……ッ!!　やっと……やっとクラスメイトも、あの時のコトはなにかの間違いだったんじゃないかと思い始めてきているというのに……ッ!!」

　改めて確認するまでもなく、今、鈴木未翠が訴えたあの時のコトというのは、

　もちろん、『あの堅ブツの委員長』が実は『にゃんにゃんメイド』だったいうコトが学校にバレてしまい不登校になり、すったもんだのあげく、透の訴えによってクラスメイトと担任教師は彼女の事情を理解、なんと全員でメイドと執事の姿で委員長を改めて教室に迎え入れ──

「ぅ、ぅうう～っ!!（その時のコトを思い出し、真っ赤になる顔を両手で押さえて身もだえする鈴木未翠）」

　──迎え入れてくれたというのに、なにを思ったか、何事にも真ま面じ目めすぎる委員長・鈴木未翠は、そのクラスメイト達に本当のメイドの心意気と、あろうことか『にゃんにゃんたいむ』までたたき込んでしまった……という、それはそれは業ごう深い、黒歴史。

「キ、キミは、私の今までの努力を無む駄だにするつもりなのかぁっ!?」

　委員長は今まで切り出せなかった思いをここぞとばかりに透へぶつけているのだろう。

　いつもの冷静さをどこかに忘れてきたかのように激しく言い募つのった。

　けれど、それは目の前で身もだえし続ける委員長を無責任にも「怒った委員長もかわいいなぁ……」と見とれていた透も『ここぞとばかり』な気持ちは一いつ緒しよだったらしく、咄嗟に、

「で、でも、そんなのもったいないよ委員長！　もちろん今の委員長だってすごく魅力的だよ？　けれどせっかく委員長にはあんなに可愛かわいらしい一面だってあるのに、それをみんなに秘密にしておくなんて──」

　委員長は再び〈ぽんっ〉と顔を赤らめ、それを半月メガネの奥に封じるように、そして、それ以上を透に言わせまいと飛びかかるように、

「なッ、なにを言っているんだキミはっ！　いいか!?　私は、キミだけの……──、」

「……、……ど、どうしたの……？」

　突然停止してしまった鈴すず木き未み翠すいに、透とおるは恐る恐る、薄い氷を持ち上げるよりも注意深く声をかけたつもりだった。が、

「なっ、なぁぁぁぁんでもなぁぁぁああああああいッ！　このッ！　ど愚おろか者がぁぁッ!!」

　周囲を固めていたガラスを砕くだくかのように、体育座りの姿勢から跳はね上がり〈ズドウッ〉と透へ両足キックをかまし、その勢いのまま立ち上がった委員長・鈴木未翠は、一切を振り切るようにして、

「まったく……ふ、不ふ愉ゆ快かい、極まるっ!!」

　部屋から飛び出していってしまった。

「ま、待って、委員長……っ！」

　一方、ゴロゴロと机の下から蹴けり出され壁の本棚に〈ずごん〉と激突した透は、彼女が去った扉へと必死に腕を伸ばすのだが〈ばたーん！〉と閉められた扉の衝撃で発生した分厚い本の〈ドサドサドサァッ！〉という雪崩なだれに巻き込まれ、今や書籍の塚からはエクスカリバーのように腕が真上に一本、すっくと突き出ているのみである。




　　◇




「ふぅぅううう……ぶぶくぶくぶくぶくぶく……」

　時刻は夜の九時過ぎ。

　透はバスタブの中で溜ため息いきをつき、そのまま鼻の下まで湯に沈んでいた。

　もちろんここは委員長の家の風呂ではなく、自分の家のバスルームである。

　いくら彼女とはご主人様とその『専属メイド』の関係だからと言っても、──むしろ直前に『お背中、ごしごししたいんだにゃんっ』とか言われたとしたって、そんな展開にしていいハズもない。




　──結局あの後、本の塚から生はえたエクスカリバーを引き抜く者はついに現れず、透はしかたなく、自力で這はい出し、聖せい剣けん自ら冒険に出向くという型破りな伝説を紡つむぐべく『＠スピカ』のドアをノック。

　そっと入室して、ベッドに潜もぐり込んだまま「うー！　うー！」としか返事をしなくなってしまった委員長──あるいはスピカ──の隣で困り果て、「ええと、じゃあ委員長。また明日、学校できちんと話そう……！」とお暇いとまを告げ、透は自宅に戻ってきていたのだ。




　よって透の抱いだく目下の悩みは、

「明日、どうやって謝ったら……」

　その一点にあった。

　やはりここは謝罪の気持ちを行動で、つまり、彼女の望む『温泉たいむ』を実行するコトで解消してあげるべきなのか。

「いや、それは違うと思う……！」

　エスカレートする一方の彼女のリクエストに応えていってしまったからこそ、あの悲劇は起こってしまったのである。

「ぼくはもっと、スピカのご主人様として、成長するべきなんだー！」

　この時、透とおるの心は静かに、けれど猛たけ々だけしく燃え上がっている。

　なにしろ自分は、『再選択リセレクト』と自分の中で呼ぶようになっている『来たるべき日』を、驚くべき自制心で受け入れているのだ！　と思い込んでいる少年なのである。

『再選択』、『来たるべき日』とは、あの専属メイドのスピカが、透とは違うご主人様を選び、新たなご主人様の『専属メイド』になってしまう日を意味する。

　今は確かに、近々行われるという『メイドの全国大会』──スピカが改めて説明してくれたところによると、正式名称は『メイドフェスタ』と言うらしいが──のための特別ご主人様をしていてくれるように頼まれてはいるが、その詳しよう細さいもまだ不明であり、自分が彼女のご主人様に選ばれたのと同じように、なんのきっかけで『再選択』が起こるか、透には予測ができないのだ。

　理由無く始まったものは、理由無く終わって当然である。

　それが透の、言ってみれば常識的な現状把握であり、自分のポジションだった。

　そして、それ故ゆえに透は容易に揺ゆらぐ。

　揺らぎまくる。

　決断することができなかった。

　けれど、その中で立ち続けると、透は決めていた。

　自分でわかることは、ただ一つのみ。

　──自分はスピカの側そばにいたいのだ。

　胸の中に残るのは、いつもそれだった。

　彼女の傍かたわらにいるための条件が『ご主人様』であるならば、自分は立派な、いつまでも選ばれ続けるご主人様でいよう。

　それで彼女に『再選択』されるのならば、しかたがない。

　悔くいなどそこに残さない。

『来たるべき日』を迎えたとしても悔いを残さないことこそ、今や透の至上命題。

　それなのに……ッ!!

「あんなコトがあったら、今すぐ『再選択』されてもしかたないよぉぉ……ッ!!」

　透は水槽の中で回転を命じられたイルカのぷぅちゃんのように、バスタブの中で裸体をスクリューさせていた。

　辛つらい。辛すぎる……！

　が、自分はこの荒波に、翻弄されてよいのだと。

　翻ほん弄ろうされながらも、ベストの選択をし続けるのだと決めているからこそ、透とおるは思う存分、のたうった。

　しかも、こんなにも彼女を怒らせてしまったのは、もしかしたら初めてのコトかもしれないときている。

　最後には口も聞いてくれなくなってしまった委員長の態度に、透は深い後こう悔かいと焦しよう燥そうとぱんつ映像を同時に抱いだかないわけにはいかなかった。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいは、一見すると冷れい酷こくな理詰めの委員長のように見える。

　けれど、実はきちんとクラスメイト達と対話をして、それが双そう方ほう納得できるものであれば、話し合いでの解決をモットーとしている人格者なのである。

　なにごとも見た目のイメージで決めつけてはならないよ、という生きた見本が委員長であった。いわんや、メイドのスピカなんて、そのような内面、心の機微をいち早く見抜く達人なのだ。

　そんな彼女に、あれだけ拒否られてしまうなんて……!!

「『……あ、昨日は、ごめんね？　委員長』」

　心配性チキンハート過ぎる透は、ついに謝罪のシミュレーションを一人で始めてしまうまでに至る。

　目先の『完璧なご主人様』になんか興味は無いのだ。ぼくは鈴木未翠さんの友達で、彼女に謝ることなんて、やって当たり前のことなんだから！

「こうやって、出会ったらすぐに気持ちを表せば……最初がたぶん、肝心だし……。んん……、いや、教室でって言うのがまずいのかな。みんなに『昨日なにかあったの？』とか聞かれたりしたら、ちょっと説明できないし。……あ、でもちょっとこっちのテンションを変えれば……」

　ややあってから、透はふと『これならば』という謝意の表し方を思いつき、

「『（終始いい声で）やあ委員長、先日の件は平にご容よう赦しやを。あの時は、キミがあんまりにも可愛かわいらしかったものだから、つい取り乱してしまってね。それで、お詫わびと言ってはなんだけど、今夜は『にゃんにゃんたいむ』を、キミと朝までご一いつ緒しよさせてもらって、かまわないかな……』」

　よおしっ!!

「なんかよくわかんないけど委員長はきっとこういうの好きだと思う……っ!!」

　いける！　透に確信が湧わき上がってきていた。

　明日はがんばるつもりだった。

　これで許してもらえるなら自分はやるべきなのだ。

　自分が憧あこがれるヒーロー像である所の『セミマン　～余命一週間のヒーロー』だってきっとそうするよ！　一週間しか鳴くことができなくたって、きっと彼ならやり遂げる。

　彼の胸に、じんわりと勇気と希望が生まれ始めていた。

　透とおるは身体からだを真っ赤に火ほ照てらせながら『お風呂が温かいから』以外の理由で浮き上がる額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「これで、いける……ッ!!」

　──いずれにしても、

　この時の透は、湯船のなかでイッパイイッパイになっていたと言っていい。

　彼がどれくらいあっぷあっぷだったかというと、およそ一分ほど前から〈とたとたとた！〉とか、〈どたどたっ〉と何者かが家の中を走り回っている音が聞こえていたのに、それに気が付かなかったくらいである。

　だから、次の瞬しゆん間かんに起こったコトにも、彼は対処することができない。

　浴室のドアが、透にとってはなんの前触れもなく〈どばん〉と開け放たれ、




「おにいちゃぁぁぁああああああああんんんッッ!!」




　まるで深い森の夜道を一人ぼっちで走りきり、ようやく出会えた保護者に泣きすがるような声を上げて、長い黒髪の少女が湯船の中の透に飛びついてきたのだ。

「なっ!?　うおわああああああッ!?」

　透は自分を「おにいちゃぁあん！」と呼んだ少女を、バスタブにありながら文字通り正面から〈ずぶばしゃああん〉と、抱き留めるような格かつ好こうになっていた。

　そしてそのままの勢いで、浴槽の湯の中へ潜もぐるように〈ざぶり〉と沈み込む。

「がぼっ！　ぼごぶくぼぼがぁッ!!」

　もちろん透は湯の中で激しく混乱する。とにかく、彼は本能的に自分の上にのしかかってくる重み──おもに、とても柔らかいくせに妙みように重たい二つのなにか──を、精一杯両手で押し上げ、

「ぷはぁああッ！」

　どうにか水面に顔を上げる。それから有無を言わさず自分に抱きつきそのまま湯船の中へと引き摺ずり込んだ家族であり、同居人である妹の名を、

「い、いちる!?　いったいなにが……」

　と呼び、尋たずねるのだが、

「……は」

　透はそのビジュアル──こちらにのし掛かかり、そのまま湯船の底に沈めてしまおうとしているかのように見えた少女の、まるで、たったいま古井戸から「よいしょ、よいしょ」と這はい上がってきたかのようにびしょ濡ぬれの長い黒髪──そのインパクトと、

「ぬふわぁあ……ッ!?」

　自分と妹が浸つかっているお湯が、

「真っ赤ぁ!?　なに!?　これは、ち、血ぃいい……!?」

　その異様すぎる光景に、まるで氷入りの水風呂に浸かる思いを味わった。

　既に兄である透とおるは驚きのあまりに白目を剝むき、口の中からは〈どきぃん！〉とハート型の心臓を射出されている。

　なにしろ鮮血のように紅あかく染まった液体から這はい出すようにして、長すぎる黒髪の少女が自分にのし掛かっているのだ。

　このビジュアルに驚かなければ、その者は『[image: あだくてん]ー』と両手を前に迫せまりくるゾンビを見つけては近寄っていき、突然がぶがぶとかじられてそのままゲームオーバーになる素質の持ち主である。

　一方、少年がそんなコミカルな様子を見せる傍かたわら、

　あれほど慌あわてふためいてバスルームに駆かけ込んできた少女の方はというと、入浴中ながらも頼りになる兄と合流して、すっかり安心してしまったのか、紅い湯の中で「んうぅぅ……」と安らかな吐と息いきすらついていた。

　そして、ゆったりと兄にのし掛かったまま、左眉まゆの上方でかろうじて分けられた長い前髪から僅わずかに覗のぞく左の瞳ひとみで兄をのぞき込み、こくびを傾かしげ、

「んぅぅ、これは……いったいなんですかぁ？　ねえ、おにい……ちゃん？（つんつん）」

「だ、だめだよいちるっ！　それはまだ飛び出てるぼくの心臓ッ！　つっついたらおかしくなっちゃうよぉぉッ!!」

「でもおにいちゃんのこれ、すっごく、脈打ってます……」

「あたりまえだよ生きてるんだからトクントクンとは脈打つよ!?　いいから手を離していちる、お願いだからっ!!」

　妹がそっと手を引っ込めると、透は急いで口から伸びる心臓ハートを飲み込んだ。こんなコトになるとは思っていなかった。もうだんだん意味すらわからなくなってきている。

「そ、それよりもいちる！　どこか怪け我がはない!?　お風呂のお湯が、真っ赤なんだけど……！」

「んぅぅ、最近おにいちゃん、疲れてるみたいだから……」

「だからいちるは飛び込みざまに血のお風呂にしたの!?　どうやって!?　僕は魔王とかその眷けん属ぞくじゃないからこういうので鋭えい気きは養えないよ!?」

「んぅぅ、おにいちゃんこれ、入浴剤です」

「……は、はぁ??」

「テレビでやってたんです。『トマトの湯』は、疲れた身体からだにとっても効くって」

「ト、トマトの湯ぅぅぅううううッ!?　……ほ、ほんとだ、微かすかにベジタブルな匂においが……！」

　落ち着いてみれば、紅あかく濁にごったお湯からは微かに青くさい、けれどフルーティと言えなくもない香りが立ち昇っている。

「そ、そっか、これ入浴剤……？」

　つまり、妹は兄である自分の身体からだのコトを思って、疲れを癒いやそうとしてこの入浴剤を投入してくれたというわけなのだ。そのタイミングは、ともかくとして。

　そして透とおるは、自分を気遣ってくれる妹に心を打たれると同時に、今回のこの『トマトの湯』の一件により、前々から『実はそうなんじゃないかなー』と感じていたとある思いを、また一段と深めてしまう。

　あたかも自室のテレビ画面の中から夜な夜な這はい出てきてしまいそうなロングの黒髪に白い肌というビジュアルを持っているにも関かかわらず、彼女は、誰よりも兄思いで優しい心を持っているのだと。

　先日も、透が学校から家に帰ってきて、自分の部屋に戻ってみると、

「えええッ!?　な、なんで机の上に『ミニお墓』と『お線香』が!?　すごい不吉!!」

　あたかもジャパニーズかぶれな死神が寄越した予告状のごときビジュアルを持つその物体に戦せん慄りつを隠せない透がドサリと荷物を床に取り落とすと、不意に背後から、

「んぅぅ……、そ、それは家に疲れて帰ってきたおにいちゃんのために用意した『雷かみなりおこし』と、『アロマテラピーのお香』ですぅ……」

「『雷おこし』と『アロマテラピーのお香』ッ!?　……はっ！　よ、よく見たら本当だ……！　墓石に見えたのは黒胡ご麻まの雷おこしだし、その前に立てられてるのはお線香よりももっと太いお香だ……！　あ、ありがとういちる、ぼく、誤解しちゃったよ……!?」

　これが透の妹、浮ふ原わらいちるなのである。

　心優しく、見ようによっては結構、魅力的でもある気がするのだが、その振る舞いが妙みように周囲を──特に兄である透を──なぜか驚かせてしまうのだ。

　透はこの時も、彼女が用意してくれた雷おこしを囓かじりながら、改めて妹へと振り向くのだが、

「って、いちるッ!?　く、口から、エクトプラズムが、も、漏もれ……ッ!!」

「んぅぅ？　おにいちゃんは、その雷おこしよりも、こっちの『わたあめ』の方が良かったですか……？」

　──ちなみに彼女の名である『いちる』を本来の『一いち縷る』と漢字で書いてしまうと、

「んぅ、なんかその字、怖いです」

　と彼女にイヤイヤされてしまうので、透は多くの場合、彼女をいちると平仮名で表記している。たしかにそっちの方が透も素直に可愛かわいいと思う。

　現に、

「んぅ……、でもおにいちゃん、いくらなんでも、びっくりしすぎです」

　と、湯船の中で少しだけ拗すねたような、むにゃむにゃと眠たげな声で兄へと告げる彼女は、それなりに雰ふん囲い気きがあるのだけど、いかんせん、

「でもいちる、それよりここ、お風呂場だから……」

　透とおるの言葉に、黒髪の妹はきょとんと、そして次の瞬しゆん間かんに〈ぱうっ！〉顔を恥はじらいに染め、続いて「ふぁぁ……！」みたいな声をあげて、兄と一いつ緒しよに入ってしまっている紅あかいバスタブの縁ふちを跨またぐようにして洗い場へと脱出する。

　ここで、兄の透にもお風呂に飛び込んできた妹の全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　透は、びびった。

　なんと彼女は普通に家着、柔らかいコットン製の白いワンピースを着たまま湯船の中に飛び込んでいたのであった。

　しかもソレが今、トマトの湯を吸ってピンクになっている。

　それだけでももう、なんと声をかけていいか兄としてはわからないのに、びっしょりと重く水分を吸ってしまったワンピースを、彼女は、

「んぅぅぅ……」

　難儀そうに、けれど、なんのためらいもなく、脱ぎ捨てた。

「ちょ、ちょっといちるううぅうううっ!?」

「んぅ……、どうしたんですかおにいちゃん」

「あ、あれ……？　下に、み、水着っ!?」

　あっという間の出来事に視線を逸そらすことさえできなかった透の目の前で、いちるはスクール水着姿になっていた。
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「あうぅっ！　こ、これは、え、ええと……っ！」

　透とおるはもう、いい加減不整脈でも起こしそうだったが、それに負けず劣おとらず、なぜかいちるも動どう揺ようしていた。

　実は彼女が浴室に飛び込んでくる一分以上も前から、とたとたと家中に走り回る音が聞こえていた理由が、これなのである。

　いちるはとあるコトに動転して『お風呂に入っているおにいちゃんに助けてもらいたい、なぐさめてもらいたい！』けれどお風呂だから、濡ぬれちゃうから、水着で大丈夫だから！　と部屋でスクール水着を着用してしまっていたのだ。

　でも、それを説明するのがどうにももどかしく、彼女はつい、

「や、やっぱり、なにも……着てない方が、よかったですか……？」

「そうじゃなくてねっ!?」

　物心ついた時から思い知っていたが、彼女はとことん、天然である。

　本人は頑かたくなに否定していても、兄である透でさえも、いちるのこれが計算であったらどんなに頼もしいかと思ってやまないのだ。

「それよりもいちる、なにかあったの？　家の中で変なコトでもあったとか……」

　と透が尋たずねたのは、もちろん話題を変えたかったのもあったが、それ以外に、そもそもどうして突然いちるがバスルームへと突撃してきたのか、それを尋ねずにはいられなかったという当然の理由からでもある。

　しかも透はこの時、『なにか変なコトでも』と自分で言い出しておいて、急に不安になってきてしまっている。

　もしかしたら、家の中で重大な異変が起こっているのではないか。両親は今日、おじいちゃんの家に行ってしまっていて留守であり、屋根の下には兄妹二人だけしかいないのだ。

「んうぅう、実は……」

　そしていちるは、長い黒髪のスキマからのぞく、まるで、ふかふかな枕に今すぐにでも埋うずまって何もかも忘れてしまいたいと訴えるような潤うるんだ瞳ひとみで、

「一人でネットを見てたら、すっごく怖いのに飛んじゃって、それを見てたら最後にいきなり『わぁあああっ！』って中から飛び出てきて、びっくりして、それでぇ……」

　透からすれば、どう見てたって画面から飛び出てというか這はい出してくるビジュアルを持っているのは目の前にいる妹のほうだったのだが、その彼女こそが誰よりも恐がりだというのだから、兄としては興味深い限りだった。

　彼女はたぶん一人で、リビングにあるパソコンからびっくりホラー系のサイトを開いてしまったのだろう。

　実際、貞サダ●ちゃんの少女バージョンのようないちるがディスプレイに表示された画像に驚いて泣きべそをかいている図は、それはそれで和なごむものがあった。

「それで、いちるはびっくりして慌あわててお風呂に飛び込んできたの？　そんな準備万端にして……」

「んぅぅ……、なるべくおにいちゃんに迷惑をかけないように、しようと思って……」

　本当にどこまでが天然で、そうじゃない部分なのか。透とおるはそういう判断をとりあえず引っ込めて、

「と、とにかく、バスルームからも外に出ようか、いちる」

「んうぅう、……このままトマトの湯に入っちゃだめですか？」

「だめだからっ！」

「あぅぅうう……」

　いちるはこう見えて幼い頃はとても細い上にカラダが弱く、そんな自分を看病してくれる家族をとても頼りに、そして大事にしていた過去を持つ。

　今となっては、さすがに幼かった頃のように熱を出し寝込んだりして家族中を心配させるコトは無くなっていたが、透はこの歳としになっても、反射的にいちるの容態を心配してしまう。

　実に、透の『誰かを放っておけない』という性分はこの頃から培つちかわれたと言っていい。

　ゆえに、子供の頃のようにいちると一いつ緒しよにお風呂に入ってやりたいのはヤマヤマだったのだが、彼女は小さい頃からベッドで寝てばかりいたせいなのか、中学生になったくらいから平均以上の速度で発育し、兄としてはイロイロとままならないのが現状なのだ。

「んぅぅぅ……おにいちゃんのけちんぼ……」

　ぐずぐずとためらった末に妹は浴室外、乾いた脱衣場へと移動してバスタオルをカラダに巻き付ける。

　それに一拍遅れるようにして、追従するようにいちるを包む黒髪が尾を引いた。

　彼女の移動を確認しつつ、透が紅い湯船の中で体勢を立て直すと、妹のいちるは、およそ十センチほどのスライド扉の隙すき間まから、こちらをうかがおうか、そうするまいか、もじもじくりくりしている。

「んぅぅ、じゃあおにいちゃんが出るまで、ドアを開けたまま、ここにいてもいいですか？」

　透は思う。

　確かに『トマトの湯』は、見た目こそあれだったが、さっきまでの湯とは違って、じんわりと熱が身体からだの芯しんに染みるように心地よかった。

　彼女は本当に、兄のコトを思ってくれているのだ。

　──どうやら妹の提案が妥だ協きよう点のようだった。

　透が「しかたないなぁ」とバスタブの縁ふちに顎あごを乗せ、横目でいちるを確認すると、彼女はなにやら小さくガッツポーズみたいなコトをしている。

「ふぅぅ……」

　だから透は、ふるふると頭を切り替えた。

　一歳差しかないとは言え、妹は妹である。

　というか、彼女はとてもよくできた妹なのだ。

　両親も兄である透とおるを頼りにして、家を空けたハズだった。

　運悪く誰もいない家で、恐がりの彼女と一いつ緒しよにいられるのは自分しかいない。

　でもそれは、ちっとも悪いことなんかではなくて、

「そういえばさ、いちる」

　これは誰にも邪じや魔まされずに、最近、特にコミュニケーションが減ってしまっていた妹に、話し掛けてみるチャンスなのだと透はとらえることにする。

「今日のお夕飯の揚げ出し豆腐だけどさ、とっても美お味いしかったよ？」

　瞬しゆん間かん、さっきまで扉の陰になり、なにより黒絹のケープのように長い髪によって確かめるコトができなかった表情が、ぱっと明るくなり、

「ほ、本当ですかっ？　前におにいちゃんが、また食べたいって言ってたから、わたし、がんばったんです」

「いちる、覚えててくれたんだ。ありがとう、すっごくよくできてた」

　兄の言葉に、「んぅぅ……」と赤くなってうつむいてしまう妹の姿に、透はほっと息を吐はいた。

　──それから二人はぽつぽつとではあるが、久しぶりに和なごやかな会話を続けることができた。

　二人で作ったお夕飯は美味しかったし、今日の学校の体育はとっても疲れた。そういえば面白い雑誌をコンビニで立ち読みした……。

　そんな中で、透はだんだん気になりだしている。

　いちる本人は、これもかたくなに認めないトコロではあったのだが、ご覧の通り、彼女は幼い頃よりかなりのおにいちゃん子なのである。

　そのためか、彼女は初対面の人や、ちょっとこわい人の前ではおにいちゃんである透に隠れるように引っ込み思案を全開にさせてしまう傾向があった。

　その一つが、今も彼女の髪型に現れていたりする。

　いちるは、自宅ではかろうじて前髪に分け目を作り、むにゃむにゃと眠たげに垂れる大きな瞳ひとみをのぞかせていたが、これが外に出るとなると──もちろん学校に行く時も──完全に鼻の頭まで幕を下ろすように前髪で隠してしまう。

　遅ればせながら、彼女がクラスでどう振る舞っているのか気になってしまった透が、なにげなくその辺りの話題を振ると、彼はそこで驚くべき事実を妹より聞かされるコトになった。

「いちるが、委員長……!?」

　なんと彼女は、とある事件がキッカケで、その役職に抜ばつ擢てきされているというのだ。

　彼女がクラスの委員長に任命されるに至った顚てん末まつを、いちるは兄に語った。

「おにいちゃんと同じ高校に入学して、新学期が始まってすぐに、クラスで一人の男の子が問題になったんです」

　彼のせいで一時期、クラスは早くも『学級崩壊』かと本気で危あやぶまれたというのだが、

「ある日、わたしが朝、雨が降りそうだったのに傘かさを忘れて、案の定、すごくずぶ濡ぬれになっちゃったままで、教室に入ったら……」

　なぜかその問題児が、突如教室に現れたいちるを見て卒倒し、がくがくと尻餅をついたまま後ずさったあと、泡を吹いて気絶してしまったというのだ。

「それからわたし、なぜかみんなにクラス委員長をやって欲しいって、持ち上げられちゃったんです……」

　彼女はそれを説明する最中、ずっと扉の陰に隠れてもじもじと身をよじっていた。

　透とおるはその時の情景を心の中に浮かべ、一人、納得していた、

　おそらく、いちるが教室に入った時には、天候すら大きく変わっていたに違いない。

　時ならぬ雷鳴とイナズマが閃ひらめく中、きっと問題児くんは見てしまったのだ。

　まるで、悪行を重ねた自分を呪のろい殺すために、古井戸の底から現れたかのような少女のシルエット。

　そして尻しり餅もちをついてしまったクラスメイトを心配して、助け起こそうとしたいちるの挙動を、彼はついに自分に襲いかかってきた怨おん念ねんと勘違いしてしまったのだ。

　おそらく、その問題児くんはそれら『来るかも。きっと来ちゃうかも！』的なビジュアルを目撃し、クラスのみんなの前で失態を演じてしまったのだろう。

　そんな過去を背負ってしまっては、もうどんなに威張ったって威厳のイの字も出てこないだろうし、彼を封じ込めてしまったいちるをクラスメイト達が守護神のように感じてしまったのも無理はない。

　──余談だが、後に透は浮ふ原わらいちるがクラスメイト達から『影の委員長』『終末を告げる委員長』『我がクラスの黒巫み女こ』などと呼ばれ、その功績が称たたえられていたりすることを知り、「ほ、ほほう……!?」と顎あごをなでるコトになる。

「んぅぅ、こういうのは、やっぱり、おかしいって、おにいちゃんも思いますか？」

「う、ううん！　そんなことないよ。すごいと思う、そういうの」

　透の中では近頃『委員長』という役職の株が空前の上がり方をしているのだ。

　その立場に立っているなんて、我が妹ながら普通に尊敬に値した。

　そして、透にはそれが感慨深くもあったのだ。

　家族のみんなに「この子は一人で大丈夫だろうか」と心配されていたあのいちるが、今や委員長になっているなんて……

「んぅぅ……、おにいちゃんがそう言ってくれるなら、わたし、これからも頑張れそうです」

　いちるは頰ほほを火ほ照てらせ、隠しきれない喜びを滲にじませる

　そして、

「そ、それで……おにいちゃん……っ」

　バスタオルを脱衣所の床に置き去りにしたまま、またもやバスルームへと乗り込んできたのだ。

「いちる……っ!?」

『トマトの湯』の中で透とおるは再び身じろぎする。

　なにはともあれ、今の彼女は水着なのだ。

　彼女がそのまま湯船の中に再び入ってこないか警戒していると、いちるは最初に浴室に駆かけ込んできた勢いのまま、

「おにいちゃんは、────………に、詳くわしい……ですか……？」

　尋たずねた妹の声は見て取れる意気込みとは裏腹に、今日の中でおそらく一番小さいものだった。

　なので、さすがに透も聞き漏もらしてしまい、

「ごめんいちる、もう一回、お願いできる？」

「んぅう、ご、ごめんなさいです、おにいちゃん……」

　彼女もその自覚はあったのだろう。

　彼女はうつむくように黒髪の中に表情を隠してしまう。

　透はその様子から、妹がそのまま自室に退散してしまうのではないかと危あやぶんだ。

　けれど、彼女の中にはこの時、ある種の決意があったようだ。

「え、ええと、あの、おにいちゃんは──」

　意を決して、繰り返す。




「──メイドさんに、くわしいですか……？」




「く、くわっ！」

　透は咄とつ嗟さに湯船の中から立ち上がっていた。

「くわしく、ないですぅぅぅっ!!」

　そしていちるは、そんな兄の勢いに「ひゃ……っ！」と尻しり餅もちをついてしまう。

「あ、だ、大丈夫!?　いちる、平気!?」

　透は慌あわててザブリとすっかりぬるくなってしまっている『トマトの湯』に浸つかりながら、

「で、でもなんで!?　メイド？　メイドって言った？　待って？　それって委員長となんの関係もなくないッ!?　メイド、さん……なんて、え？　ぼ、ぼくは知らないよッ!?　あ、あれでしょッ!?　産業革命のまっただ中、ヨーロッパで発展した、ハウスキーパーが専門職化したっていう、ご主人様とメイドの関係とかの、あのメイドでしょっ!?　もう、ぼくなんか全然、メイドに詳しいとか、そ、そんな……っ!!」

「んうぅ……、全然って言うわりには、おにいちゃん、かなり、メイドに詳しいみたい、ですけど……」

「いやいやいやっ！　ぼくなんてまだまだ全然っ!!」

　透とおるはそう返しながらも相当焦あせっていた。

　もしかしたら、彼女が来る前に呟つぶやいていたスピカに関する話を聞かれていたかもしれない。透は想像しただけで冷や汗の出る思いだった。

　さすがの透も、妹に自分がとあるメイドのご主人様であると知られるのは恥はずかしいのである。

　いちるは今も兄の透に大きな信頼を寄せていて、透自身もそれを感じるコトは多い。

　そんな頼りにしている兄が、いつの間にか『専属メイド』さんを持つご主人様だにゃんっ！　的状況にあると知られたら……。

　妹に自分はなんと言われてしまうのか、透にはまったく予測がつかなかった。

　身の絞しまるような思いで透は顔を拭ぬぐう。

「いちるは、急にメイドさんだなんて、なにか、あったの……？」

　そう。

　なぜこの妹が、そんなコトを言い出したか。それが問題だった。

「んぅぅぅ……っ」

　が、しかし、そこで本当にいちるは自室への退散モードに移ってしまったらしい。

　自分を縁ふち取どる黒髪でうねうねと身を包むようにして、

「や、やっぱり……やっぱりなんでも、ないんです……！　お、おやすみなさい、おにいちゃん……っ」

　来た時と同じように、唐とう突とつに透の前から姿を消してしまうのだ。

　まさかそのまま追いかけるワケにもいかない入浴タイムである。

　妹の言動を不審に思いながらも、「かといって、どうすれば……」と、透は彼女の残した紅あかい湯の中に取り残されていた。




　　◇




「ご主人様？　この娘こが新人メイドのツキノちゃんだにゃんっ！」

　翌日の放課後。

　地元駅の南側に広がる『魔ま都と』で、それは起こる。

　通称『オタク街』とも言われる一角、休業日でクローズの札が下がった『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』の店内にて、透はスピカから、隣に並ぶもう一人のネコ耳ネコしっぽの黒髪メイドを紹介されていた。

「ツ、ツキノ、です、よ、よろしく、おねがいしますっ」

「ツキノちゃんっ、〝にゃん〟を忘れてるっ！」

「し、します、ニャぁあん……っ！」

　新人メイドであるという『ツキノ』は終始、顔を赤らめたままうつむき加減であったが、それはご主人様である透とおるも同様で、彼は二人のメイドをまともに正面から見ることができていなかった。

『＠スピカ』という秘密のメイドカフェで育はぐくまれた──いわゆる『温室育ち』なご主人様である透にとって、この状況はなにより過か酷こくであったのだ。

　なにしろ、お客さんが一人もいないメイドの本拠地『＠にゃんとらてぃっぷ』にて、

　先輩メイドのスピカは、好奇心旺おう盛せいで元気いっぱいなアビシニアンのような愛くるしさを、かたや新人メイドのツキノは、幼いながらもミステリアスなクロネコの如ごとき可か憐れんな風合いを、透ただ一人に全力放射してくるのである。

「よ、よろしく……」

　透はふっと、キツネに抓つままれたように意識を遠のかせ、どうして自分がこのような展開に巻き込まれてしまったのか、その理由に思いを馳はせざるを得なかった。




　──コトの発端はやはり、今日の朝だったかもしれない。




　透は昨夜のバスタイムで繰り返したシミュレーションを引っ提さげて、朝一番に教室に飛び込むつもりで学校に急行し、そして下げ駄た箱ばこの前で、カバンを持って息をきらせた鈴すず木き未み翠すいと、

「い、委員長ッ!?」

「透くん……!?」

　鉢はち合あわせしてしまったのだ。

　これはお互い予想外の出来事だったらしく、

「な、なんで、委員長……、こんなに早く？」

「それは、こっちのセリフだろう透くんっ！　キミこそ早すぎるだろう……っ！」

「ぼ、ぼくは……え、ええっと、あ、そうだ！　『こ、今こ宵よいはぅごほっ、ごほっ!!」

　透は言いかけてむせた。

　いい声を出そうとして喉のどがつったのだ。

「大丈夫か透くん！　風か邪ぜか？　声がおかしいぞ？」

「ち、ちがうんだ委員長っ！」

　透は赤面し、もう全てのプランが使えないコトを悟り、

「委員長に、昨日のコト、一番最初に謝ろうと思って……」

　正直に、打ち明けた。

「だからキミは学校に早く来たというのか？　ふ、ふんっ、そんなのちっとも辻つじ褄つまが合わないじゃないか！　私がこんなにも早く来たからいいものの、遅刻ギリギリだったらどうするつもりだったんだ？」

「え、そ、それは……」

　透とおるはこの時、自分が彼女にも「どうしてこんなに早く？」と尋たずねていたコトをすっかり忘れてしまっている。

　彼がもしもその点を彼女にもう一度尋ねていたら、それはそれで面白いことになっていたのだろうが、委員長に言葉で追い詰められてしまった透は、

「……ごめんね、委員長」

　ただ、そう言って頭を下げた。

「い、いいんだ透くん……っ！」

　一方、鈴すず木き未み翠すいは腕組みしたままそっぽを向いて、そう言った。

「昨日は私も、すこし言いすぎたと、思っている」

「じゃあ許してくれるの？」

「もちろんだ。キミさえよければな。……それより、ちょっといいだろうか」

「え？　なに、どうしたの委員長……」と訝いぶかしむ透を連れて、鈴木未翠が下げ駄た箱から教室に向かわずに直行したのは、

　朝練で賑にぎわう部室長屋の裏手、

　まだ今年になってからは使われていないプールに隣接したシャワー室であった。

　そこで、彼女は切り出したのだ。




「ご主人様ぁっ！　じ、実はスピカ、どうしてもお願いしたいことが、あるんですにゃん……っ」と。




　その時、透がたたずんでいたのはもちろん女子用のシャワールームで、委員長がガチャリと鍵かぎを開けた室内の一番奥、いくつもの仕切り板で半個室となったそこに放り込まれると「ここから絶対に動かないように！」と告げられ、もうなにがなにやらと大混乱していると、隣の個室に入ったらしい委員長が、そう声をかけてきたのだ。

　もちろん透は、度肝を抜かれている。

　昨日の、今日である。

　きっとスピカはご主人様のお背中をどうしても流したい！　という欲望に勝てずに、こんな、シャワーを浴びて当然の場所に、ぼくを、ぼくを……っ！

「ス、スピカ！　でも、こんな所で君にお背中流しおぶぅううっ！」

　咄とつ嗟さに隣のブースへと身を乗り出したら瞬しゆん間かん的に委員長にグーで殴なぐられた透は、そのままよろめくように自分の個室に戻る。

　薄い壁越しに、スピカは続ける。

「ち、違うんだにゃんっ！　ご主人様のやっぱりえっち！　そ、そんなつもりじゃ、ないんだにゃんっ！　本当は昨日、ご主人様にはお話ししようと思ったコトがあるんだけど……ああなっちゃった、から……」

　う、うんっ！　昨日は、本当にごめん……！　と、透とおるは必死に脳内に浮かんできてしまいそうになるスピカのあの映像を押しとどめる。

　だってこれ以上失態へと繫つながる言動や妄もう想そうは、本当に『再選択リセレクト』の対象になりかねない……っ！

「う、うん。で、その、昨日言えなかった、お願いって……？」

　固くなろうとする喉のどの筋肉をめいっぱい広げて、透は思いきって尋たずね返した。

　緊張に耐えられなかった。

　お背中をお流しします系の願いでないとしたら、それはいったいどんな要望なのか、透にはもう予想もつかないのだ。

「ご主人様、実は、今日の放課後──」

　そうしてメイドのスピカが話してくれたのが、『新人メイドのトレーニング』だったのだ。

　今度新しく入ってくるメイドの中で、かなりの素質を持ってはいるのだけど、どうしても特別なトレーニングが必要な新人がいるのだと、スピカはご主人様に説明した。

　彼女の研修には是ぜ非ひとも実際に、本物のご主人様が、透の力が必要なのだと。

　それを聞いた透は一も二もなく承しよう諾だくした。やるやるやる！　やります！　大丈夫！　ぼくにまかせて！　とさえ言った。

　透は純粋にスピカにこうして頼りにされたのが嬉うれしかったのだ。

　きっと『再選択』を言い渡されてしまう前には、その前兆のようなものがあるハズで、たぶんそれはだんだんご主人様的なコトを求められなくなるようなものだと透は思っている。

　だから、勢いよく頷うなずいてしまった。

　是非ともやらせて欲しいと。

　そして透は一時間目の歴史の授業を、強しいて言えばるんるんにゃんにゃん気分で受けていたのだが、ふと、自分がスピカ以外のメイドに接したことも、あまつさえ研修場所である『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』に一回しか行ったことが無いことを思い出し、今さらのように慌あわてふためき、狼ろう狽ばいし、

　そして時は今にいたるわけなのだが、




「ご、ご主人様、こちらが、メニューとなっております……ニャ」




　そこで透は、自分に勝るとも劣らぬほど緊張しきった新人メイドのツキノに遭遇したのである。

　自分も緊張して、そして相手も緊張しているのでは、負のスパイラルになるばかり。

　ここは、本来ならば新人メイドよりもずっと余裕があるハズのご主人様が、落ち着いて振る舞わなくてはならないだろう。

　しかも自分はスピカにいいところを見せ、きちんと昨日の『口も聞いてもらえなくなってしまった』という失点をも埋うめ合わせるつもりなのだ。

　が、どうしても目が滑すべってしまって、メニュー表すらきちんと見ることができないこの現状。

「あ、決まったら、呼ぶから……」

　透とおるが咄とつ嗟さに、ずっと隣にたたずむ新人メイドのツキノへと声をかけると、

「すっ、すいませんご主人様っっ」

　黒くろ猫ねこメイドは両手で顔を隠すようにして引っ込んでしまう。

　遠ざけてしまうのはちょっと悪い気もしたが、彼女にじっと見られたままだとどうにも落ち着かないし、今はまず、自分自身の緊張もどうにかしないといけなかった。

「ふぅぅ……」

　透はメニュー表を開いたまま、肩を上下させるように息をつく。

　そして、改めて『＠にゃんとらてぃっぷ』の店内を仰あおぐように見渡し、自分が最初にこのメイドカフェに友達の吹ふき多たくんに連れてきてもらった時も、緊張のあまりハイテンションになっていたことを思い出した。

「……そうだった。あの時の方が今よりずっと緊張してたっけ……」

　なにしろ自分はそこで初めてスピカに出会ったのだ。

『＠にゃんとらてぃっぷ』のプラチナメイドである万能メイドの──なんだか最近、なぜかドジっ娘こ化してる気がしてしまうのだけど……──スピカと、それから自分はなぜか『専属メイド』とご主人様という関係になって、

「って、そうだった！」

　自分は今、そのスピカと協力して新人メイドを教育しようというのである。

　一人で全部背負い込んでも、ツキノがメイドとしてスクスク育つわけもない。

　むしろ息を合わせて新人メイド教育にあたらなくっちゃと、アイコンタクトを取る要領で透がキッチン方面へと首を向ければ、

　案の定、スピカはツキノになにやら簡単にご主人様との会話のアドバイスをしているみたいだった。

　そしてスピカも透の視線に気付いたのだろう。

　一いつ瞬しゆん、二人の目が合い、その瞬しゆん間かんに、スピカは透にしかわからないタイミングとほんの小さな挙動で、ご主人様へ『任せてだにゃんっ』と、合図を送ってきたのだ。

「っ！」

　たったそれだけで、透とおるは新鮮な高原の空気を胸一杯に吸ったみたいに軽かろやかな気持ちに、

「……あ、あれ？」

　なったのは、一いつ瞬しゆん。

　粗あら熱ねつが取れたように肩は軽くなったのだが、大きな緊張が消えたからこそ、胸の中にひっかかるものがあることに透は気付くことができた。

　それは、奇き妙みような緊張だった。

　新人メイドのツキノ。

　彼女は見事な黒髪を、左サイドで音符縛しばりにしている。

　ネコ耳、ネコしっぽ付きのメイド服という、かなり主張の強い外観よりも、むしろその髪型を恥はずかしがるように、控えめに控えめにと身を縮ちぢみ込ませておどおどメイドになってしまっている彼女の上を視線が横切るたびに、自分は実に不思議な緊張を重ねていることに、透は気づき始めた。

　あの新人メイド。

　……誰かに、似てはいないだろうか。

　少しずつ、わだかまりにも似たこの緊張が、形になりつつある。

　それが具体的に輪りん郭かくを結ぼうとすればするほど、透の中である種のバロメータが急上昇し〈ヴィーッ！　ヴィーッ！〉と警告音が鳴り響く気がするのだ。

　そして、

「ご主人様、お決まり……ですかニャ？」

　と、再びツキノがおずおずと透へと歩み寄ったその時、

「まっ」

　まさか、という言葉を、咄とつ嗟さに透は飲んだ。

　どうして、自分はそんなことを思ってしまったのだろう。

　だってそんなわけがあるハズないのだ。

　透は気付いたのだ。

　妹が、

　よりによって、あのいちるがバイトを、ましてやメイドカフェでバイトをしているッ!?

「ど、どうしましたか？　ご主人様？」

　だって、どうしてあのいちるがこうしてメイド服に身を包んで、あまつさえにゃんにゃんメイドになってなくちゃいけないのだ!?

「あ、あの、じゃあ、ダージリンティーの、ケーキセットを……一つ！」

　透はそんな自分自身の妄もう念ねんを必死に拭ぬぐい落とすようにして、そうツキノに注文を告げる。

　確かに、似てはいる。

　だが、似ているだけでは本人と確定したわけではないし、別人と考えた方がよほど辻つじ褄つまが合うではないか。

　そうとも。

　あの恥はずかしがり屋でひっこみ思案な妹が、こんなところにいるわけがない。

　……けれど、あんなに似ている女の子が、本当に──

「ちがうちがうっ！　彼女はいちるとよく似た、まったく別の人だって……!!」

　そんなコトより新人メイドレッスンに集中しなくちゃだめだからっ!!

　透とおるは目の前のコトだけに没頭しようとする。

　すなわち、今このひとときを大事にすることこそ、自分に課せられた『ご主人様』という状況なのだから。

　透は、新人黒くろ猫ねこメイドが紅茶を注いでくれているという現状そのものに、注意を払う。
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　そうだよ、このにゃんにゃんメイドが、あのいちるのわけないじゃないか……!!

　透は、ツキノから注いでもらったダージリンティーのティーカップをそっと持ち上げ、湯気と共に気持ちを落ち着けようと、ずずっと僅わずかな音を立てて口に含み、ゴクリと飲み込む。

　ふっと一息。

　そして、

「……な」

　それを最初、透は理解できなかった。

　長細くて黒く、トカゲのような形をした物体が、

「う？」

　琥こ珀はく色の液体が注がれたティーカップの底に沈んでいるのが、目前に確認されている。

「うおおわあぁあああああッッ!?（がちゃーん！）」

「ど、どうしたんだにゃん！　ご主人様……っ!?」

　ティーカップを戻し、思わずテーブルを膝ひざで〈ドコン！〉と押しのけてしまうように仰のけ反ぞった透とおるへ、すかさずスピカが駆かけ寄った。

「スピカ、こ、これ……っ！」

「ひぃいっ！　な、なんなのにゃんっ!?」

　カップをのぞき込んだ先輩メイドのスピカも、ぞわわと全身を総毛立たせ、

「これ、と、とかげ??　でも、なんで紅茶の中にっ!?!?」

「あ、あの、わたし、ご主人様に、元気になって、もらいたくて……」

　お互いの腕にしがみつき合うように怯おびえるスピカと透へ、そう恥はずかしげに声をかけたのは、

「ツ、ツキノ……ちゃん??」

「ツキノが、こ、これを??」

　そして新人黒くろ猫ねこメイドは、頭の上にハテナマークを大量に浮かべたご主人様へ、

「あ、あの……それは滋じ養よう強きよう壮そうにとってもいい、特製の『イモリの黒焼きティー』で……」

「『イモリの黒焼きティー』ッ!?　……ほ、本当だ……!!　なんだか、すごく、身体からだ中にスタミナが漲みなぎってきたような……っ!?　う、うおおお……っっ！」

「それは本当ですかにゃんご主人様っ！　すごいツキノちゃんっ！　す、すごいけど、メニューにない紅茶を出したらダメだにゃんっ！」

「申し訳ありませんっ！　つ、つい、どうしても……っ！」

　ツキノはぺこぺこぺこぺこと何度もご主人様とスピカに頭を下げる。

　指導をする二人も、ミスをしたワケではなく、実のところご主人様のことを思ってのツキノの行動に強いコトが言いづらい。

　透はそんなやりとりの中、やはり頭の片隅で、とある少女のことをどうしても連想してしまうのだが、「いやきっとたまたま！　たまたまだから……！」と、悪いジンクスを胸の中でねじ伏せるようにして、無理矢理目の前の問題に心を集中させる。

　が、しかし、

　新人メイドのツキノは、まるで透がそうとしか考えられなくなるようなハプニングを引き起こし続けたのだ。

　セットメニューのフルーツタルトケーキは、色とりどりのカットフルーツがぷるんとした透明なゼリーにコーティングされた、見た目にも美お味いしいスイーツである。

　透はそれを、なぜか恐る恐るオレンジやぶどう、キウイフルーツなどを崩しながら食べ進み、

「……？」

　ふと、なんか白くて丸いのがあると思ったのだ。

　ぷるぷる光って二つ並んだそれを、透とおるはフォークの先端でつつき、くるりと返せば、

「のおおおおおおおッッ!?　なに!?　目!?　目玉がッ!?」

「ツキノちゃん、こ、これは……っ??」

「あ、あの、それは、ＤＨＡをたくさん含んだお魚さんの瞳ひとみ入りのフルーツケーキで……」

「ほ、本当だ、なんだか、すごい、頭がさえてきたような……ッ（頭を抱かかえて震える透）」

「ツキノちゃん！　その心は大切だにゃん！　でも、やっぱりメニューにないものを勝手に出したらだめだにゃん！」

　ぺこぺこぺこぺこぺこっ!!

「うわぁあああッ!!」

「こ、今度はどうしたんだにゃんご主人様っ！」

「オ……オムライスに！　オムライスに血文字で『ごしゅじんさまへ（ハートマーク）』ってダイイングメッセージがっ!!　そうか犯人はご主人様だ！　やっぱり今僕、頭が冴さえてるのか……!?」

「まったくもって冴えてないにゃんご主人様！　それは普通にトマトケチャップだにゃん！　ご主人様も落ち着いて……！」

　この『＠にゃんとらてぃっぷ』に漂い始めてしまったおどろおどろしい雰ふん囲い気きを吹き飛ばすにはそうだ！　『にゃんにゃんたいむ』しかありえない！

　そう考えた先輩メイドのスピカはご主人様とツキノを「にゃんにゃん！」＆「にゃんにゃん！」の世界へとスタンドアップ！

　……したのはいいのだが、なぜか

『にゃんにゃんっ！』

「にゃんにゃん！」

　と踊る三人に合わせるように「ぅ、ぅぅっ、ぅぅうう……うっうっうっうっ……」と低い老ろう婆ばの声が、だれもいないキッチンの方から漏もれ聞こえてきて、

「こ、これは、なんなのスピカ!?」

「ち、ちがうにゃん！　『＠にゃんとらてぃっぷ』に〝ばあや〟なんていないのにゃんっ！」

「やっぱり、お二人にもこれが、聞こえていますか……？」

「ツキノ、こ、これは……っ!?」

『にゃんにゃんたいむ』の猫ねこポーズのまま硬こう直ちよくし、震えているご主人様へと、新人メイドは、

「あ……あの、すいません、これ、わたしの携帯のアラームで……遅刻しないようにセットしておいたのが、なぜか今頃……」

「なんでアラームが老婆の泣き声なのッ!?」

　そして大詰め。

　トレーニングも一通りの終盤にさしかかり、パシャリと取られたポラロイドカメラ。

　ツキノとご主人様が並んで写ったそれに、ツキノ自身がオリジナルメッセージをミルキーペンで書き込むレッスンが始まったのだが、

「ご、ごめなんさい、ちょっと、失敗しちゃいました……ニャ」

　さっきまでポラロイドにペンで書き込みをしていたツキノは、顔を赤くしてサッと写真を隠してしまう。

「大丈夫だにゃんツキノちゃん。これはトレーニング。失敗しても怒らないし、それを踏ふまえてきちんとできるようにならないと」

「そうそう、だからちょっと、見せてみて？」

　ご主人様の言葉には、メイドはそれが優しいものなら基本、それに従わなければならない運命さだめ。

「そ、そうですか……？」

　と、ツキノはおずおず写真を二人の前に出すのだが、

「「うッ！」」

　想像以上のものが、そこにあった。

「あ、あの、ミルキーペンのインクが、どばって、出ちゃって……」

　そこには最も早はや、ご主人様もツキノの姿も見えないくらい、赤いミルキーな液体でスキマ無く埋うめられてしまっていて、

「ツ……ツキノちゃん……？　でも、この、め……目玉？　は？」

「あ、そ、それは、お花です」

「じゃあ、こっちのたくさん並んだ口くちは？」

「それも、お花です……」

「でもツキノちゃん、こっちのしゃれこうべは……」

「そ、それも……ご主人様を囲む、お花のつもりで……っ」




　休きゆう憩けいに、なった。




「こんなツキノちゃんを立派なメイドにしてくださいなんだにゃん、ご主人様！」

「な………っ!?」

　そう、これこそがスピカのご主人様への相談だったのだ。

　──確かに、この『＠にゃんとらてぃっぷ』へふんわりとした癒いやしを求めてきたご主人様にとって、ツキノがもたらしてくれるこのサプライズは、ちょっとサプライズすぎるだろう。

　透とおるはスタッフルームの片隅で、うむむと腕を組む。

「ツキノちゃんはご主人様の前で緊張しすぎて、ああいう風に、自分できる精一杯のご奉仕をご主人様にしちゃうんだと思うんだにゃんっ」

　スピカの分析は鋭するどかった。

　透とおるも、ツキノの振る舞いは、そういう理由なんだろうなと納得できた。

　きっと彼女に余裕がないから、気持ちが先走ってしまうのだ。

「でも、精一杯すぎると、やっぱりご主人様はびっくりしちゃうし……」

　スピカにツキノを手放すというつもりは無いらしかった。

　確かに、彼女がきちんと正式なメイドになれば、あのおもてなしの心は最初からご主人様に受け止められるに違いない。

　けれども、それには今ある彼女の欠点を、どうにかしなければならないのだ。

「それで、きっとご主人様だったら、ツキノちゃんの強すぎるご主人様への想いを受け止めて、それからうまくリラックスさせられて、普通のレベルに抑えるコトができるんだにゃんっ」

「なるほど……」

　そういうコトなら、自分は役に立てるかもしれなかった。

　なにしろ、

「ぼくって、本当に誰とも当たり障さわりがないから……きっと、みんなすぐに緊張しなくなるよね……」

「そうなんだにゃんご主人様っ！　ご主人様はとっても優しいから……、って、あ、あれっ？　ご主人様!?　ど、どうして突然そんなに落ち込んでるんだにゃんっ??　落ち込んじゃいやだにゃんっ！　急に繊細になっちゃいやだにゃーんっ！」

　別にそんなコト気にしていなかったつもりだったのだが、なぜだろう、急に哀かなしくなってきた透だった。

　前々から、こんな誰の心にも印象も影響も残さないような自分はどうなのかと思ってはいたのだが……。

「けれども!!」

　ぼくのこのこれが誰かの役に立てるなら……!!

　そう！　『再選択リセレクト』も、もしかしたらッ！

「ぼく、がんばってみるよスピカ！」

「仕組みがわからないけどご主人様が立ち直ったにゃん!!」




　透はそれから、ちょっとだけスピカから時間をもらった。




　カフェの外にある非常階段から街を眺ながめつつ、涼すずしい外の空気を吸い込む。

　ここは、人々の持つ複雑な思いが沈ちん殿でんしてできたようなマニアックなお店がひしめく、『魔ま都と』と呼ばれる駅の南エリアの一角、雑居ビルの四階であった。

「ふぅぅ……」

　気き息そくと胸の内を整え、いざ裏口階段から透とおるがカフェの中に戻ろうとすると、

「あ……」

　裏口の前に、いつのまにか一人のメイドが立っていた。

　新人の黒髪メイド、ツキノである。

「さ、先ほどは、申し訳ございませんでした……」

　彼女は滝のように黒髪を流しながら、深々とうつむいたままだった。

　透はその様子にひどく狼ろう狽ばい、ドキドキして、固く立ち尽つくしてしまう。

　そして、おそらくツキノはその間まを、ご主人様からの無言の叱しつ責せきと受け取ってしまったのだろう。ハッと肩を震わせて、

「ニ、ニャぁ～……」

　と、語尾に『にゃんとらてぃっぷ』のメイドの証あかしたるネコの鳴き声を、恐る恐る小さな声で入れてきた。

　透はもう、その光景が可愛かわいいやらおかしいやらで感情が一周し「くぷう」笑ってしまう。

「ひ、ひどいですぅ……っ」

　その時だった。

　不意の風。それもかなり強めのビル風が下方より吹き抜けた。

「きゃっ！」

　ふわふわのメイドスカートを咄とつ嗟さに押さえたツキノの黒髪が風になぶられ〈ぴんっ！〉と音符縛しばりにしていた髪留めが飛んだ。

「大丈夫だった？　ツキノ」

「は、はい……」

　赤くなってうつむく新人メイドを前に、透は覚悟を決める。

　もう、諦あきらめよう。

　認めよう。

　そして、受け入れよう。

「……な、なんですかご主人様」

　急に黙だまり込んでしまった透に、おずおずとツキノが尋たずねた。

「ねえツキノ。きちんと、ぼくを見てもらっていい？」

「は、はい……」

　けれど彼女は、なかなか首を上にあげるコトができず、

「顔を、ちゃんと上げて」

「こ、こうですか？」

　ようやく、目の前のご主人様を見上げれば、

「やっぱり、そうじゃないかとは、思っていたんだけど」

「ご、ご主人様……？」

　ツキノは、その眠たげな瞳ひとみを大きく見開いている。

「あ……あの、ご主人様は、なぜか、わたしの、おにいちゃんに、すごくそっくりなんですが……」

「いやいやいやっ！　そっくりじゃなくて、ぼくはおにいちゃんだからっ！　いちる！」

　瞬しゆん間かん、

　色々なことをようやく理解し、胸に染みこませた彼女の驚きの声は、

「　　　　　　　　　　　　　　　」

　濃くて重くて曲がりくねった願いの渦うず巻まく『魔ま都と』へと、反響して木こ魂だました。
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　いちるの混乱は、

「んぅぅぅう……っ」

　自宅に辿たどり着き、思い切ってシャワーを浴びている今も、収まってはいなかった。

「ええと、ええと……ぉ」

　むしろ彼女は、まだ自分に起こったあの出来事が、現実だったのかどうかも信じ切れていないのだ。

　いつもならちょっとしたコンプレックスまで感じている自分の少々ふくよかな──確かにあの鈴すず木き未み翠すいに比べると、その差はずいぶん歴然としている──胸にあたる水流にすら、意識はまったく向いていない。

　もしかしたら、全ては自分の想い描えがいてしまったひどい未来のシナリオで、実際はまだ『＠にゃんとらてぃっぷ』のメイド募集にすら応募していないのでは……

「って、そんなわけ……」

　自分が現実逃避を繰り返しているコトを、肌を弾はじくシャワーの水流と湯気に包まれながら実感するいちるは、かえって現在の状況をリアルに体感してしまう。

「んぅぅ……！」

　やっぱり逃れられないのだ。

　浮ふ原わらいちるは、メイドバイトを兄に見つかってしまったのだと、あらゆる状況が示している。

　濡ぬれた黒髪の重さが、今さらのようにカラダに纏まとわり付く。

『＠にゃんとらてぃっぷ』からは兄の浮原透とおると二人でここまで帰ってきたのだし、兄は今も妹である自分の部屋で、待っていてくれている。

　どうしようもなく胸がうずいていた。

　これから兄ときちんと向き合い、伝えることができるのだろうか。

　自分でも説明のつかなかったこの気持ちを。

「でも、」

　あの場所──世界の端っこのような『魔ま都と』の一角──で、おにいちゃんを目の前にしたときに、はっきり感じたのだ。

　今なら言葉になるかもしれないと。

　いちるも知りたかったのだ。

　あんなにも引っ込み思案だった自分が、どうしてここまでやれたのかを。

　シャワーの栓せんを閉め、いちるはバスタオルを身体からだに当てる。

　水気を全て拭ふき取った後、彼女は再び、『＠にゃんとらてぃっぷ』の制服に身を包む。

　そう、

　自分は変わらなくてはならないのだ。

　絶対に、兄に言えるはず。
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「んぅぅぅう……。や、やっぱり、本当に……バイトを始めようとした理由を、……言わなくちゃ、だめですかぁ……？」

　まさか「一度、シャワーを、浴びてきます……！」と部屋を出ていったいちるが、再びあのネコ耳猫ねこしっぽのメイド服を着て戻ってくるとは、さすがに透とおるも予想していなかった。

　なので、

「い、いや、言いたくないなら、言わなくてもいいんだけど……」

　その、なんともちぐはぐな彼女の勢いに『兄として事情を聞かなくては！』と意気込んでいた透もつられるように及び腰になってしまう。

　メイド服はきちんと着こなしていても、いちるはカフェの時のように、髪の毛をサイドポニーにしておらず、分けた前髪のスキマから瞳ひとみをのぞかせているだけだった。

　髪型だけいつも通りの妹スタイルのまま、メイド少女になって自室のベッドに座っているのだ。

「でもさ、いちる」

　透はそこで踏ふみとどまり、そっと時間を前に進める。

「いちるは一応、両親にはバイト先は普通のカフェだって、言ってあるんだよね。だから、もう少しいちるが詳くわしく教えてくれたら、ぼくもそれに協力できると思うんだ」

「お、おにいちゃんが、協力……ですか？」

　兄の顔を見上げたいちるの顔は、内側から灯ともっているみたいに染まっていた。たとえ長い前髪に大部分が隠されてしまっていても、兄には一目瞭りよう然ぜんである。

「うん。だってぼくは、いちるにバイト、続けて欲しいし……」

　本心であった。

　あのいちるが、自分で外に出たいと言い出すなんて！　と兄である透とおるはある種の感慨の中にすらあったのだ。

　そして妹の反応は、それこそフィルムのコマが飛んだように早かった。

「い、言います。がんばって、説明しますから、き、聞いて、ください……っ」

　いつの間にかぬいぐるみのパンダを膝ひざに乗せてもじもじしていたいちるの声が、か細く震えてこぼれ落ちた。

　──妹であるいちるの部屋は、兄である透の部屋よりずっと統一感のある部屋だった。

　彼女の部屋で目を引くのは、なんといっても、そのぬいぐるみの種類と数である。

　本棚やチェストの上に飾られた動物のぬいぐるみ達が、今も透といちるを見つめている。

　妹の部屋にきちんとお邪じや魔まするなんてどれくらいぶりだろうか。

　前に見た時よりも、部屋にはさらにぬいぐるみが増えている気がしていた。見ればベッドサイドには、透が彼女に誕生日や高校の入学祝いに贈ったぬいぐるみも飾ってある。

　いちるはまだ、胸の中で言葉をまとめているようだった。

　透は焦あせらない。簡単に言えるようなことだったら、きっと最初から周囲に相談していたハズなのだ。

　兄は思い返す。『＠にゃんとらてぃっぷ』から、二人で一いつ緒しよの帰り道。

　急に具合が悪くなってしまったとスピカ先輩に告げ……現に、ツキノの顔色は蒼そう白はくだった……彼女は兄の透と共に帰宅していた。

　そこで全部説明したいと、いちるは兄に言ったのだ。

　帰宅途中の二人には会話はなかった。

　ただ目に見えるような緊張の糸が今も兄妹を繫つないでいる。

　透はその細いラインを確かに感じながら、しかし自分は妹であるいちるのコトを全く知らなかったのだという事実に、なんとも不ふ甲が斐いない思いを嚙かみ締めていた。

「わたしが、なんでメイドになりたいか、って、いうと……」

　透は、彼女の恥はずかしげな、けれどやっと決心したのだという想いを込めている瞳ひとみへ丁寧に相づちを打った。

　そして、彼女を急せかすことの無いように、透はすすめられた机の椅い子すに深く腰掛け直す。

「だって、おにいちゃんが……」

「んっ？　ぼ、ぼくが……？」

　そして落ち着けたばかりの尻しりが、自分の意志に反して浮き上がる。

「え……というコトは、ぼくが、なにかメイドを、メイドのコトを、いちるに……ッッ」

　まさか妹の部屋に聞こえる程の寝言で「やっぱりメイドさんは最高だぜッ！」とでも叫さけんでしまったのだろうか。かくして妹のいちるは『メイド』に、そして『メイドカフェ』に興味を持ってしまいある日、『＠にゃんとらてぃっぷ』の門を叩たたいたとでも──

「ち、ちがいますっ！　そうじゃ、なくて……」

　一度溶とけ出した気持ちが、どんどん流れ出していくようにいちるは紡つむいだ。

「だっておにいちゃん、最近すごく、なんていうか、……前より、もっと、かっこよ──」

「かっこ……よ？」

「か、かっ……！（かつこわたしの気のせいかもしれないけど）かつことじおにいちゃん、なぜか最近、前と変わって、違って、きてて……っ！」

「そ、そうなの……？」

　なにか無理矢理な感じがすごくしたのだが、透とおるは一応納得する。

　一方、いちるはまだなにかのダメージが残っているのか、しどろもどろで前髪の奥にかくれつつ、両手でぶんぶんと宙に漂うなにかをもみくちゃにしながら、こくこくと頷うなずいて、

「そ、そうなんですっ！　ちょっと前から、おにいちゃんは、急に……男の子っぽく、なったと、いうか」

「男っぽく……？」

「んぅぅ、この間も、家が停電しちゃった時には、一番にわたしの部屋に来てくれたし、電気が点つくまで、ずっと一いつ緒しよにいてくれたし……」

　言われてみたら、確かにそういうコトがあった気もする。

　けれど、それは兄として当たり前のコトで──

「おにいちゃんとはいつも一緒で、側そばで見てるから、わかるんです……。おにいちゃんが、前と変わってきてるのは……」

　いちるはさらにパンダの陰に隠れるようにもじもじしながらそう告げ、

「だから、その……」

　──部屋に降りた沈ちん黙もくは僅わずか。

　妹は微かすかに震えながら、けれどしっかりと両手に固いなにかを摑つかむように、

「わ、わたしも、変わらなきゃって、」

　兄を見上げた。

「そう……。そういうことなんだと、思うんです」

　いちるは瞳ひとみを閉じ、その代わりに胸の中のなにかを開くようにして、

「そうじゃないと、いつまでもおにいちゃんと、いっしょに、いられないと、思って……」

　右眉まゆの上方で分けられた前髪から覗のぞく、いちるの儚はかなく眠たげな瞳ひとみ。

　大きく潤うるんだそれには、透とおるだけが映うつっていた。

「だからわたしは……」

　彼女の膝ひざにあったパンダが悲鳴を上げたように歪ゆがんだ。いちるは、ぎゅうっと胸のぬいぐるみを抱きしめて、

「メイドさんになろうと、思ったんです」




　　◇




「メイドさんて、すごいと思うんです」

　想いを堪こらえ切れずというふうに彼女は続けた。

「……わたし、クラスのみんなに、委員長に選んでもらえた時に、これはチャンスなんじゃないかと思って……。今まで、あんまりクラスのみんなとお喋しやべりしたこともなかったけど、これからはそれじゃだめで、もっともっと、なんというか、社交的に……。み、みんなと、いっぱい、……お喋りできるような、女の子に、ならなきゃって」

　いちるは、今自分の身を包んでいる『＠にゃんとらてぃっぷ』のメイド服を、大切に触れ撫なでて、それから自分の両腕を抱くように力を入れて、視線を兄の足下に向ける。

「メイドさんは、ご主人様と、たくさんのことを、おしゃべりするし……」

　それから少しずつ顔を上げてゆく。目線はやがて、透の胸の辺りで止まり、

「……人のために、いろいろなことが、できると思うんです……」

　いちるの言うことはわかった。

　なるほどと納得できてしまっていたし、メイドに対しての彼女の見解を理解できる自分でよかったと、実は安堵あんどの溜ため息いきさえついていた。

　もしも『スピカ』と『委員長』に出会っておらず、メイドのコトを知らなかったら、こうも妹の話を今みたいに真ま面じ目めに聞けてはいなかっただろう。

「そうすれば、今はだめかも知れないけど、きっと、ずっと一いつ緒しよに、……おにいちゃんがどこに行っちゃっても、わたしも、そこについていけるから……」

　いちるは、ぎゅううっと再びパンダを抱きしめ、小さな声でそう言った。

「だから、きっと、メイドさんみたいになれたらって。それで……」

　いちるはもぞもぞとお尻しりをベッドに馴な染じませるように身じろぎし、左眉の少し上で自然に分けられた長い前髪の隙すき間まから、黒目がちな瞳で兄の表情を確かめながら、

「……初めて『＠にゃんとらてぃっぷ』に行った時に、お話しを聞いてくれたのがスピカ先輩だったんです」

　透とおるは頷うなずく。そしていちるはその時のコトを思い出したのだろう。

　柔らかい笑えみを浮かべて、

「それから、先輩とは色々なお話しをして、その働きぶりも見せてもらって……、それで、思ったんです」

　こくりと小さく頷うなずいて、彼女はどうやら、辿たどり着く。

「スピカ先輩みたいな、立派なメイドさんになれたら、きっと……」

　そしてそこに、今口にした先輩メイドへの憧どう憬けいを遠く映うつすようにしながら、

「でも、立派なメイドさんになるまで、恥はずかしいから誰にも秘密に、おにいちゃんには、絶対に秘密にしておきたかったのに……」

「ご、ごめん、いちる……」

　ここで謝るのはお門かど違いだと透もわかっていたが、つい咄とつ嗟さに言葉になって出てしまったのだ。

　けれど、透の懸け念ねんとはうらはらに、二人の空気はそれで少し変化する。

　黒髪の新人メイドの緊張の一部が、ふっと軽いものに移り、

「んぅぅぅ……責任、とってください、おにいちゃん」

　まだそこには恥ずかしさが残っていたが、いちるはそっとうかがうように、透を見上げている。

「え……？」

「こうなったら、おにいちゃんがきちんとご主人様になって、わたしを立派なメイドに、躾しつけてください」

「ぼ、ぼくがっ!?」

「んぅぅう……、だめですか？」

　ツキノはパンダの耳をぎゅうっとつまみ、おまけに自分の黒くろ猫ねこ耳もぴくぴくさせるように兄を見つめ、

「わたしがきちんとメイドカフェで働けるようになるまでで、いいんです」

　先回りして言い訳を付け加えるように、囁ささやく。

「うん……それくらいなら、協力できると思うけど」

　透はほっとする。練習相手というか、トレーニングに付き合うくらいなら、自分も妹に協力できるだろう。

　けれど、その安堵あんどは、

「ありがとうございます、おにいちゃんご主人様」

　メイドらしくご挨あい拶さつをしたツキノの一言で、凝固する。

「お、おにいちゃんご主人、様……っ!?」

「んぅぅ、そう呼んじゃ、だめですか？」

「い、いや……あの、え、あ……」

　妹メイドがこちらにあてた呼び名に、透とおるは動どう揺ようしてしまっていた。

　彼はそれを悟さとられないように、

「と、とりあえず、いちるは──」

「んぅぅー、メイドのときは、ツキノって、呼んでください……ニャ」

　ご、ごめんと透は言葉を詰まらせ、深呼吸をするように息をつく。

　そして尋たずねる。

「ツキノはいつ『＠にゃんとらてぃっぷ』の研修期間が終わるの？」

「カフェのホールに立てるようになるのは一週間後なんです。けれど、見習いが明けるのは、たぶんひと月後くらいになりそうで……」

　と言うことは、彼女の申し出を受けるなら今から一ヶ月の間、ツキノとメイドのトレーニングをすることになる。

　透がなるほどなるほどと、胸の中で頷うなずいていると、

「んうぅう……あの、おにいちゃん、聞いていいですか？」

　ふと、妹が声を発した。

「おにいちゃんは、なんで、あそこに……『＠にゃんとらてぃっぷ』に、いたんですか？」

「（はぁぁあああッ！）」

　不意打ちだった。

　透は目を見開いて全身の毛を逆立てた。

　スピカに頼まれた自分が、あの場にいるのは至極当然のことだった。

　なので今までごく自然に振る舞ってしまっていたが、よくよく考えてみれば、自分があそこにいたというコトの方が、誰かに説明するのは難しい気がするのだ。

「……いちる、落ち着いて聞いて欲しい」

　けれどここまで来て、言わないなんて無理だった。

「な、なんですか……？」

　透は、あの時教室で、クラスメイトの前で白状した時よりも緊張した声こわ音ねで、いちるに打ち明けた。

「おにいちゃんは、実はご主人様なんだ」

「……し、知ってます」

「だよねッ!?」

　だがそういうことでは無いのだ。

　透は、きちんと説明する。

「おにいちゃんには、実は、『専属』のメイドさんが、いるんだ……」

「……それって、もしかして……」

　いちるの中へ瞬しゆん間かん的に生まれた驚きは、けれど、すぐに出口を見つけ出したのだろう。

　奇き妙みような納得と驚きの表情に包まれた──大半は前髪の中に隠れてしまっているが──彼女へ、透とおるは頷うなずく。

「うん、スピカなんだけど……」

「い、今のは、今までのコトは忘れてください、おにいちゃん……っ!!」

　妹の反応は、もしかしたらこれが今日最大だったかもしれない。

　腰を浮かし、パンダの首を締め上げるようにして兄へと訴えた。

「いちる？　それは、どういう──」

　けれど新人メイドのツキノは

「……お、おにいちゃんが、スピカ先輩のご主人様……!?」

　と心ここにあらずといった感じで動どう揺ようし、そして、

「ど、どうしよう……。それなのにわたしは、おにいちゃんの『専属メイド』に、なりたいだなんて……！」

「えっ!?　ちょ……ッ!?」

　透は突とつ如じよ、背後から誰かに両肩をターンと叩たたかれたように顔を上げた。

「ツキノが、ぼくの『専属メイド』に!?　え、あ、あれっ……??」

　そして、自分がどうやらなにか大きな思い違いをしていたらしいコトに気が付く。

「ツキノは、『専属メイド』って、言ったの……？　さっきのって、そういう意味だったの!?」

「んぅぅ、そうですけど……」

　ぷるぷると新人黒髪黒くろ猫ねこメイドは首を振り、

「で、でもっ」

　パンダのぬいぐるみに隠れるようにして続けた。

「先輩としてあの人をとても尊敬しているんです。スピカ先輩みたいに、わたしもなりたいなって……」

「スピカ、みたいに……？」

「スピカ先輩が、わたしの、目標なんです……」

　ツキノの中で、どうやらスピカは特別な位置を占しめているらしい。

「それなのにわたし、先輩のご主人さまであるおにいちゃんに向かって、よりにもよって『専属メイド』になりたいだなんて……」

「け、けど、いちる？　ぼく、いちるのトレーニングには、付き合うよ？」

　咄とつ嗟さに透は言っていた。

　いちるは自分を今まさに変えようとしているのだ。

　兄である自分になにが出来るかはわからない。でも、手を貸さないのは有り得ない。

「ほ……本当ですか？」

　透とおるは頷うなずく。そしていちるに尋たずねた。

「でも、なんでぼくの『専属』メイドになりたいって、思ったの？」

「自分がおにいちゃんだけのメイドだって思えれば、緊張しないで、すむかもしれないと、思って……」

　やや間まを開けてから、いちるは答えた。

「聞いてください、おにいちゃん……」

　そして、もう一度だけ胸の中身を確かめる少女のように、透へ向かって顔を上げた。

「そういうのがだめなのはわかってます。……でも、だったら、おにいちゃんと私の、二人っきりの時だけ、……自分が、おにいちゃんご主人様の『専属メイド』なんだって、思っていいですか……？」

　咄とつ嗟さに透は返事をできない。

　そして妹は、透の先回りをするように、

「お、思うだけです！　本当の『専属メイド』はスピカ先輩だけです。……わたしが、かってに、そう思ってるだけです。だから……」




　　◇




「んぅぅぅうううう……っ！」

　兄が部屋から出ていった後、いちるはメイド服のままベッドの上でぬいぐるみに顔を埋うずめてのたうった。

　なんてことを、言ってしまったのだろう自分は。

　おにいちゃんに、自分の専属メイドになってくださいだなんて……！

　しかも、

「おにいちゃんの、ばか……ぁっ！」

　どうしてあの人は、それを認めてしまうのだろうか。

「だって、おにいちゃんの専属メイドは、スピカ先輩なのにっ！」

　断られると思っていた。そんなのだめだよって、おにいちゃんなら言うと思った。

　なのに、なのに……っ!!

　いちるは胸が苦しくなって、ベッドの上ではぁはぁと息をついて、ぬいぐるみを抱いたまま仰あお向むけになった。




　──途中までは、自分でも思ってみないほど、きちんと兄に伝えられたと思う。




　いつか自分はおにいちゃんに置き去りにされてしまう。

　それがいちるの、もっとも恐れるコトだった。

　そうなのだ。

　兄は変わりつつある。

　だから自分も、今のままではいられない。

　兄に自分の想いを伝えられたことで、彼女の中でハッキリしたことがあった。

　自分の中にあった緊張は、兄にメイドになる理由を告げられるかだけではなかった。

　──いちるの中で強く思い返されている記憶。

　それは、『＠にゃんとらてぃっぷ』内での、兄とスピカ先輩のなにげないやりとりであった。

　その時はまだ、そのご主人様が兄だったなんて想像もしてはいなかったのだが、なんでそんなコトを印象深く覚えていたかと言えば理由は単純で、いちるには二人がとても仲良しで、すごく特別に見えていたからだった。

　初めてのご主人様に──それこそ、その正体がおにいちゃんだなんて気付かないくらい緊張しっぱなしだった自分が、その雰ふん囲い気きだけはこんなにも強く覚えているのだから、そうとう自分は、

「スピカ先輩が、うらやましかったんだ……」

　あの二人は、お互いがお互いを、とても大切に思っているのがわかった。

　伝わってきていたのだ。

　いちるはこれからお相手するご主人様が、みんなああいうご主人様だったらなとさえ、思った。

　そしてそれが、自分が大好きなおにいちゃんだった。

　ああいうふうにされるのは──おにいちゃんがしてくれるのは──ずっと、ずっと自分だけかと、思っていたのに……。

　だから、独ひとり占じめしたくなったのだと、彼女の中で誰かが囁ささやいた。

　その瞬しゆん間かん、

「んぅぅぅううう～っ！」

　いちるは再び、ぬいぐるみに顔を押しつけるようにして身もだえ。

「わ、わたしは、これから、どうしたら……っ」

　自分がこれから、なにをしでかしてしまうのか。

　いちる本人にさえ、それは予想がつかなかった。







[image: 誰もが恐れるあの委員長が、ぼくの専属メイドになるようです。２]










　　◇




「うぅぅゥん、透とおるくん……？」

　翌日、三時間目の休み時間であった。

「聞いているかい透くん」

「ふぇあ……？」

「いつにも増して、重傷だねぇ、これは……」

　さらさらの前髪を持つ級友、吹ふき田たくんはやれやれと髪を搔かき上げる。

　浮ふ原わら透という生徒が、

　教室ではいつもみんなからワンテンポずれた軽い夢想ドリーミング状態にあるにも関かかわらず、なぜかいつもハズレを引かない──どころか、クリームパンで言えば、いちばんずっしりとクリームの入った部分が回ってきてしまう系の天然モノだと認知されて、ずいぶん久しい。

　──そう、なんのことはない。

　浮原家の人々は程度の差こそあれ、一般的に見たら誰もがユルフワ気質の持ち主なのだが、それはさておき、

　吹田くんや、彼を取り囲むようにして会話を続けていた級友達は、浮原透の『心ここにあらず』な様子を、いつものようにやれやれと眺ながめている。

　けれど、仮にもしも、そんな吹田くんやヨースケン、そしてなぜか彼らの会話に混ざり込んでいる女子の吉よし垣がきさんが、現在の透と同じ立場に立たされたとしたら、きっと同じようにぼけらーっとしてしまうのではないだろうか。

　妹が、なんか自分の『専属メイド』になったみたい。

　さらに言えば、透にはそんなドッキリ大作戦めいた状況になってしまう前に、本当は先に解決しなくてはならなかった気掛かりがあったのである。

　スピカと委員長は、しばらく前からなにかしらのストレスを抱かかえてしまっているのだ。

　ご主人様である透には、その中身はわからずとも、ただそこにあるのだというコトが手に取るようにわかっていた。

　でなければ、ただでさえ高性能な彼女に搭載されたエンジンの唸うなり具合は、説明がつかない。

　あの少女は悩みや課題などを目の前にし、自分に負荷がかかればかかるほど、アクセルを踏ふみ込んでくる。

　以前にも彼女スピカは、こちらが「聞きたくないよー！」と抵抗したって、無理矢理にでも、そのストレス解消に透を付き合わせていたのである。

　それが最近、あたかも自分で臨界点を試しているかのようなにゃんにゃんっぷり。

　透はその理由が知りたかったし、なにより彼女のストレスを一いつ緒しよになって解消したいのだ。

　だってそれが、自分の存在意義でもあったりするのに……

「やっぱり、『再選択リセレクト』が、近い、とか……」

「ん？　透とおるセンセ、なにか言った？」

「はっ？　いや、なにも言ってないよヨースケンっ！」

　さすがの透のゆるゆる脳も、クラスの委員長と妹、それにメイドさん二人の事情に巻き込まれては、少々オーバーフロー気味だったのだが、

「え、ええっと、それより、なんだっけ……？」

　コトがコトだけに、おいそれと友人に相談するわけにもいかない。

　なので彼は一生懸けん命めいに、遅ればせながら（とさえ実は思っていないのだけど）自分は目の前のクラスメイト達とのお喋しやべりに夢中なのだというポーズをアピールしようとするのだが、

「うぅ～ん、僕達はさっきから《セミダブル》の正体が誰かっていう話をしていたんだけどねぇ」

《セミダブル》とは、

　以前深夜にやっていたアニメ『セミマン～余命一週間のヒーロー』という番組の第二期──正確には『セミマン～余命一週間のヒーロー《セミダブル》』に出てくる新キャラのことである。第一期が終わり、間を置かず始まったのが昨日の夜で、前作の出来映ばえと前評判通りの面白さに、さっそくクラスで話題になっているのだ。

「そ、それなら、ぼくは絶対に新しく転校してきた秋あき口ぐちっていう男子が怪しいと思うな！　《セミダブル》の敵か味方かわからないミステリアスなところなんて、それっぽいし」

「うゥ～ん！　だとしたら僕は断然、あの転校生の秋あき本もとってヤツが《セミダブル》だと予想するねぇ（前髪をひるがえしながら吹ふき田たくん）」

「甘いわね二人とも。《セミダブル》はあれだけやられていたのに一度もミンミン鳴かなかったのよ？　ってことは《セミダブル》はメスで、その正体は転校生の秋あき乃のって女の子に決まってるじゃない（隣の机に浅く腰掛けてる吉よし垣がきさん）」

「なあ、さっきから聞いてるとその学校、なんかやたらと転校生が多くね？　しかも名前が『秋なんとか』ばっかりでスゴイかぶってね？」

「ねえ、ヨースケンは誰だと思う？　《セミダブル》の正体」

　なにやらうろたえているヤン・ヨースケンこと矢や沢ざわ要よう介すけくんに透が尋たずねてみると、

「お、おう！　実際そこなんだよ透センセ！　俺さ、実はきちんと一期を観てねぇから、お前にＤＶＤを借りようと思ってて──」

「あら、残念ねヨースケンくん」

　最後まで言わせず彼の前でニヤニヤしてみせるのは、ブラウスを腕まくりしたままなクラスメイト女子、吉垣さんである。

「セミマン一期のＤＶＤボックスは、私が先に透くんから借りる約束してるの。全巻二回ずつ観る予定だから、あなたの所にいくのはいつになることやら……」

「ま、待てよ吉よし垣がきサンッ！　後に並んで待ってるヤツの気持ちを考えよう!?　……い、いや、透とおる！　この際お前はまず、俺にこそＤＶＤボックスを貸すべきだ！　なぜなら俺はお前に『等価交換』を持ちかける用意があるッ!!」

　言うなり、二年Ｅ組のエロ熱式自家発電プラントことヤン・ヨースケン（クリーン電力）は、自分の口で『ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ』と擬音を発しつつ芸術的に無理なポージングのまま胸元から一枚のケースを取り出した。

「うぅゥウうんんッ!?　そ、それはぁぁああッ!?」

　いち早くそのパッケージに反応したのは吹ふき田たくん。

「そのブルーレイはまだまだ人気沸ふつ騰とう中ちゆう!!　セミマン第二期にもゲスト声優として参加を果たした人気声優グラドル、雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』じゃないかぁあッ！」

「『さらにたわわに！　さらに過激に！　ほとばしり夢葉ボディで、あなたもトロ☆トロ！　ブルーレイなら、見えちゃいますぅぅぅううッ!!!!』」

　ヤン・ヨースケンはブルーレイのパッケージに書いてあったキャッチフレーズをためらいなく読み上げた。

「い、いったいなにがほとばしって見えちゃうのっ!?」

　透は、すでに表紙できゅっと腕を組んでその胸を強調する、雁瀬☆中トロ☆夢葉ちゃんの決めポーズである☆中トロッ！☆ポーズに目が釘くぎ付づけであり、

「見せて見せて！　私にも見せてぇぇっ！」

「え!?　ちょっと、吉垣さんは興味もったらだめだよ!?」

「さあさ透？　俺に先に『セミマン』のＤＶＤボックスを貸してくれれば、もれなくこの！　雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』があなたの元に……ッ！」

「ほほう、ならば私にももう少し詳くわしく内容を説明してくれないか？」

「いいぜもちろんだぜ委員長ッ！　俺のお薦すすめは開始六分から始まる夢葉ちゃんの『一人バナナ食い競争』のシーンだね断然ッ!!　こう、天井からぶら下がってるバナナを、水着姿の夢葉ちゃんがぴょんぴょんジャンプしながら食べようとするんだけど、スタッフが意地悪してそのバナナを上下左右に揺ゆらすから、夢葉ちゃんの二つのプリン体も上下左右にって委員長ォォォぉぉおおおおおオオおぉんんッ!!」

　二年Ｅ組の委員長・鈴すず木き未み翠すいは、まるで最初からそこにいたかのように透の机の前、ヨースケンの隣に立っていた。

『固く縛しばった三つ編みに半月メガネ』という、まるで古代遺跡のように一分の隙すきもない身だしなみと、立ち入り禁止のブリザード地帯の如ごとき鋭するどい視線を持つ彼女が、

「そう興奮せずに、そのディスクをよく見せて欲しい」

　手を向けた瞬しゆん間かん、ヨースケンは四方八方から氷柱つららにザクザクと全身を突き刺されたように真っ白く凍り付き動かなくなった。

　それを、どういうわけだか彼女はイエスのサインと見なしたのだろう。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいは微動だにせず眼球まで凍結させたヨースケンから雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』を「ありがとう」と受け取ると、

「そして透とおるくん、キミはこの『バナナ食い競争』が見所だというディスクを、ヨースケンくんから借りようとしている。それで、間違い、ないな……？」

「ちょッ！　い、委員長ッ!?」

　彼女こそ『鋼鉄の委員長』あるいは『めちゃカタ委員長』と人々が古くから呼びならわし、またの名を『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』。

　彼女の背後では今や〈ぱきぱき〉と大気中の水蒸気が針のように凍いてつき、〈ひゅおおお……〉と氷ひよう煙えんとなって透を取り巻きつつあるのだ。

　彼女の前では教師であろうが生徒であろうが犯した罪の前に等しく、その極寒の制裁に打ち据すえられるが運命さだめ。

　それを知り抜いているクラスメイト達は、今や男子も女子もブリザードシェルターに籠こもるかのように自分の席につき、教室の気配をすり鉢ばち状にするかのごとく一致団結、委員長から発せられる波動を浮ふ原わら透に集中させていた。

「（ひ、ひどいよみんなぁぁああッ!!）」

　浮原透はツツゥと胸の中に涙を流してしまうが、よそ見をしている場合ではなかった。

「……キミも年ごろの男子だ……。このようなものを見るなとは、言わない。規制をしたあげく、鬱うつ屈くつした精神が別の捌はけ口を求めてしまったりしても問題だ……。人は様々な業ごうを背負っているのも確かだからな」

　委員長が一歩、透へと寄った瞬しゆん間かん、教室の温度がヒュゥオオウと一気に氷点下に下がったように緊張し、クラスメイト達のお弁当がカチコチになる。

「（ひ、ひぃッ!?）」

　そればかりではない。

　透は、その委員長の涙も凍てつくような声の中に、今までに聞いた事も無いような怒気を感じ取っていたのだ。

「（か、勘弁してよ、委員長……っ！）」

　透はあの事件──委員長が『にゃんにゃんメイド』として、クラスのみんなと一いつ緒しよに、一日教室メイドとして過ごした、あの一件──が起こってから、クラスはもっと打ち解け、委員長とはもっともっと楽しい学校生活が送れるものとばかり思っていた。

　しかし、現実はそう甘いものではなかったようなのだ。

　透の予想はどうやら妙みような方向にハズレてしまっているらしい。

　確かに委員長とクラスメイトの間に漂う雰ふん囲い気きは、前よりだいぶ軽いものになっている。

　本　当　で　す。

　たまに、誰かがこのように問題を起こしてしまったりすると、委員長はマイナス四十℃の空間を発生させてしまいはするが、先ほど、なにげにヨースケンの隣となりにたたずんでいたように、ある程度は、以前よりも委員長はクラスに馴な染じんでいる。

　問題は、委員長がなぜか透にだけ、さらに厳しい『委員長チェック』をしてくるようになってしまっているコトだ。

　だって委員長は、調子に乗ったヨースケンがこれよりもっと過激なオモチャを持ち込んだ時でさえ、今より怖くはなかったというのに。

「なんで、ぼくばっかり……！」

　つまりはエンジン、フル回転。

　透とおるはそんな現状にも涙目になってしまう。

　なにしろ透と委員長の繰くり広げる光景のおかげで、今やクラスのみんなは、あのメイドカフェと化した教室と、それを取り仕切った『メイド委員長』のコトを、自分だけがみた白はく昼ちゆう夢むかなにかのように思っているフシがあるのだ。

『こんな記憶を持っている僕が、私が、おかしいのではないか』

　透ですら、こうして問い詰められている時など、委員長とスピカは本当の本当は別人なんじゃないかと、今でもふと思ってしまうコトすらあるのである。

　すなわち、このような氷点下行動が委員長の言う教室でのたゆまぬ『努力』なわけなのだが──

「ち、ちがうんだよ委員長！　それは、『セミマン』が、……セ、セミマン……が！　た、助けてセミマン！」

　透は事情を説明しようとするうちに委員長のあまりにも鋭するどい眼がん力りきに恐れをなし、とうとうセミマンに助けを求めてしまう。すると、鈴すず木き未み翠すいは呆あきれたように

「ふふん？　百歩譲ゆずって、これが『セミマン』のＤＶＤだったとしよう。セミマンの主人公藤ふじ沢さわ夏なつ生おは確かに逃れられぬ運命に立ち向かう立派な男子だった。その文学性と倫理観には大いに見習うべきところがある。できればこのクラスのみんなで見たっていいくらいだ。しかし、」

　かざしたままの雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃん主演の『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』を横目で見やり、

「これは、いくらなんでもな……」

「う、うぐっ！」

「改めて確認しなくてはならないのが残念だが、ここは学校なんだよ、透くん。まったくこんなもの、私には理解しかねる。……透くん、こっちを、向くんだ」

「は、はいっ！」

　そう言われ、透は咄とつ嗟さに顔を上げた。

　けれど、当の委員長が斜め下に視線を落としてこちらを見ていない。

「……っ??」

　透とおるがそれを不審に思ったのも束つかの間ま、彼女は手にしていた雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』を透に突きつけ、

「……や、やはり、キミも……」

　続く、氷河が崩壊するような委員長の声に、透は永眠すら覚悟した。

「キミも……、このように女性的な特徴が著いちじるしく発育したタイプの女性に、その、男性的な興味を加速させざるを得ない……。そういう、ことなのか……？　少年！」

「な、なにを言ってるの委員長ッ!?」

　透の心も悲鳴を上げる。

　近頃なぜか彼女の前で失敗続きのような気がしている自分である。

　どうにか挽ばん回かいしなくちゃいけないというのに、こんなことばかりしてしまっていては……！

　その一念で彼は咄とつ嗟さに、答えていた。

「た、確かにこの雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんと比べたら、委員長はちょっとスレンダーかもしれないよ!?　けど、別に強しいて中トロ的なタイプが好きなワケじゃなくて、僕は委員長みたいにバランスの取れてる方が──」

　最後まで言えなかった。

「キ……キミは、そういうっ!!」

　一いつ瞬しゆんでメガネの内側が曇くもってしまうほど顔を真っ赤に火ほ照てらせた委員長は、思わず〈しゅぱぁあああッ！〉と透を手刀で肩から腰までを袈け裟さ斬ぎりにした。

「へ……ッ!?」

　のだが、抜く手も見せないブルーレイディスクでの居合い斬りだったので、クラスメイト達にはそれが、突とつ如じよ不ふ埒らちなセリフを吐はき始めた透が委員長の怒気を受け、声もなく失神したようにしか見えなかった。

　そして、

「このディスクは私が預かっておく。ふざけるのもいい加減にしたまえ！」

　という去り際の委員長のセリフの最後に、

「（……昼休み、屋上に来るように……!!）」

　という言こと付づけが聞こえたのも、涙を振りまきながら倒れていく透のみだったのである。




　　◇




　透は、学食の購買に誘ってくる吹ふき田たくんとヨースケンに「ちょっと用事があるからっ」と告げ、人目を忍しのぶようにして一人でここ、校舎の屋上にやってきていた。

　透とおるは四時間目の授業中ずっと、昼休みになったら自分は屋上で「あの時のセリフはどういう意味だ？」と委員長からキツク問い詰められるとばかり思っていた。

　しかし青空の下、人ひと気けのない屋上の端っこ。

　そこで一足先に彼を待っていた委員長と、透は今、コンクリートの足場をベンチ代わりにして並んで座っている。

　そして彼女が最初に発したセリフは、

「透くん、そのまま姿勢を変えずに聞いて欲しい」であり、

「う、うん」と身を固くして頷うなずいた透に放った言葉は、




「昨日はありがとうなんだにゃん……、ご主人様」であった。




　そんな、あたかも子こ猫ねこが喉のどをコロコロと鳴らすかのような雰ふん囲い気きにびっくりしてスピカに振り向こうとした透は、

「こ、こっちを見るな！　愚おろか者っ!!」

　委員長の両手で首根っこと顔面を押さえつけられてしまうのだった。

　彼女はそのまま続ける。

「あのあと、ツキノちゃんからはお詫わびの電話が来て、『絶対にがんばります！』って言ってくれたんだにゃん。それもこれも、ご主人様のおかげなんですにゃんっ！」

「い、いやっ！　いいんだよ別にっ！」

　まるで花畑を駆かけ巡るかのようにるんるん気分でそう言ってくるスピカに、透は慌あわてて手を振るしかない。

　そう、まさしくそれは『ご主人様』のおかげなのだろうが……。

　昨日は、急の体調不良を訴えたツキノを心配していたスピカであったが、どうやら一安心なこの展開に、きちんとご主人様へお礼を言わなければならないと決心しているらしい。

　透は、いつもより高めの体温を隣となりに座る少女から感じ取ってしまい、そちらを見ないように緊張しながら、彼女の言葉に耳を傾かたむけた。

「スピカ、ツキノちゃんには絶対に『＠にゃんとらていっぷ』のメイドになってもらいたいんだにゃん！」

「うん、ぼくもできるだけのコトは協力する、からさ……！」

　そうなのだ。

　自分はあの新人メイド、ツキノがそう簡単に『＠にゃんとらてぃっぷ』を辞やめない理由を──ツキノが先輩であるスピカを誰よりも頼りにしているコトを──知っている。

　聞いているのだ。それもあってか、

「その時は遠えん慮りよなく言ってよ、スピカ」

　透とおるはふいに、自分でも思ってないくらい、なんだかしっかり頼もしい言葉が喉のどから飛び出してしまい、

「ふぁああっ、ご、ご主人様ぁぁ……っ！」

　それに直撃されたメイド少女が、ぐんっと自分に接近してきてしまうのを感じ取り、咄とつ嗟さに、

「そ、そうだ委員長っ！　委員長もまだお昼食べてないよね。一いつ緒しよに学食に行かない？」

　透はもぞもぞと立ち上がり、「だからもうこのお話は、学校ではおしまい！」と、あえて彼女を役職名で呼び、振り向かないようにぐっと我が慢まんし、

「購買でパンを買ってもいいし、食堂で食べたっていいし！　今日の定食は、あぁ……まだ残ってるかな。……ね、委員長、急ごう？」

　それから、ゆっくりと背後に顔を向ける。

　するとそこには、

　ちょっと泣きそうになりながら、膝ひざの上に風呂敷で包まれた大きなお重じゆうを乗せた委員長・鈴すず木き未み翠すいがいた。

「あ……あれ？　委員長、それって──」

「ち、違うからな透くんっ！」

　委員長はがばっと覆おおい被さるようにして、お重を透の視線から隠して、

「キミは、行けばいいだろう学食にッ！　か、勘違いしてもらっては困るっ。これは、全部私のお弁当なんだ！　私は今、すごく成長期だからっ！　だから、透くんは、遠えん慮りよせずに、学食に……っ！」

「い、いや！　違わないよね委員長!!　それ、僕の分も作ってきてくれたんだよね!?　ごめん委員長！　学食うんぬん言って！　だってそれ、けっこう大きなお重が四段くらいはあるよね？　ぼくの分が絶対ある計算だよ!?　ありがとう委員長!!　食べよう？　一緒に食べよう？」

「ええい自惚うぬぼれるな透くん！　……し、しかし、まあ、キミがどうしても……どうしてもと言うなら、このお弁当を一緒に食べるのもやぶさかではない。やぶさかでは……ないぞ……!!」

「お願いします委員長ッ!!　ぼくもう……おなかぺこぺこで、もたない！　学食に行く前にたぶん餓が死ししちゃう！　お願いですから、そのお弁当を少し分けてください……！（お腹なかを押さえ、苦しそうにしゃがみ込みながら）」

「ならしかたない！　だったらしかたがない！　私も一人で全部食べきれるか、少々心配していたところだからな！　残してしまってはもったいないし、ここはひとつ、透くんに手伝ってもらおう。……だが、勘違いするなよ？　透くんの好きなオムライスが入っているのは偶然だからな！　勘違いするんじゃないぞ!!」

　なにこの茶番。

　という境地に、必至すぎる二人はまだ辿たどり着けるお年頃ではない。

　代わりに委員長は膝ひざの上の包みをほどき、広げ、そこにお重じゆうをテキパキと並べ始めた。

　色とりどりの和洋膳ぜんである。

　一の重いちばんうえにはさっき委員長が言ったとおり、黄色い薄焼き卵に包まれた、たわら型ミニおぎりのようなオムライスが並び、

　二の重にはアスパラとチーズのベーコン巻きやフライドチキン、エビフライなどの『ザ・男の子の大好きなおかず！』がぎっしりと詰め込まれ、

　三の重には上段の『おかず！』との栄養バランスを取るために粒マスタードが効いたポテトサラダが盛られ、レタスで仕切られた向こう側にはキノコと竹の子の筑ちく前ぜん煮になど、美お味いしい野菜系、

　そして四の重いちばんしたには大福や胡ご麻まプリンといった、学生の脳には不可欠な糖分がたっぷり染しみこんだ甘味デザートが並んでいた。

　おまけに、傍かたわらに置かれた赤いチェックの携帯魔ま法ほう瓶びんには、

「ほうじ茶だが？」

「い、いただきます！」

　もうこれは、あきらかに委員長一人で食べきれる量を超えていた。

　というか、もしかしたら二人でもギリギリかもしれない……。透とおるはそう思いつつ恐る恐る、小皿にとってもらったミニオムライスにかぶりついてみる。そして、

「っ！　お、おいしいっ!?」

　予想に反し、卵生き地じの中身は牛肉のピラフが詰まっていたのだ。

　確か、つい数週間前まで、委員長──というかスピカは料理だけは苦手だったハズである。それなのに、この進歩はどうだろう。それだけで胸が熱くなってしまう透だった。

　あっという間に一個目を平らげ、二つ目にかじりついたとき、透はついに委員長へ降参を申し出た。中華ハムのダシの効いたチャーハンなのである。

「すごいよ委員長っ！」

「透くん、おかずも食べてもらわないと困る」

　委員長はくっと半月メガネのブリッジをさわり、透から視線を逸そらしながらささっと別の小皿におかずをよそって彼に渡す。

　そして透は「昼休みがこんなコトになるなんて想像もしていなかったなー」と、委員長からお皿を受け取りながら、時ならぬ運動会か、お花見のような楽しい気分にすら見舞われ、

「んっ？」

　ようやく、とんとんっと誰かに肩を叩たたかれるようにして、気が付いた。

『あ、あれ？　ぼく、こんな和なごんだりしてて、いいんだっけ!?』

　いいわけなかった。

　せっかくこうして、委員長と二人っきりなのである。

　しかも今、委員長はかなりテンションが高いように見えるし、今なら彼女のアクセルがどうしてそんなにも高回転してしまっているのか、その理由を聞けるかも知れない。

「これは、チャンス！」

　当然、透とおるは意気込む。

「どうした？　透くん」

　その気配に委員長が箸はしを止めた。

「もしかして、味がおかしかったか……？」

「う、うぅん、そうじゃ、なくて──」

　その時、透はとある別の異変に気が付いてしまっていた。

　透としてはそのまま、『そういえばさ、委員長って最近、なにか変わったこととかってあった？』みたいに、なんでもない会話から、だんだんと彼女の話を聞こうと思っていたのだ。

　しかし、そんな透の耳に、

『ぅうう……ううう……うっうっぅっうッ』

　確かにそれは風に乗って届いてたのだ。

「こ、これって……ッ!!」

『うぅぅううっ　……うぅうっうー』

　それはあたかも、「道に迷ったので泊めてください」と言ってきた旅人が、ようやく隣の部屋で寝付いたので大事な大事な肉切り包丁をしょり……しょり……とぴかぴかに研とごうとしたのに、いつの間にかそれを旅人がテレビ通販のインチキペラペラ包丁にすり替え、しかも高級肉切り包丁の方は下取りに出されてしまっていたのを発見した時のような、老ろう婆ばの泣き声。

　咄とつ嗟さに透が周囲を見回せば、




「んぅぅぅ……、や、やっぱり、戻りますぅ……っ」




　屋上の入り口で携帯片手にあわあわしている、

「い、いちるっ!?」

　腰までの黒髪で自身を縁ふち取どり、長い前髪で両の瞳ひとみの下まで表情を隠してしまっている我が妹の姿であった。

「ごめん、ちょっと待ってて委員長っ！」

　透は迷わず妹に駆かけ寄る。

　すると、なんとももじもじとした眠たげな瞳──が、奥に隠れているだろう艶つややかな前髪越しに──兄である透を、見上げたいちるは、

「んううーっ！　ち、違いますおにいちゃんっ！　だって、教室に行っても、いなかったから、どこにいるんだろうって、捜さがしてみたら……っ」

　最近はめっきり減っていたが、いちるはこうして兄である透とおるの居場所を、携帯などで連絡しなくともぴたりと当ててくることがあった。

　おかげで今に輪をかけてぼうっとしていた小さい頃の透は、妹とだけははぐれるコトがなかったのだが、

「透くん、そちらは？」

　さすがに気になったのだろう。兄妹の傍かたわらまで歩み寄った鈴すず木き未み翠すいは、半月メガネの金具に指を添えて尋たずねてくる。

「う、うんっ！　い……委員長は、は、初めてだったよね、えっと、ぼくの妹で──」

「あ、あっ」

　しかし、そこで透の背後に隠れ、引っ込み思案の本領を発揮してしまう妹に、

「いちる、こちらはぼくと同じクラスの鈴木未翠さん。見ての通り、彼女は委員長をしているんだよ？　ほら、ご挨あい拶さつして」

「……は、はい、おにいちゃん……」

　咄とつ嗟さに隠れてしまったコトが我ながら恥はずかしかったのだろう。

　兄にうながされたいちるは、おずおずおずと長い前髪を鼻の上まで降ろしてしまっている顔を覗のぞかせ、

「浮ふ原わらいちるといいます。おにいちゃんの妹です」

　礼儀正しく、委員長にぺこりと頭を下げた。

「それよりもいちる。どうしたの？　こんなところで、ぼくになにか──」

　用があるの？　と話を聞こうとした透の視界の中に、

「──ん？」

　妹が両手に提さげているお重があった。

「あ、あれ……っ？」

　そして、透の背後には、すでに委員長のお重が広げられている。

〈ゴロゴロゴロ……〉と空にはいつの間にか雷鳴が重く鳴り響いていた。

　ぬるく湿った風まで、出てきた。

「も、もしかして……」

　いちるがここに、こうして自分を捜さがしてやってきた理由なんて、もう透には昨日の妹との間に起こった出来事しか思いつかない。

　透の意識は、ふいに〈カッ〉と閃ひらめく雷光と共にフラッシュバックする。

　妹メイドは、二人っきりの時に『専属メイド』になる約束。

　ということは、

　まさか、

「（もしかして学校でも、メイドのトレーニングをするつもりでここにッ!?）」

　お昼休みの屋上で、透とおるは愕がく然ぜんとする。

　そういえば制服姿のいちるが持つ、お重じゆうの他に手に提さげている、あの荷物はなんなのだろう。

　まさか、メイド服のわけが──

「んぅぅ、おにいちゃん。あ……あの、これ」

　そして、すすすっと音もなく透の前へと移動してきたいちるが、

「おにいちゃんの大好きなもの、いっぱい作って、きたんです……」

　あえて委員長・鈴すず木き未み翠すいを見ないようにするみたいにお重を掲げてみせていることに、もちろん兄である透は察するコトなんてできていない。

　彼の頭は──いや、上半身はこの時、まったく別の理由でぐらりと揺ゆらいでいた。

『スピカ』と『ツキノ』は、言うまでもなく、お互いを知る先輩と後輩という関係である。

　しかしながら、

　メイドの『スピカ』は、実は鈴木未翠であり、

　新人メイドの『ツキノ』が、浮ふ原わらいちるであるという事実は、

　彼、浮原透以外に知る者があってはならない秘事なのである。

　だというのに、『自分は放課後はメイドなんだにゃん！』なんてコトを自分から言い出すハズもない二人が、




　こうしてメイド以外の姿で鉢はち合あわせしてしまうなんて、これはちょっと、マズいんじゃないだろうか!?




　そもそも、この『実はメイド』な二人が、学校で自分という存在を通して、ばったり遭遇してしまう可能性があるのならば、当然、それに注意していなければならなかった透である。

　だというのに、彼はこんなスパイ大作戦のワンシーン──お互い感づかれてはならない裏の顔を持っているのに、実は昼間、会社の同僚として鉢合わせてしまうみたいな場面──に居合わせてしまうとは、予想もしていなかったのだ。

　迂う闊かつな透に、現実は容よう赦しやを知らなかった。

　簡単には打ち明けられない秘密を抱かかえる、二人の少女。

　そして、そんな二人の事情の裏も表も知ってしまっているのが、自分だった。




　──しかし実のところ、彼はこの場で、本当はなにが起こっているのか、その多くのことにまだ気付いてはいなかった。




「透くん……？　なにをぼうっとしている。まだ、昼食の途中だが？」

　彼にとっては一いつ瞬しゆんの状況判断だったのだろうが、たっぷり五秒も沈ちん黙もくしていれば、そんなものは〈こほんっ〉という咳せき払ばらいと共に半月メガネの委員長が透とおるへ声をかけるに決まっている。

　そして、

「んうう、おにいちゃん……？」

　黒絹のケープをすっぽりとかぶっているような一つ年下の妹も、沈黙したままの兄をうかがうようにのぞき込む。

　恐ろしいコトだった。
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　そんな、ただ浮ふ原わら透に呼びかけるという行為にも関かかわらず、この二人の少女の間に、なにか見えない火花が散り始めているコトに、透はまったく勘づいていないのだ。

　それがなにより、恐ろしい。

　いわんや、

「ちょ、ちょっと待って、二人とも、そんなに、慌あわてないで……」

　などと、彼だけが抱かかえる『お互いがお互いに気が付きませんように！』なんていう問題にあっぷあっぷしながら受け答えなんてしようものなら、

「なにを言っているんだ透くん。私はこんなにも冷静だ」

「んうぅ、おにいちゃんて、お腹なか空すいてるとせっかちになっちゃうんです。だから、ぜひこれ、食べてください」

　と、矢継ぎ早に返され、

「え？　あ、い、いちるも、ここで一いつ緒しよに……ッ!?」

　透とおるの立っている場所だけが、知らぬが仏のエアポケットだった。

『委員長・鈴すず木き未み翠すい』と『妹・浮ふ原わらいちる』から、触れたら感電必至の激しい雷光が立ち昇っているのが見えていない。

　まさか彼には、

　二年Ｅ組の『鋼鉄の委員長』こと鈴木未翠と、

　一年Ｂ組の『終末を告げる委員長』こと浮原いちるが、

　初対面にも関かかわらず、一いつ瞬しゆんで透を中心として、お互いに敵対めいた関係になってしまっていただなんて、これっぽっちも気づけていないのだった。

　透は『お互いのメイド面がばれないか』それだけで心の器がいっぱいいっぱい。

　そして、両手にいつ爆発してしまうかわからないダイナマイトを握ってしまい、あたふたしすぎて頭上に浮かぶ太陽のような超エネルギー弾に気が付けていない透は、どちらにしろ世界のみんなを救うべく、その答えに辿たどり着く。




　なんとしても、一刻も早く二人を早く引き離さなくてはならない、と。




　幸さいわいなコトに、

　彼女達はどうやら、お互いを一いつ瞬しゆんで『ツキノちゃん!?』『スピカ先輩！』と見抜いてしまうということだけは、奇き跡せき的に避けられているようだった。

　だが二人が、いつハッと相手の正体を見抜いて立ち上がり、ずっとその場にいたにも関かかわらず事態を傍ぼう観かんし続けていた透に、混乱のあまり極寒の回し蹴けりを放ったり、うねうねと黒髪を巻き付けて締め上げてくるかわかったものではない。

　とにかく、どうにかしなければ。

　なにしろ、今の流れだと、このまま三人でお昼ご飯なのである。

「（それはさすがに危険過ぎるぅぅ！）」

　だが、どちらかのお弁当の差し入れを無む下げに断るのは難しい。

　というかそんなコト、自分には不可能な所業である。

　ならばせめて、この場にもう少し、贅ぜい沢たくは言わないからあと一人、……いや、二人くらい他の誰かがいてくれれば、ぐっと『スピカ』と『ツキノ』の正体が露見してしまう可能性は低くなるハズなのだが……！

「しかも、こんなにたくさんのお弁当、ぼく一人だけじゃ……!!」

　なぜか身が二つに引き裂かれてしまうような重圧に、思わず透が天を仰あおごうとした、その時だった。

　ばたーんと屋上の扉が開き、

「うぅゥウうんッ!!　大変だぁ透とおるくぅん！　購買のパンが売り切れてしまったよぉ～ッ！」

　よれよれと前髪を搔かき上げながら走ってくるのは吹ふき田たくん。そして、

「がぁああ俺たちゃどうすればいいんだぁッ!?　腹が減っては戦いくさができねぇってのによぉ!!」

　空中に描えがいた架空のパンを千切っては食べ続けながら走り寄るヤン・ヨースケンが出現した。

　天の助けとはこのコトだった。

「いッ！　いいところに来たよ吹田くん！　ヨースケンッッ!!　ここに、ほら、ここにたくさんあるから、みんなで……ねッ!?　……きっとたのしいよぉぉ!?」




　　◇




　その日の夜である。

　透は自宅のダイニングテーブルで携帯電話を耳に当て、

「僕のかばんの、サイドポケットに……？」

　軽く動どう揺ようしていた。

　電話の向こう側にいるのは委員長・鈴すず木き未み翠すいであった、

　時刻は八時三十分を少し回ったところ。

　メールならまだしも、こんなふうに委員長から電話が掛かってくることなんて滅多にあるコトではなく、焦あせる透は彼女から急かされるように、妙みような指示を受け続ける。

　おそらくは自宅の自室──あの『メイドカフェ＠スピカ』と化した部屋──にいるのであろう委員長の言葉通り、透は自分の部屋の机に転がされているカバン、その、いつもは全く活用していないサイドポケットへ手を伸ばす。

『もたもたするな』という理り不ふ尽じんな言いぐさにさらにあわあわし、携帯を肩と耳で挟はさみながらサイドポケットのチャックを開け、中を覗のぞき込んだ。

「これは、封筒……？」

　そこに、まったく見覚えの無いクリーム色の細長い封筒を一つ発見する。

『すぐに中を確認して欲しい』

　委員長の声はいつもより、なぜか少しせかせかというか、肩に力が入りぎみに聞こえた。

　もっとも、委員長との電話越しの会話に緊張していた透の声もどっこいどっこいなのだが、お互いが、自分もそうなのだとは、なぜか気付けていない。

　鈴木未翠の硬く強い声に頷うなずいた透は、封筒を逆さまにする。

　コトリと机の上に滑すべり落ちたのは、高級そうな用紙に印刷された案内チラシのようなもの。

　四つ折りにされたそれを広げながら、透は最初、それを映画かなにかの宣伝ペーパーだと思った。

　現に、

「マリー・アントワネット……？」

　瀟しよう洒しやな字体でそう書いてあるのが見えたのだ。しかし、

『マリー・アントワネット展だよ、透とおるくん！』

　それはとある展覧会のチラシであった。

　内容は、透も知っている国立美術館で現在やっている企画展示で、チラシには『マリー・アントワネット』が愛用していたとされる品々が、彼女の肖像画と共に印刷されている。

「マリー・アントワネットって、ええと、あの『パンが無ければケーキを食べればいいじゃない』の人だっけ……？」

　しかし、唐とう突とつすぎる委員長の物言いと案内用紙に、透はわけがわからなくなっている。

　どうして自分でも存在を忘れていたようなカバンのポケットの中にこんなものが？

　答えは一つ。

　委員長が入れたから。

　なのだが、それが余計に透を混乱させていた。

『そのセリフは実際には彼女が言ったのではないらしいが、数々の伝説を作り上げたのは間違いない』

　一方委員長は、興奮を隠せない様子でそう告げ、

『そのチラシにも書いてあるとは思うが、フランスの王おう妃ひであった彼女の日用品はハッキリ言って美術品としても通用するくらいに見事なものなんだ』

　透は言われるままにチラシを見ていた。

　確かに美術館に飾ってあってもおかしくないようなネックレスや指輪などの装身具、化粧台、ティーセットなどの写真がいくつも掲載されており、小さな写真で見ても、それがどのくらい手の込んだものかが伝わってくる。

『是ぜ非ひとも私は、それを観に行かなくてはならないと思っている』

　そして、「なるほどー委員長はこういうのが好きなのかぁ……うんうん」と相づちを打つ透に、委員長は告げた。

『透くん。キミと一いつ緒しよに』

「うんう……え？　ぼ、ぼくっ!?　ぼくが、なに？　えっ？　委員長と、一緒に……？」

『あ、当たり前だっ』

　委員長・鈴すず木き未み翠すいは、まるで透の後に回り込み、その口を塞ふさぐようにして言った。

『だってキミは、スピカのご主人様じゃないか』

　透は混乱していた。そのスピカ本人からの『お外でデート』のお誘いがあるのなら話はわかる。

　けれど、これは、まるで──

『い、いやなら、そう言ってくれても、構わないんだぞ透くんっ。……もともとそれは、私一人で、行くつもりだったんだからな』

　わずかに沈ちん黙もくしてしまった彼の様子を拒否的な反応として受け取ってしまったのだろう。彼女は間を空けるコトなく、透とおるへと続ける。

『け、けれど、もしそのコトを後になって透くんに話して、実は、キミが極度の『マリー・アントワネット』マニアかなにかで、延ひいてはメイドを生んだヨーロッパの文化に興味がすごくあったのに！　と悔くやしがられても……アレだと思って、その、なんというか……』

　透はこの時「あ、だ、だから、委員長？」と呟つぶやいているが、少し興奮気味の彼女には届かなかったらしく、

『そ、そう！　これはメイドの文化をより深く知るためなんだ！　だから、その──』

　一いつ気き呵か成せいにまくし立て、そして、

『──ど、どうだろうか、一いつ緒しよに、透くん……っ！』

　こんな祈るように言われなくても、透の答えは最初から一つだった。

　もともと透には、こうして委員長が誘ってくれるのならば、断わる理由なんてあるわけがない。

　それに、委員長にまで面と向かって、

『一緒に温泉に行って、背中を流させてくれないか！』

　とか言われるより、美術館ならば全然ＯＫである。

　それよりも、さっきからなんだか自分は彼女に怒られてばかりいるような気がするが、こうして学校以外の場所で二人きりになれるなら、きっと落ち着いて話をする時間もあるだろうし、そしたらここ最近の委員長とスピカを揺ゆさぶりつづけているストレスの元をそれとなく聞き出せるかもしれない。

　問題解決の糸口が見つかっただけで、透の気持ちは軽くなってしまう。

　それに、チラシの裏表を眺ながめるうちに、自分の中でもむくむくと、メイド文化華やかだったヨーロッパ、その粋すいを集めたであろう品々に好奇心を搔かき立てられているのだ。

　だから、透はもちろん彼女の申し出を受け入れる。

　そこからの会話は実にスムーズに進んだ。

　二人は次の週末、地元の駅前で落ち合うコトに決めた。

　そこから電車に乗って終点まで行くのだが、目的の美術館は以前二人で行った──というか帰ってきた『宇うノ島しま水族館』より、ずっと近場である。

　スケジュールを確認し合いながら、「そういえば、委員長とお出かけするなんて初めてだ……」とか透が思っていると、

『そ、それでだ──』

　彼女はまるで、本題はここからなのだとでも言うように語気を改め、透に尋たずねた。

『──キミの妹さんは、今、どうしている？』

　くるりと透とおるの脳みそが軽く回転する。

　そこから福引きの玉のようにコロリと転がり出てきたのは、やはり今日の昼休みの屋上での風景で、そこで向かい合う、委員長と妹のいちるの姿であった。

　──吹ふき田たくんとヨースケンを前にして「か、勘違いするな？　これは、私がおかずを作りすぎて屋上で困り果てていたら、偶然ここにやってきた透くんが、たまたま食べるのを手伝ってくれただけで、そう！　キミ達も、ぜひ協力して欲しい……っ！」と拳こぶしを震わせながらまくし立てる委員長と、コクコク頷うなずくいちるに対して、「うおおおなんて俺達は幸運なんだぁー！」と遠えん慮りよ無く箸はしを振るい口を動かす二人。

　そんな状況に彼女達はものすごい複雑な表情を見せ、そしてちらちらと透に気遣わしげな視線を送っていたが、ともかく、

　それを念頭に、

「うん、いちるなら今、お風呂に入ってるみたいだけど」

　透はもちろん、慎しん重ちように答えた。

　しかし、

『な、なッ、なんだって!?　ひ、一つ屋根の下で!?　そ、そんなことをして、キミは破は廉れん恥ちだとは思わないのか……っ!?』

「……い、委員長!?」

『はっ！』

　そこで委員長も、自分がちょっとわけのわからないコトを言っているコトに、ようやく気付いたようだった。

『い、いや！　なんでもない！　なんでもないんだっ！』

　手から滑すべり落としてしまったタマゴを慌あわてて空中キャッチするように、彼女はなにかを引っ込める。

　透も安堵あんどの息をついている。

　もしかしたら時間差で『ツキノ』のコトがばれてしまったかと思ったのだ。

　が、どうやら今こ宵よいの委員長・鈴すず木き未み翠すいはいつもと調子が──ハイスペックすぎるエンジンの、そのテンションが──やはりおかしいようだった。

　さらに透を追い詰める。

『透くん……、あの、だな……。もしも、迷惑でなかったらでいいんだが……』

　もしかしたら彼女自身も、もはや自分を制御できていなかったのかもしれない。

『キミの家に、今度、いつか、……行ってもいいだろうか』

「……へっ!?」

　透は焦あせった。

　委員長と親密な雰ふん囲い気きになるのは全然かまわないのだけど、それにも限度というものがあるのではないだろうか。『メイドカフェ』や『外』で会うのはイメージできる。

「（で、でも……っ！）」

　イキナリ自分の家に来るとなると、

「（どうしていいか、わからない……!?）」

　第一に、この家でなにをしていいのかがサッパリ想像できなかった。

　そもそも彼女の目的がわからない。

「（まさか、いちるの正体を探さぐるために、とか……ッ!?）」

　突然の申し出に、透とおるがあわあわとコトの流れを摑つかめずにいると、

『あ、す、すまないっ！』

　鈴すず木き未み翠すいは慌あわてたように、

『私は、さっきから、なんだかキミにお願いばかり……い、いやっ！　さっきのはキミが《マリー・アントワネット》を、そこに流れるメイド文化をさらに知りたいという純然たる意志だが！　そ、その………』

　なにが飛び出てくるのか。透が我知らず身構えれば、

『だ、だって、あの妹さんと透くんは、いつも一いつ緒しよの家にいるんだろう？　そ、そんなの、すごくずるいじゃないか……！』

「い、委員長……??」

『……に、にゃぁうっ!?』

　鈴木未翠は自室で、その本性をさらけ出すようにのけぞっていた。危あやうく携帯電話まで取り落とすところだった。

「あれっ？　スピカ!?　ちがうよね？　今、委員長なんだよね!?　ねえ委員長、どうしたの!?　え、ええと……ぼくんちなんかでよかったら、いつでも……というわけにはいかないけど、大丈夫だよ？　いつも僕が委員長の家にお邪じや魔ましてばっかりじゃ悪いしさっ！」

　妹のいちると鉢はち合あわせしなければなんとかなる……！　透はそう決心して告げていた。

　言わざるを得なかった。

『そ、そうか……？　キミがどうしてもと言うなら、今度お邪魔させてもらおうと、思う……！』

　なんとか体勢を整えた鈴木未翠は、椅い子すに縋すがり付くようにしてそう言った。

　けれど一方の透は、ここで一転、口調が変わる。

「あ……、委員長もしかして……」

『な、ち、ちがう!!　私は、キミの妹さんに、決してそういう──』

「寂さびしい……の？」

　透は、まったく別のコトにピンと来ていたのだった。

『な、なっ？』

　委員長は今日、屋上で自分の妹に会っている。

　そして彼女は以前より、浮ふ原わら透とおるという同級生が、家族で一つの家に住んでいるコトも知っている。

　だが、委員長・鈴すず木き未み翠すいはあの広いマンションに、ほぼ一人暮らしだった。

　両親は海外にいて、本物のメイドが家に通ってきてくれているらしいが、彼女は今もきっと独りぼっちなのだ。

　だからきっと、ちょっと寂しくなって電話してきたに違いない。

　委員長にだってきっと、そんな時がある。

　透はそう思った。

　そして透は、今の電話がちょっと嬉うれしくなり始めてさえあったのだ。だから、なんとなく、

「じゃあ、ぼく、いまから委員長の家に行ってあげようか？　……なんて、冗談だけど……って、あれ？　委員長!?　いまスゴイ音がしたけど、大丈夫ッ!?」

『……キ、キミは、本当に、愚おろか者だなっ!!!!』

　コツっと、あっけない遮しや断だん音が透の耳を打った。

「き、切れちゃった……」

　透があっけに取られていると、コンコンと自室の扉がノックされる。

　それが合図のように、彼が部屋の入り口へ振り向けば、

「ほ、本日は、ご指導ありがとうございましたニャ、ご主人様」

　カチャリと開いたドアのスキマから、

「あ……う、うん、そっちこそご苦労さま……って、え？　なんでいちるはまたメイド服を着てるのッ!?」

　ネコ耳ネコしっぽの黒髪メイド姿の妹だった。

「んぅぅ、メイドの時は、ツキノって呼んでください……ニャ」

　彼女は扉へ腕をかけ、さらに見ようによっては、腰までの黒髪の一ひと房ふさでも同じく扉を押さえるようにして兄を見ている。

　確かに二人っきりの時だけ『限定専属メイド』のツキノは、先ほどまで透と、暗記したメニューをご主人様の前できちんとすらすら言えるようにトレーニングをしていたのだ。

　透は妹メイドに「ああ、うん、ごめん」と謝り、

「でもツキノ、お風呂は……？」

「……ご、ご主人様に、きちんと最後のご挨あい拶さつをしていなかったと、思って……。また、これを着たんですが……だ、だめですか？」

「うぅうんっ、そんなこと、ないけど……」

「それでは、またよろしくおねがいします……ニャ」とぺこりとお辞儀をするツキノに、透は「うん、こちらこそ」と応こたえて、立ち上がった。

「んぅぅ……あの、それで、おにいちゃん」

　お風ふ呂ろから上がって、再び髪型をサイドテールのメイドスタイルに戻していたいちるは、そのゴムを解いて前髪を元に戻し、自室から出ていこうとする兄へと声をかけた。

「今のは、だれからの電話だったんですか？」

　透とおるは「あっ」と立ち止まり、じっとこちらの手元の携帯を見つめている妹に向かって、

「これはほら、今日屋上で紹介した友達からだったんだけど……なんか、急に切れちゃったみたいで。ふざけすぎちゃったのかな」

「んぅう、ご主人様のお友達は、みんな面白い方々でした……」

　ツキノはかろうじて表に出している左の瞳ひとみと頰ほほに少しだけ赤みを浮かべ、視線をうつむかせるように逸そらした。

　ここで透は「うん」とか頷うなずいている場合ではなく、妹との会話に致命的な食い違いが発生していることに気付いておくべきだった。

　透にはどだい無理なハナシでも、ここだけは。

　なにしろ確認するまでもなく、この時、妹のいちるは吹ふき田たくんとヨースケンを思い出し、

　兄の透は鈴すず木き未み翠すいを頭の中で思い浮かべているのである。

　そしていちる自身も、委員長・鈴木未翠を覚えていたにも関かかわらず、あまりにも自分に対する透の対応が自然過ぎて、そのすれ違いに気がつけていなかった。

　だから、次のようなコトが起こる。

「でさ、今度の週末に、出かける約束をしたんだけど──」

　透はその流れで、電話でさっき友達と交わした約束を何気なく話題にしようとして、

「──あっ！　ツキノのトレーニングっ!?」

　そこで思い出す。週末は当然、妹とのメイドトレーニングをしなくてはならなかったのだが、

「んぅぅ、今週末は、わたしも用事が……」

「そっか、じゃあちょうどよかった」

　透はそう調子よく頷うなずいたが、透はこの『マリー・アントワネット展』が、近隣の真ま面じ目めなメイド達にとって、どれくらい貴重な機会であったのかを、まだ理解できていない。




　結果、透は委員長と一いつ緒しよに美術館を巡っている最中、そこで妹とその友達に鉢はち合あわせし、ちょっとしたトラブルに巻き込まれてしまうのだが──それはもう少し後の話になる。




　なぜなら、その前にスピカとツキノ、そして透の上にいくつかの出来事が降りかかってくるからだ。

　まずは、先ほど兄と特別メイド研修をしていたというツキノから。

　もちろん、メイド初心者であるツキノは、自宅の一部をメイドカフェ化する能力なんて持っていない。

　というか、メイドのどの部分のレベルを上げればそのようなスキルを手に入れられるのかなんて、今のところ二人のご主人様になってしまっている透とおるにだってわからないのだ。

　もしかしたら、スピカが『メイドの中のメイド』と言われている由ゆ縁えんはそのあたりの能力にあるのかもしれない……とか透は思ったりするが、

　とにかく浮ふ原わら家の一角でツキノのメイドの特訓は始まっていた。

　ツキノ用に下ろされた新しい『メイド服』はもちろんのこと、新人研修マニュアルやお店で使っているメニュー表などなど、トレーニングに必要なものは一式『＠にゃんとらてぃっぷ』から借りてきている。

　いちるとトレーニングをする前段階としてまず透が目を見張ったのが、彼女がスピカより渡されたという『新人研修にゃんにゃんマニュアル』であった。

　その中にはこれから『＠にゃんとらてぃっぷ』の一員となる新人メイド達への指導はもちろん、その際のご主人様への配はい慮りよや注意点が事こと細こまかに書き込まれている。

　これを作った人は本当にメイドが大好きなんだなー誰が作ったんだろーとか思いつつ、ぱらぱらとマニュアルをめくる中でも、特に透が唸うなった部分は、文字通りこのマニュアルをコピーしたような『マニュアルメイド』が出来上がらないように配慮されている点である。

　メイド候補生達は一人一人、元々魅力的な個性を持っているという観点から、そこにある『彼女らしさ』が消えないような気くばりがされているのが読み取れるのだ。

　ご主人様がカフェにやってきた際の挨あい拶さつ一つとっても、たとえば、




「おかえりなさいませですニャ……ご主人様」




　と自室をカフェの一角と見立ててツキノが兄の透を迎えたその『ごあいさつ』の項目にも、《お疲れになっているご主人様を、最初に癒いやせるチャンスはここしかないにゃんっ！　心からお迎えして欲しいんだにゃんっ》とアドバイスといくつかの例文があるだけで、決まり切ったセリフが記されているわけではなかった。

　なので、

「ご主人様はお一人様ですか……ニャ？」

　これもなかばツキノのオリジナルのご挨拶である。

　透はメイドカフェに見立てられた彼女の部屋のテーブルセットに案内され、「こ、こちらがメニューで、ございますニャ」

　そして、黒猫メイドよりメニューを渡されながら、自分がなぜかとても優しい気分になっていることに、ふと、気付く。

　透はそこで改めて、スピカが『ツキノちゃんはメイドの才能があるんだにゃん』と言っていた意味を理解し始めていたのだ。

「……なるほど……？」

『＠にゃんとらてぃっぷ』では緊張してそこまで気が回っていなかったが、今なら透とおるにもわかる気がした。

『メイド』に必要とされる素質は色々あるのだろう。

　その中で彼女、『ツキノ』が突出している部分。

「お決まりで、ございますかニャ？　ご主人様」

　きっとこの娘こは、こうしている自分のコトをきちんと考えてくれているにちがいないという安心感が、そこにはあった。

　それでこんなにも、自分は穏やかな気持ちになっているのだと透は思った。

　そして、彼女の緊張は、だからこそなのだということが、透には改めてわかったのだ。

　ご主人様を大切に想うからこそ。

　けれど今まで引っ込み思案であったために、どこまで踏ふみ込んでいいのかわからないから、余計な力が、緊張となって彼女を縛しばっているのだ。

　透は、ツキノには申し訳なく想いながらも、一足先に安心してしまう。

　きっとトレーニングを続ければ、ツキノはきっとどこに、どうやって力を入れるべきなのかを、彼女なりに見極めるだろう。

　そうすれば、いずれ、

「えっと、ツキノ？　こ、このわら人形は……？」

「そ、それは、昨日の夜からわたしが仕込んでおいた麦わら納なつ豆とうですぅ……っ！　す、すいません、栄養満点でも、やっぱりメイドカフェに、納豆はだめでしたか……？」

「そういう問題なのっ!?」

　このような、テンパッたあげくにご主人様を驚かせてしまうというハプニングは落ち着くはずだった。

　なにしろ慣れている透でも、ツキノの不意の振る舞いには、驚きを隠すことができないのだ。

　ましてや『＠にゃんとらてぃっぷ』にやってくる他のご主人様達がこれを体験してしまい、いちるのクラスにいた某ぼう問題児君のようにどんな失態をあの『＠にゃんとらてぃっぷ』で演じてしまうかわかったものではない。

　つまり、ツキノのトレーニングポイントは『緊張に慣れる』、その一点である。

　そして実はこの一点、彼女の緊張を効率よくメイドエネルギーに変換できるだろう方法を思いついていた透は、この日、それを試すつもりでいた。

　だがその行為には、おそらくいちるが想定していたトレーニングにかける努力を越えた覚悟が必要になると予想されるのだ。

　兄として、本当にそれに手を出すべきなのだろうか。




「お、おにいちゃん……ご主人様っ、こ、こんなの、ツキノ、恥はずかしい……ですっ」




　──しかたがなかった。

「だって、だってツキノは、おにいちゃんご主人様に、こ、こんな……ことっ」

　ツキノの指先は震えている。

　兄として、妹でもある彼女にこんなことをさせるのは辛つらいことでもあったが、これは彼女のためなのだと、透とおるはご主人様根性を奮ふるって、彼女に命じたのだ。

「んぅぅ……、お、おにいちゃんご主人様、だったら、ご主人様ももっと……ツキノの側そばに来てください。……、んぅぅう……っ、そ、それを、本当に、わたし、言わなくちゃだめなんですか……？　……は、はいっ、そうです……ツキノは、おにいちゃんご主人様と二人っきりの時は、ご主人様の『専属メイド』です……ニャ」

　サイドテールにした黒髪すら、ほんのり朱しゆ色いろに染まっているのではと思うくらい、彼女はカラダを上気させていた。

　目の前に座る透は、そんな新人メイドから、まるで小型ストーブのような熱すら感じている。

「だ、だから、恥ずかしいけど……い、言いますっ」

　そして、

「おにいちゃんご主人様、あ、あーんってして、くださいニャ……っ！」

　ツキノの差し出すスプーンには、一口サイズに掬すくったオムライスが乗っている。

　そしてほぼ目を閉じてしまっている彼女は、それでも懸けん命めいに右手のスプーンに添えるように左手を透の口に向かって伸ばしているのだが、

　ぷる、ぷるぷるぷるぷるっ……っ！

　そのスプーン先端が、彼女の指先、手首、腕を支える肩、そして全身に連動して震えてしまっているのである。

「っていうかツキノ、危ないから目をあけて！　そのままスプーンが進むとオムライスが僕の右眼に入っちゃうからっ！」

「んんうぅ……っ！」

　びくくっ！　とツキノの両肩が戦慄わななき、スプーンはそのまま直進した。

「………………ッ!!（声にならないご主人様）」

　つまり、いちるに──ひいては新人メイドであるツキノに必要なのは平常心リラツクス。

　彼女にとって一番難しいであろうそれを体得させるコトが、ご主人様である透の役目となるのだ。

　すなわち、まずはいくら緊張しても平静を保てるレッスン。

　それには、こうしたメイドの日常業務の中でも、ツキノにとってはさらにハードルが高いであろうワークを繰り返していく方法がなによりだと、透は思っているのだが……

「だ、大丈夫……っ!?　ツキノ、しっかり!!」

　なぜかご主人様の体内に浅くスプーンを突き入れたメイドの方が、貧血を起こしたように床に崩れ落ちる。

　透とおるは咄とつ嗟さにぐったりとしてしまった黒くろ猫ねこメイドを支え、揺ゆり動かせば、

「んぅぅ……。はい……」

　彼女はゆっくりと、その眠たげな瞳ひとみで透を見上げ、まだ夢の続きを見ているような口調で、

「もっと……もっとツキノに、命令をしてください、おにいちゃんご主人様ぁ……」

　どうやら、本当に大丈夫なようだった。

　透は、兄として「よしよし、よく頑がん張ばったね」と、結果はどうあれ彼女の頭をくりくりと撫なで、落ち着かせながら、気丈に振る舞う妹の健けな気げさに改めて胸を打たれている。

　透はツキノがこのような特訓に対して、『が、がんばりますぅ……！』という姿勢を見せてくれたコトが嬉うれしかったし、なにはともあれ、まずは本人のやる気が重要である。

　それが確認できたことで、透は予定よりも早く、それを試すことにしたのだ。

「ツキノ、ちょっとこっちに来てくれる？」

「な、なんですか？　ご主人様……」

　ベッドの上でクッションとぬいぐるみにもたれて休んでいたツキノを、透は自分の前に準備した椅い子すに導く。

　ツキノは戸惑いながらも、ご主人様の言うコトには逆らうつもりなど最初からないのか、言われるままに背もたれ側に兄が待つ椅子にそっと座った。

　それからふと顔を上げると、自分の視線の先には鏡が置かれていて、そこには兄と、新人黒猫メイドが映っていることに気が付く。

　思わず顔が熱くなった。

　背後から姿見をのぞき込んでくる兄の顔が近くにあって、彼は黒髪の左側をサイドテールにした自分の顔を鏡越しに見つめてきているのだ。

「ねえツキノ、この髪型は？」

「あ……こ、これは、」

　ツキノは説明する。『＠にゃんとらてぃっぷ』でご主人様を前にするにあたって、いくらなんでもいつもの髪型では許されないだろうと考えて、自分でこの髪型にしてみたのだと。

「最初は、すごく恥はずかしくて、でも……もう、おにいちゃんご主人様と一いつ緒しよにトレーニングしてから、だんだん、この髪型にも……」

「ちょっとごめんね、いちる」

「えっ？」

　急に妹としての名前を呼ばれ、彼女がどきっと肩を震わせた瞬しゆん間かんと重なるように、

「あっ、お、おにいちゃんっ!?」

　透とおるはサイドポニーの付け根に手をかけ、黒くろ猫ねこメイドの耳のついたヘッドセットとおそろいだった、白リボンがついた髪飾りをしゅるりと取り去ってしまう。

　そして、そのまま髪の根元を押さえていた左とは反対側の手で、同じ部分をくくるように動かした。

「おにい、ちゃん……？」

　鏡の中、今やサイドテールを留めているのは、見たことのない黒フリルの髪飾りになっていて──

「これ、駅前で見つけて。ツキノに似合うんじゃないかと思って」

「あ……、あっ」

　確かに。

　たしかにその黒いフリルは黒猫の耳と並ぶと、とても可愛かわいらしかった。

　いちるが、その新たな髪飾りに手を伸ばし、ぽうっとしていると、

「それで、この髪飾り、もう一個あるんだけど」

「……え？」

　あっという間だった。

　透は反対サイド。いつも通り下ろされていた右の黒髪、その一ひと房ふさをすっと持ち上げ、左の髪と同じように、黒フリルの髪留めでくくってしまう。

「あ……っ」

　されるがままだったいちるは、鏡の中の黒猫メイドを前にしてびくんと、腰を浮かした。

「お、おにいちゃん、これはっ？」

　鏡の中にいたのは、長い髪の両サイドを黒フリルの髪留めで飾った、ツインテールの黒猫メイド──

「うん、やっぱりこういうのも可愛いよ？　ツキノは」

「ご、ご主人……様……？」

　いつもは左側しか露出していなかったツキノの瞳ひとみが、今は両方とも空気にさらされていた。

　そして、そのコトを恥はずかしいと感じる前に、ツキノはおにいちゃんご主人様から、

「かわ、いい……？」

「うん。だからツキノは自信をもって、慌あわてなくていいから、ご主人様にご奉仕してみて？」

　扉越しでは、なかなか相手の顔が見られなくて。

　だから目の前にいるはずの人が、なにを考え、感じているのか、わからない。

　でも、だったらきっと自分から表情を見せれば、わかり合えるはず。

　急には変われなくても、なにかのキッカケになれればと思って、透はこの髪飾りを見つけてきたのだが──

　透は、そう考えていたのだが、

「あ、あれ？　いちる……？」

「メイドの時は、ツキノって呼んでください……ニャ……」

　透とおるは、驚いていた。

　ツキノがご主人様を前にして、恥はずかしがっていることには変わりはない。

　けれど、ツインテールにした瞬しゆん間かんから、彼女に見えていた微かすかな震えが止まり、なぜか一本芯しんが通ったように、ぶれのようなモノが消えていたのだ。

「い、いちる!?」

「だから、ツキノと……」

　今まで地面についていなかった両足が、きちんと地面にあるような、安定感。

「う、うん、ツキノ……」

　それを感じ取った透は続けて、

「ちょっと、もういっかい、オムライスのやつ、やってみてもらえる……？」

　それは、さっきは緊張のあまりに失敗してしまったトレーニングメニュー。

　しかし、

「ご主人様、あーんしてください……だニャ……」

　今や、恥ずかしがりながらではあるけれども、ツキノは危なげなく、きちんと兄の口へとスプーンを運んでいた。

　それどころか、ツインテールの彼女からは、ぐっとそのミステリアスな雰ふん囲い気きが増してさえいるのだ。

「……、い、いちる？」

　こんなにもうまくいくとは思っていなかった透である。

　もちろん彼はこの変化を嬉うれしくも感じたが、同時になんだか恐ろしくもあった。

　ツキノが理想のメイドに近づいた分だけ、なんだかいちるが遠くに行ってしまったかのような……

「い、いやいやっ」

　これで良いのだと、透はかぶりを振る。

　成長を求めるならばしかたのないこと。それにこれは、絶対にプラスの変化なハズである。

　それよりも問題なのは、この髪飾りによるツインテール効果により、前よりずっと兄とのトレーニングにのめり込むようになってしまったいちるが、日常生活でも、ちょっとこちらが焦あせるくらい、まるで御おん曹ぞう司しに相対する過保護な新人メイドさんのように、世話を焼いてくるようになってしまったコトの方にある。

　たとえば、両親が祖父の家から帰宅して、久しぶりの夕食時。

　さすがに平常時にはいつも通り前髪を下ろしてしまう彼女だったが、あまりにも健けな気げに兄へとご飯をよそったり、お醬しよう油ゆを取ったり、飲み物を注いだりするいちるを見た、浮ふ原わら家の家長である父は、

「そういえばいちるは小さい時に、よく『わたし大きくなったら、おにいちゃんのお嫁さんになりますっ』て言ってたけど、その頃のコトでも思い出したのか？」

「んぅぅうっ、そ、そんなんじゃないですっ！　お、おとうさんの……ばかぁっ」

　確かにカラダが弱かった当時、病床のいちるに小さなぬいぐるみを届けたり、ずっとそばで看病しながら本を読んだりする兄に、いちるはお礼と共にそんなコトを言っていた気がするが、そんなことよりも透とおるとしては不意にメイドとご主人様の関係が両親バレしてしまわないかヒヤヒヤしっぱなしなのであった。

　なにしろ、いちるはかなり天然な一面を持ち合わせている。

「い、いちる、それって……」

「んぅぅ、どうしたんですか？　おにいちゃん」

　それはまた、別の日の一家団だん欒らんの場。

　物静かにキッチンにやってきたいちるにちらりと視線を向けた透は、思わず声を出してしまう。

　きょとんとこくびを傾かしげてこちらを見ているいちるの頭の上に、ネコ耳のヘッドドレスがつけっぱなしになっている。

　紛まぎれもなく、彼女はトレーニングが終わった後、それを頭につけたまま部屋から出てきてしまったのだ。

「おっ？　それはなんなんだ、いちる」

　と、透と一いつ緒しよにテレビを眺ながめていた父が、娘の黒くろ猫ねこ耳に気が付く。

　瞬しゆん間かん、部屋が闇やみに包まれた。

　咄とつ嗟さに透が、部屋の電気のスイッチをオフにしたのだ。

「て、停電か……っ!?　懐中電灯！　懐中電灯！　ここはお父さんに任せろ！」

　動どう揺ようしながらも頼もしいセリフで我が子達を安心させようとしている父の背後では、この闇に乗じて咄嗟に妹へと駆かけ寄った透は、彼女の手を引いてキッチンを脱出している。

　そして父が急いで電気のスイッチを復活させた時には、二人は足を緩ゆるめず階段を昇ってそのまま妹の部屋に駆かけ込んでおり、

「んぅぅぅ、どうしようおにいちゃぁん……っ」

　よほどドキドキしてしまったのだろう。

　いちるは服の上から胸に手を当てベッドに座り込み、もう一方の手を兄の腕から離そうとしない。

　このような場合、頭をくりくりと撫なでることでいちるは落ち着くようになっていて、どうやらそれを求めているように思えた透は、妹の隣に座ってリクエストに応えながら、

「だいじょうぶだって。父さんには、あれは友達から借りたものだーとか、学校で今度使うものだとか言えば、まさかネコ耳メイドだなんて思わないから」

「んぅぅう……、ありがとうございます、おにいちゃん……」

　よしよしと、よりうなだれてしまった頭をくりくり。

　ふぅぅ……っと、彼女の動どう悸きが収まっていくのがわかる。

　──その一拍後であった。

　いちるは突然、〈はっ〉と腰を浮かし、寄り添うかたちとなっていた兄の隣となりから、ぱっと一人分のスペースを移動。

　透とおるから視線を背そむけ、

「いちる……？」

　と動どう揺ようする兄へと向かって、

「んぅぅ……っ、も、もしかして、おにいちゃんご主人様は、スピカ先輩とも、こ、こういうこと、したりするんですか……!?」

「い、いやっ、あのっ！」

　するわけないよ!?　ともちろん透は答えたかったのだが、いや？　頭を撫なで撫ではなくとも、もっと別の似たようなことをしたようなしないような……と、返答をためらっていると、

「んぅぅ、だ、だって……スピカ先輩は、おにいちゃんの、本当の『専属メイド』ですし……っ」

　いちるはひとり、なにかぽそぽそと透からそっぽを向いたまま呟つぶやいてから、

「わたしも、もっと、きちんとおにいちゃんだけのメイドができるように、気を付けます。……が、がんばります……ぅっ！」

　そうやってこちらを振り向き、見上げて、真剣なまなざしだったのだ。




　　◇




　──浮ふ原わらいちるは、実感していた。

『＠にゃんとらてぃっぷ』での研修と、兄との自宅トレーニングで、自分には着実に成果が出始めていると。

　今日もスピカ先輩と兄との、放課後の実じつ践せんを模したカフェでのやりとりでは、ご主人様からオーダーされたセットのサラダに小型のマンドラゴラを入れてしまったことくらいしか、失敗をしていない。

　一生懸けん命めいになりすぎると、どうしても余計なことをしてしまうのは、自分に自信のない証拠だといちるにもわかっていた。

　そう。わかってはいるのだけれど、いざ本番になってしまうと、どうしても緊張に耐えられずに身体からだが動いてしまう。

　一生懸命になりすぎないというのは、今まで、目一杯に努力をすることでどうにか周囲に追いついていた自分にとって、初めてに近い『力の出し方』である。

　どうしても感覚的に摑つかめないところがあったのだけれども、それが、だんだんとわかってきた気がする。

　おにいちゃんとなら、大丈夫なのだ。

　もちろん兄とのやりとりでも、自分はだいぶ緊張してはしまうのだが、おにいちゃんはそれをちゃんと許してくれる。

　受け止めてくれる。

　そして二人でトレーニングを繰り返すことで、努力が実を結び始めている気がするのだ。

　──さらには、

「おにいちゃん……」

　兄からプレゼントされた、一いつ対ついの髪飾り。

　自分でも不思議だった。

　前髪を完全に上げてツインテールなんかにしてしまったら、本当なら恥はずかしすぎてメイドなんてできないはずなのだ。

　けれども、ツキノは透とおるから髪をあげてもらった瞬しゆん間かんに、包まれた。

　兄の優しさに。

　それを実感した時、身体からだから震えのようなものが消えた。

　いつも凍こごえていたような自分のコアに、まるで柔らかな陽差しが降り注いだように、温かくほぐれた。

　そして思ったのだ。

　これが、本当の自分なのかもしれないと。

　そして、それを見つけてくれた兄と、もっともっと、こうしていたいと。




　もしかしたら、自分はメイドに向いているのかもしれない……。




　そんなふうに自分を見つめることができるのも、初めてのことかもしれなかった。

「んうぅぅぅう～っ」

　今まで感じたことのない種類の嬉うれしさに包まれていたいちるは、『＠にゃんとらてぃっぷ』のスタッフルームの椅い子すに腰掛けながら、今日受けたアドバイスや気付いたコトをメモっていたノートとペンに視線を止める。

　今なら、あの時のコトを思い出せる。

　クラスの問題児男子をなぜか改心させ、その勢いのまま、まだそれどころじゃなくて決まっていなかったクラスの委員長に抜ばつ擢てきされてしまった、あの時。

　自分はそれを拒否するコトもできずに、されるがままに、その役職を引き受けてしまった。

　正直、その日は一日、怖くて震えが止まらなかった。

　まさか自分がそんな責任ある立場になってしまうなんて。

　それからいちるは何度も兄に相談しようと部屋の前に行っては立ち止まり、その度に、自分には、兄に自分の今の状況を説明する勇気すらないことに気づき、さらに深く落ち込むことになったのだ。

　そんなある日、彼女は兄の変化に気が付く。

　そしてその時に強く思ったのが、『自分は置いていかれる』という恐怖だった。

　その恐怖に押されるようにしてここまで来たのだと、改めていちるは気付く。

　けれど、今、自分の背中を押してくれているものは、それとは違う。

「おにいちゃんと、いつまでも一いつ緒しよにいられるかもしれない……」

　彼女は、『メイド』という存在に、かつてない輝きを見ていた。

　だから兄の透とおるのコトを、もっと知りたかった。

　自分はおにいちゃんに変えてもらったのだ。

　吹き上がるような嬉うれしさを感じるその現状は、同時に恐れてさえいた兄の透の『変化』に興味を抱いだく余裕すら、いちるに与えていた。

「あ、あの、スピカ先輩……」

　ツキノは、同じ机の向かい側で、なにかの資料を整理していた先輩メイドに声をかけた。

「なに……？　ツキノちゃん」

　大きめの封筒から書類を引っ張り出し、それに目を通しながらメモを取っていた先輩ネコ耳メイドのスピカは顔を上げ、自分が担当している後輩メイドに視線を向けた。

　スピカはこの日、髪型をツインテールに変えていたツキノに驚いたし、そのおかげなのか、さらに成長を見せていた彼女にある種の頼もしささえ感じている。

　そこへ、

「せ、先輩って、ご主人様の……──」

　もちろんツキノが言う『ご主人様』とは、このスタッフルームの外で、特別に店を開けてくれた熊くまのような店長となにやらお喋しやべりしている浮ふ原わら透のコトである。

「ご……ご主人様の、」

　言い淀よどむツキノが放つ気配は、なぜかドキドキし始めたスピカの時間感覚をぎゅっと引き延ばし、

「『専属メイド』、なんですよね……？」

「んにゃあああっ!?」

　ぱぁんっ！　とゴムが一気に戻ってくるように、スピカの顔面を打った。

「ど、ど、どどど、どうして、ツキノちゃんが、それを……ッ!?」

　先輩メイドを激しく狼ろう狽ばいさせてしまった新人メイドたるツキノは、慌あわてて言い訳をするように、

「そ……それは、二人の様子を見ていて、そうなんじゃないかな、って……」

　それを聞いた先輩ネコ耳メイドは、重くて甘い息をゆっくりと吸い込むみたいな、複雑な表情をしてから、

「……ほ、他の人には、絶対に、言ったら、だめにゃん……っ」

「せ、先輩……っ!?」

　テーブルの向かい側にいたスピカは一いつ瞬しゆんでツキノの側そばに回り込み、彼女の両手をとって、

「で、でも、でもでも、ご主人様とは、きちんと、きちんと『メイド』と『ご主人様』の関係なんだにゃんっ！　スピカは、なんにもやましいことなんて、してないんだにゃんっ？」

「は、はい……！」

　圧倒されるツキノの手を、スピカはそのまま、まるでご主人様の手であるかのようにひっしと握りしめ、

「ふぅぅう……」

　と、なにやら濃こゆい息をついている。

「でも……、最近なんだかスピカ、おかしいのにゃん」

　その時、今まであった先輩と後輩の境界線のようなものがぷつんと消えた感触を、ツキノは確かに感じていた。

「スピカ、ご主人様の『専属メイド』なのに、ご主人様を、前にすると……」

　そしてさらに、ずっとずっと誰にも言えなかった想いを受け取ってもらうかのように、ぎゅっとツキノの手を握りしめ、

「ちかごろ、なんだかドジばかり、しちゃって……」

　──ツキノは、スピカの手からから伝わってくる熱さに、驚きを隠せていなかった。

「え、でも、そんなふうには……」

　咄とつ嗟さにそう漏もらせば、

「そ、それは、ツキノちゃんの前だから、がんばっているんだにゃんっ。もし、そうじゃなかったら、きっとまた……」

　ツキノはまるでスピカの悩みが移ったかのように胸が苦しくなる。

　そして、確信してしまうのだ。

　この熱が、兄を──

「いっそもう、スピカは、ご主人様の『専属メイド』じゃ、なくなったほうが……」

　胸にきゅうっと鈍にぶい痛みが走ったのは、ツキノも同じ。

　そして直感する。

　──このスピカ先輩の気持ちを、もしもおにいちゃんが知ってしまったら、絶対に、さらにもっと遠い、手の届かないどこかに行ってしまう……っ！

　双そう方ほう二つの想いに、彼女は貫かれ、

「だ、だったら……、わたしが、ご主人様の、『専属メイド』に……」

　ツキノは最初、そんなコトを言う誰かに驚き、

　その一拍後、愕がく然ぜんとした。

「え……？」

　言ったのは、自分だった。

「ツキノ、ちゃん……？」

「あ、い、いえ、なんでもありませんっ！　わたし、な、なにを言って……っ!?」

　突然降って湧わいたようなその一言を、スピカもツキノも、まるで自分自身のドッペルゲンガーを目の前にしてしまったかのように啞あ然ぜんとしている。

　まるで双そう方ほう、自分が思おうともしなかったことを、

　けれど、恐れるかのように自分がもしかしたら、そうなってしまったほうが楽なのではないのかということを、弱くなってしまった心が言わせたかのような。

　そしてふと気が付き、相手がスピカ先輩だから、ツキノちゃんだから、そんな弱音のようなものを、こぼしてしまったんじゃないかと、二人は互いに改めて緊張し合ってしまう。

　──そんな、張り詰めた空間自体を、まるで確かめるように、




〈こんこん〉




　と、その時、ノックの音が揺ゆらめかせる。

　なんとものんきなその報しらせを告げた扉は、少しだけスキマを広げて、

「ねえスピカ、店長さんが、ちょっと話があるって──」

「はぅ！　ご主人様っ!?」

「あ、今、お邪じや魔まだった……!?」

　スピカが透とおるに改めて紹介した『＠にゃんとらてぃっぷ』の店長さんは、紳士的な熊くまみたいな男性である。

　その店長さんがどういうわけだか、一目透を見た時から妙みように彼を気に入ってしまったのは、紳士的な熊店長は実は女の子に一切興味がないのだという噂うわさを知るスピカからすれば「どどど、どういうことだにゃん!?」と、気にはなったが、それって単なる風の噂だし……

　一方、スピカとツキノが隣り合って、なにやら真剣に向き合っている現場を目撃した透は、咄とつ嗟さに身を引こうとしているのだが、

「そ……そんなこと、ないにゃんっ！　ね、ツキノちゃんっ！」

「は、はいっ！」

　慌あわてて距離をとる二人は、「あ、あははは……」と、お互いに笑えみを交わし合い、

「あ……あの、じゃあわたし、今日はこれで、帰りますっ」

「う、うんっ、気を付けて、ツキノちゃんっ」

「え？　あ、うん、気を付けて……！」

　メイド服の上から長めのカーディガンを羽織ったツキノは、カバンを片手にスタッフルームを出ていってしまうのだった。




　　◇




「なにか、あったの……？」

　残された二人。

　スピカと透とおるは、部屋を出ていってしまったツキノの慌あわてようにぽかんとしていたが、

「な、なにも、ないにゃんっ！　ちょっとだけ、ご主人様のコトを、話してただけで……」

　スピカは咄とつ嗟さにそう答えていた。

　説明できるわけがない。

　自分がご主人様に感じている、言葉にならぬためらい。

　そしてツキノが咄嗟に漏もらしたあの一言。

　その想いが奔ほん流りゆうとなってスピカを揺ゆさぶっている今、彼女はそれを言葉にすることはおろか、まともにご主人様の顔すら直視することができないというのに。

　一方、透としてはツキノと一いつ緒しよに帰る約束こそしていなかったが、いつもと様子が違っていた妹のことが気になってしまう。

　だから、

「スピカ？」

　明らかに様子がおかしいスピカに、透は声をかけたのだが、

「ふ、ふにゃぁあっ！」

　そっとそっと、それこそ子こ猫ねこのようにご主人様から距離をとろうとしていた専属メイドはそれだけでピクンと反応。

　咄嗟に透へと振り向いて、

「ひにゃ……ぁっ!?」

　振り向いた瞬しゆん間かん、近くにあった椅い子すに足をとられていた。

「ちょ……っ！　スピカ！」

　それを反射的に透が支えられたのは、やっぱり偶然。

　ご主人様としての心がけがあと少しでも足りなかったら、身体からだがサッとは動いていなかったであろう、ちょっとした奇跡だった。

　なにしろいつもは結構ぽやんとした透なのである。

　けれども、

「あ……あああっ」

　そんなプチ奇跡な状態──背中から透とおるに受け止められている──にも関かかわらず、メイド少女はまるで、スイッチを押されたかのように微かすかな声を漏もらす。

「もしかして、ツキノちゃんは、こ、こんな、ご主人様の、コトを……──」

「ど、どうしたのスピカ？」

　様子がおかしいのは妹のツキノだけかと思ったら、スピカまでなにやら不安定になってしまっていることに透はようやく気が付く。

　──いや、スピカはずっと二人きりの時にはこうだったことを、思い出す。

　そんな透に、

「ご……ご主人様。も、もしも──」

　スピカは固く、言いかける。

　そして今から口をついて出ようとしているのは、もちろん想いの上うわ澄ずみ……。

　咄とつ嗟さにそれに気付いた彼女は、ハッと口元を押さえて、

「──や、やっぱり、なんでもないにゃんっ！」

　ぱっと視線を斜め下に向けたまま、透から距離を取る。

「スピカ……？」

　透がずっと抱いだき続けていた不安。それがこの時、

「あ、あの、ええと……」

　目の前に彼女がいることで、崩れるようにしてあふれ出す。

「なにか、スピカに悩みがあるのなら、また、前みたいに、言って欲しいんだ」

　──その言葉は、後からしてみれば確実に室内の空気を変えてしまっていて、

「ぼくも、なにかできるかもしれないし……」

「わ、わかったにゃん」

　スピカの返答は、ご主人様である透が残した余よ韻いんを引き継ぐようだった。

「で、でも、今は──」

　二人の呼吸と動きが、それで止まる。

「今はスピカ、悩みとか、ないんだにゃんっ？」




　　◇




　浮ふ原わら透がとりとめもない休日に委員長・鈴すず木き未み翠すいと対面するコトはごく稀まれである。

　鈴木未翠と親しく知り合うようになってから、委員長である彼女と学校のない日に会うコトができたのは、かつて数週間前、メイドのスピカとの『お出かけデート』の帰りに偶然、駅のホームで遭遇した一度きりだけであった。

　時は移ろい、舞台は週末。

　委員長・鈴すず木き未み翠すい待望の『マリー・アントワネット展』へのお出かけ日が到来した。

　透とおるが待ち合わせの場所である地元駅の北口、『二人寄り添う少女像』へ到着したのは、実に約束の時間の二十分前だった。

　のだが、

　白い鈴すず蘭らんの花を思わせる鍔つば広ひろの帽子に、薄紫のカーディガンとクリーム色の細身のワンピースという、学校での彼女からするとちょっと想像できない可か憐れんな姿で肩掛けカバンをぎゅっと握る委員長は、既に、そこにいた。

「んっ!?」

　透は思わず二度見する。

　見間違えかと思ったが、やはりそこにたたずんでいたのはあの委員長であり、彼女はどう表現をこねくり回したって、一ひと言こと、可愛いとしか表現できなかった。

　最初は別人かとも思ってしまったのだけれど、時折見える横顔はどうしてもあの鈴木未翠さんにそっくりだし、やっぱりそれがどうやら委員長なのだと確信するにつれ、透の鼓こ動どうはさらに深く、高くなり、否いや応おうもなく透を翻ほん弄ろうする。

　なにしろ、スピカにああも真正面から『悩みはないにゃんっ』と言われてしまったのが数日前で、それから透は、学校で委員長とも視線が合った瞬しゆん間かんに、

「「は……っ！」」

　と慌あわててお互い逸そらしてしまうくらいギクシャクした関係が続いてしまっているのである。

　そしてそのまま、約束の日がやってきてしまったのだ。

　透はこのまま委員長に声をかけていいものか、だめなものなのか、咄とつ嗟さに判断ができない。

　もしかしたら元通り、仲直りができるチャンスかもしれないと思ってここまで来てしまったが、いざ、彼女を目の前にすると、公園のベンチに置き去りにされて雨に打たれてしまった麩ふ菓が子しのように自信が崩れてくる。

　もしかしたら、委員長は今日の約束なんかすっかり忘れてしまっていて、全然別の用事でたまたまここにいるだけかもしれないではないか……!!

　透はすごく、テンパッた。

　情熱に燃える『セミマン』が、七日目にしてようやく一人目の女の子に声をかける時よりも、もしかしたらひどいありさまかもしれない。

　あがあがと指先が痺しびれるほどパリパリになってしまった彼は、そのまま歩調を緩ゆるめることも忘れ、

「ぅあ……っ！」

　いつのまにか、鈴木未翠さんとおぼしき少女の目の前までやってきてしまい、咄嗟に〈じゃりっ〉と、そこで立ち止まってしまう。そして、

「あ、あの……鈴すず木き、未み翠すいさん……でしたか？」

　なんかよくわからない言葉が、出た。

「は、なっ!?」

　その白い鈴すず蘭らんを思わせる帽子の鍔つばで表情を隠したままの少女は、カバンをぎゅっと握ったまま硬直していた。

　しまった！　と透とおるの方こそ焦あせってしまう。

　突然近寄ってきた男に声をかけられたら、そりゃ誰だって怯おびえるよ!?

「あ、い、委員……ちょう……っ？」

　だから慌あわてて透は一歩引くようにしてそう言えば、

「と……透くんっ!?」

　それでようやく、彼女は顔を上げてこちらを見てくれて、

「キミは、なにを考えているんだッ!?」

　案の定、喝かつが飛んできた。

「そうやって勢いよく近寄ってきて、突然名前を呼ばれたりしたら、わ、私じゃなくたってびっくりするだろう普通っ!!」

「ご、ごめん……委員長！」

「しかも透くん、さっきちょっと低い声を出しただろう！　絶対に私をびっくりさせるつもりだったな!?」

「え!?　そ、そんなことないよ委員長っ！　ぼく、普通に声をかけただけで……っ」

「愚おろか者！　透くんの愚か者ぉっ!!」

　委員長は咄とつ嗟さの緊張状態から解放されてテンションがおかしくなってしまっていたし、透は自分のミスを責められて動転していたから、この時、半月メガネの優等生がぽかぽかと彼の胸を拳こぶしで叩たたいていたコトとかも、二人は意識できていない。

「ほ、ほら委員長、電車の、時間とかは……？」

「は……っ、う、うん。まだ、大丈夫だが、そろそろ、ホームに移動しておくか」

　溜たまってしまっていたうっぷんのようなものをひとしきり透にぶつけて気が済んだのか、構内に向かってスタスタと歩き出す委員長に続くようにして、透も後を追う。

　が、

「……だいたいキミという人は、マメなようで、やり方がいつも雑なんだ。教室でもそんな……──透くん？　どうしたんだぼうっとして。まだ眠いのか？」

「へっ!?」

　お小こ言ごとを耳に収めながら、改めて私服委員長の後姿に見とれていた透は、びくっと顔を上げて、

「う、うぅうんっ！　か、可愛かわいいと思うよ？　すごく、こういうの、委員長らしいというか、なんというか……」

「はっ？　な、透とおるくんっ？　なにを言っているんだ！　もう、もうあまり、私をじろじろ見ないでもらえないかっ!?」

　未み翠すいは咄とつ嗟さに透の視線から自分を守るようにして身をすぼめ、顔を伏せる。

「まったく、最初からこれでは先が思いやられる。今日は色々あるというのに……！」

「え……？　いろいろって、今日は美術館だけじゃないの？」

「う、うるさいぞ透くんっ！　キミは今日は……黙だまって、わ、私についてくればいいんだっ！」

　言葉とはうらはらに、委員長はまるで恥はずかしがり屋の妖よう精せいが花のつぼみに隠れてしまうように、帽子の白い鍔つばが自動的に彼女の表情を隠してしまう。そして透はこの日、なんどもこの帽子によって、委員長の表情をうかがうのを邪じや魔まされてしまうことになる。

　たとえば、駅のホーム。

「はっ……！」

　電車を待っていると突然、鈴すず木き未翠は愕がく然ぜんと声を上げる。

「ど、どうしたの？　委員長」

　先刻『じろじろ見ないでもらえないかっ！』以降、会話が途絶えてしまっていた二人である。

　そこへ驚きの声を漏もらし、あわあわとなにかを探っているような未翠に思わず透が問えば、

「い、いや、メモが……（ごそごそ）」

「メモ？」

「キミとの会話が行き詰まった時に参考にするための話題を書いたメモを、どうやら、忘れてきてしまったらしい……。しまった、どうすれば……」

「……い、委員長……？」

「ぁあぁっ」

「待って委員長!!　ど、どこに行こうとしてるの？　取りに帰るの!?　大丈夫だから！　話題はぼくがなんとかするから！」

「離すんだ透くんっ！　私はただ帰るんだーっ！　もう戻ってくるつもりはないぃぃいっ！」

　この時も、終始委員長はうつむいたままで帽子の中に隠れてしまっている。

　──どうにか、電車内。

　透は委員長を帰宅させなかった責任を取るために、ドア付近で景色を眺ながめながらちょっと拗すねてしまっているような彼女へと、「昨日よく眠れた？　ぼくは全然で！」とか、話し掛けていた。

「で、やっと眠れたと思っても、夢の中にまで委員長が出てきちゃって、でもなぜかメイドの格かつ好こうで駅前にいたんだよ。もう本当にびっくりしちゃったんだけど、逆に委員長は『なんで透くんはご主人様の格好をしてこないんだーっ！』とか言ってぼくに怒ってくるし、……でもよかったよ正夢にならなくて。もし委員長があそこでネコ耳メイドだったら……、って、委員長？　あ、あれ……？」

　鈴すず木き未み翠すいの様子は、明らかにおかしかった。

　ドア付近にたたずんだまま、肩から提さげた少し大きめなカバンを両手で押さえつけ、ちょっと震えている。

　ピンと来ないわけにはいかなかった。

「まさか、委員長、そのバッグの中って……」

　しかし、帽子に邪じや魔まをされて鈴木未翠がどのような表情をしているのかがわからず、透とおるはますます焦あせってしまうのだ。

「ち、ちがうんだ、透くん！」

　なにも違くなかった。

　ご主人様の予想通り、未翠の肩掛けカバンの中に一式揃そろってしまっている。

　メイド服をはじめとした、ご奉仕セット一式が。

「ただ、なにが起こるかわからない世の中だ。備えあれば憂うれい無し。色々持ってくればよかったと後悔しないために準備しているだけで、決してコレを着てキミの家でどうかしようとか思ってすらいないんだ信じてくれ！　これは、イザという時の、ためであって──……っ！」

　そしてもちろん、イザという時はやってくる。

　現代国立美術館の企画展として行われている『マリー・アントワネット展』はとても賑にぎわっていた。

　開館時間前に到着した二人は、入館を待つ行列に並ばなければならなかったのだが、鈴木未翠はかえってそれが嬉うれしいとでもいうように、わくわくうきうきと館内へ脚を踏ふみ入れる。

　やがて、

「──い、委員長っ!?」

「すまない透くんっ！　こんなコトになるとは、私だって思わなかったんだっ！」

　展示ホールを回り始めて三十分後。

　透と未翠は、休きゆう憩けいスペースで荒い息を吐はいていた。

　ガラスケース越しではあったが、マリー・アントワネットが所有し、愛用していたという数々の品物は見事なものだった。

　パンフレットにあるように、それらは美術品としても通用するくらい美しく、精せい緻ちな意い匠しようがこらしてあるのだが、やはり、飾られる為にのみ作られたものが持ち得ない生々しさが宿っていた。

　肖像画やアクセサリーなどはまだよかった。

　しかしそれが、磨かれ続けるコトによりミクロン単位で摩ま耗もうした銀食器や家具。手入れが行き届いて職人の魂が宿ってしまったようなソファー、乳う母ば車や置き時計などの日用品に至った時、ついに鈴すず木き未み翠すいの中にあったある種のゲージが振り切れた。

「……ぅ、うにゃぁあんっ！」

　彼女は堪たえに堪えたのだろう。

　その兆候を、透とおるは確かに感じていたのだが、もはや値段をつけることが不可能と謳うたわれた、マリー・アントワネットが愛用したとされる大きな革製の旅行カバンに収められた移動用茶会セットの前にたどり着いた時、

　鈴木未翠は委員長の外見でありながら、その瞳ひとみ、その仕草はすっかりメイドのスピカとなって、ご主人様を見上げていたのだ。

　──イギリスを中心にヨーロッパ社会に出現し、そして日本に咲いたメイドという文化。

　その歴史の一端を担になうことを自らに課していると言っても過言ではないこのネコ耳メイドにとって、そこにあったものはまさしく【原本】のようなものなのだろう。

　そもそも透からして、ガラスケースの中の美術品から醸かもし出されるオーラには感じ入るものがあるのだ。

　おそらく、委員長にとっては最初から大変なコトになってはいたのであろう。

　透は咄とつ嗟さに彼女の手を引いてその場を離れ、比較的人目の無い、廊下の端の休きゆう憩けいスペースのベンチへとやってきた。

「あ、ありがとう、透くん。あのままだったら、私は、あの場で……」

　そう。きっとあっという間にメイドルックに身を包み、堪こらえきれないメイドのソウルをご主人様に向けていただろう。

「でも、いい刺激にはなってるんじゃないかな」

　透は廊下にあった自販機でミネラルウォーターを二本買い、片方を差し出しながら、あえて良い面を強調する。

　委員長はコクリと頷うなずき、礼を言いながらペットボトルを受け取り、

「確かに、想いを新たにするところは大だ……」

　未翠はパキパキとミネラルウォーターの蓋ふたを開けて、喉のどを湿らせる。

　そして、

「透くん、キミにはいつも、世話になっている気がする」

「委員長……？」

　透にとってその言葉は、意外な角度から胸を突っついてくる。

「前にも説明したと思うが、私にとって『スピカ』とは……」

　ベンチに座る未翠は、傍かたわらに自分のカバンを、なにかをなだめるように撫なでながら、

「……この自分を保つための、もう一人の自分のようなものだ」

　改めて、そう説明する。

「だから、透くん」

　名を呼ばれ、隣に座った透とおるが振り向けば、

「ここで一度やっておけば、もう大丈夫だと思うんだ。今すぐ『スピカ』になっていいだろうか……っ！」

　委員長の瞳ひとみは、半月メガネの奥で、ちょっとぐるぐるしていた。

「ほ、本気なの委員長ッ!?」

　こくんこくんと無言で頷うなずく彼女は、本気らしかった。

　現に委員長の両手は透の腕を摑つかんで離さない。

「でも、どこでッ??」

　透はこのとき、委員長の要望を「それはダメーっ！」と一いつ蹴しゆうしなかった。

　それよりも彼女なら現実的な不可能さを納得させた方が早いと思ったからである。

　ここは公共施設だった。

　委員長がメイドになりたいのなら、どこかで着替えなくてはならないし、そして『にゃんにゃんたいむ』は誰も見ていないところでやらなければならない。

「そ、それは私が裏メイド奥おう義ぎの一つ、《メイド空間ゾーン》でなんとかするから！」

「とりあえず落ち着いて委員長っ！　裏メイド奥義の一つ、《メイド空間》てなに!?」

　どうやら、だめなようだった。

　──二人のこのやりとりは、『マリー・アントワネット展』を普通の目的で楽しんでいた観覧者達の目を、多少引いている。

　透はそれも意識してはいたが、周囲の目が、透と委員長をテンションの高いカップルとして見ているコトには気が付けなかった。

　そんなことより、彼は委員長をなだめることに精一杯だったのである。

　だから、鈴すず木き未み翠すいと浮ふ原わら透のそんなやりとりを眺ながめる者の中に、

　早い時間に家を出た兄を見送った人物が混じっていたことにも、もちろん、気が付いていない。
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「おにいちゃんが一いつ緒しよに出かけるっていう相手って……」

　浮原いちるは、咄とつ嗟さに太い柱の陰に身を隠していた。

「あの、鈴木未翠さんだったんだ！」

　同日、同場所。彼女は兄の後をつけてここに来たわけではない。

　これから本格的に、そして真剣にメイド文化の門をくぐろうとする近隣の少女達なら、この『マリー・アントワネット展』をスケジュールから外すことなど絶対にできない。

　メイドの根幹はヨーロッパにおける文化文明の繁はん栄えいと重なる。

　その片へん鱗りんを生で実感できるとなれば、『＠にゃんとらてぃっぷ』がこの話題で持ちきりにならないわけがない。

　でも、

「なんで、……おにいちゃんが、こんな所に？」

「なにやってんの、いちる」

　美術館の廊下の影であわあわしている浮ふ原わらいちるに声をかけたのは、いちると同じクラスメイトで友人の及おい川かわ里り呼こ子こであった。

「んぅぅ……ココ、どうしようおにいちゃんが！　お、おにいちゃんが……」

「はぁ？」

　ココと呼ばれた友人は、太い柱の陰に隠れて向こう側を指さすいちるにしたがって、ひょいと顔を覗のぞかせる。

「うん、あそこにいる、なんかぽやーっとしたのが、あんたの兄ちゃんだよね……」

「ね？　前より、ずぅぅっとかっこよくなってるでしょ……？」

　学校では美術部とバトミントン部を掛け持ちしている及川里呼子は、いちるにこの美術館に誘われた際、別に断る理由もないし暇だし、という理由からこうして付き合っている身だったが、まさか友人の兄に対する惚気ノロケを聞かされるとは思わなかった。

　ので、

「……う、うん」

　と、ここで色々思うところを述べても長くなってしまうので適当にいちるへ答えて、

「で、あれがどうしたの」

「んぅぅ……おにいちゃんの隣に、女の人……いるでしょ？」

「いるね。なんか、すごい……委員長みたいなのが」

　ココはもう一度、ちらりといちるの兄を覗き見て、その隣でなにやら赤い顔をしている、スレンダーめな『半月メガネに固く縛しばったお下げ』の女の子に目を留めながら頷うなずく。

「んぅぅぅ……、あの人、おにいちゃんの同級生なんだけど……」

「へー。じゃあ、あのヒトがあんたのおにいちゃんの彼女カノジヨなの？」

「あっ、ち、ちがうっ！　ちがう……と、思う……けど。……ねえ、ちがう……の？　ねえココ、そうなの？　あの人、本当に、おにいちゃんの、まさか……っ」

「いや、知らないけど──」

　透とおるとツレの女性がこちらに全く注意を払っていないのをいいことに、ココはジロジロと向こうの先輩二人を観察してから、

「んー、違うんじゃないかなぁ。あの二人って、なーんかカレシカノジョって感じが……、しない、んだよね」

「ほ、ほんとうぅ!?　で、でも……そう、だよね。だって、おにいちゃんは友達と出かけるって、言ってたし……！」

「じゃあ、やっぱりあの二人は友達なんじゃない？」

「んぅぅ……っでもでも、女の人の友達だよ？　仲良すぎたら、おかしいよぅ」

　完全に下ろしてしまっている前髪をくりくりと捻ねじるようにいじくるいちるに対して、ココは「あー」とショートカットの頭を搔かき、

「もしもだよ？　あの二人が付き合っていたとして、こんな所にデートに来るものかなぁ。もしかしたら単なる社会科見学かもよ？　あのヒト、なんか委員長っぽいしさ」

「んぅー」

　もじもじは直らなかったが、どうやらいちるはココの言葉に一定の納得を示したようで、落ち着きを見せ始める。

　あの兄が女の子とデートをするよりは、なぜか社会科見学という方がまだ信じられるらしい。

「いちる、あんた最近お兄ちゃんのことばっかだもんね。このブラコンめ」

　そんな黒髪の友人の様子に呆あきれたのか、ココがそう肩をすくめてみせれば、

「ち、ちがうよぅ！　ココは変なこと、いわないでよぅ！」

「んじゃ、ほら」

「……え？」

　黒い前髪の奥で頰ほほを染めているらしき友人の隣となりへ、すすっとショートカットの友人は回り込み、

「声、かけないの？」

　そっと、いちるの肩を押す。

「…………ッ!?」

「あんた、さっきまで展示品を見ながら『メイドで自分を変えられるかも』とか言ってたじゃん」

「んぅぅぅ……っ！　で、でも、それと、これとはぁ……っ」

　唯ゆい一いついちるが、自分から『メイドを始めた』と打ち明けていたのが、この、中学校からの友人であるココであった。

　というか『＠にゃんとらてぃっぷ』が新人メイドを募集しているという情報を、たわむれにいちるへ持ってきたのが、この及おい川かわ里り呼こ子こだったりするのだ。

　消極的な彼女を最初にけしかけるのは、往々にしてこのココなのだが、

「や、やっぱりだめぇっ！」

　いちるはやはり、ココに抱きつくようにして隠れてしまう。

「だって、なにを言っていいか、わかんないっ」

「んじゃ、あたしが」

「んぅぅぅ、だめだったらココ……っ！」

　柱の陰からナチュラルに兄と鈴すず木き未み翠すいの元へ向かおうとするココをいちるは必死に引き留める。ここであの二人の前に姿を現してしまったら、自分はどうなってしまうかわからない。

「も、もしかしたら……」

　最悪、自分はあの鈴木未翠さんから兄を引きはがして、衝動的にそのまま家に持ち帰ってしまうかもしれない……！

　そんなコトになったら、兄にどんな言い訳をしたらいいのだろう。

　けれどそのまま、全てを見なかったコトにもできないいちるである。

　いちるとココは、まるで夫の浮気現場の証拠を押さえる探偵と主婦さながらに、透とおると委員長・鈴木未翠の後を追う。

　もはや『マリー・アントワネット展』どころではなくなっていた。

「見れば見るほど、なにやってるかわかんないな……」

　がっちりと自分の肩掛けカバンを押さえつけるようにして展示を見続ける委員長少女と、しきりにそんな彼女になにかを話し掛けている浮ふ原わら兄。

　この二人組、自称恋愛研究家であるココから見れば、かなり謎なぞなツーマンセルである。
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「って、いちる？　あんたのために見張ってるんだから、ちょっとは協力したら？」

　一方、浮原妹はココの背中に隠れるようにして、ちっとも二人を観察しようとせず、

「んぅぅ、あの二人、手とか繫つないでない？」

　と、報告をもらうばかり。

「いや、全然そういう気配とかない」

「ココ！　あんまり顔出したら、見つかっちゃう……！」

「おっと」

　自分も熱中して身を乗り出していた自覚があったのだろう。さっと身を引き、改めていちるに向かい合った。

「……いちるはさ、」

「んぅぅ、なに？」

　ココは顎あごに手をあて、もう片方の腕を組むように胸の前にして友人を眺ながめ、

「確かにここ最近ですごく変わったのかもね。教室の隅すみで委員長になんかなりたくないよーって、ぴぃぴぃ泣いてたくせに」

「そ、そんなの、一番一生懸けん命めいにわたしを委員長に推おしてたのはココだもん……っ。へらへら笑いながら！」

「はいはい」

　ココはいじけるいちるの頭を撫なでつつ、

「でも、よくがんばってるよ、いちるは。あたしもあんたがこんなにできるとは思ってなかった」

「ええ……、今さらそれはひどいよココぉ～……」

　美術館の物陰に隠れつつ、「うひひひ」といちるの背を叩たたきながら、

「ところで、」

　ココはそっと、浮ふ原わら兄と委員長がいたあたりに視線を向け、

「あの二人、いなくなっちゃったけど？」

「んぅぅうっ!?」

　既に美術館の出口にほど近く、時刻はお昼を回っている。

「ひょっとしたら、あの二人は、もう……！」

　慌あわてていちるとココはいなくなってしまった二人を捜さがし回る。

　美術館を後戻りはしていまいとも思ったが、見逃したものがあるとかなんとかで後ろにいってしまっているかもしれないし、もう外に出てしまっているならば、美術館の周囲には広大な公園が広がっているのだ。

「いちるー、もう諦あきらめれば？」

「んぅぅう……」

　透とおると鈴すず木き未み翠すいを捜し回る二人組は、館内を一通り見て回り、美術館を抜けて陽ひの明るい公園を右往左往してから、人通りが特に多い、ケバブやコーヒーを売るキッチンカーが集まる広場で立ち尽つくす。

「どうせ見つけても、兄ちゃんに声かける勇気もないんだからさ」

「ココのいじわる……」

「だから、その時はあたしが声をかけてやるって言ってるのに」

「それもだめっ！　もう……ココにはデリカシーがなっ……」

　自分をからかうココを追いかけるいちるが、不意に、

「……あ、ご、ごめんなさい……っ！」

　勢い余ってそこに通りがかった誰かに〈どんっ〉とぶつかってしまう。よろめく彼女を「おっと」と支えた誰かに、いちるは咄とつ嗟さに、

「す、すいません、大丈夫で……──」

　振り向いて硬直。

　なぜなら、そこには、今までずっと捜さがし続けていた、

「おにい、ちゃん……？」

「……い、いちる？」

　浮ふ原わら透とおるが、突っ立っていたからだ。
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　ここに来て、またしても透は〈ぽぉーっ〉としていたと言わざるを得ない。

「んぅぅあっ、お、……お、おにい、ちゃんっ!?」

　と、自分にぶつかってきた少女＝イコールその正体は妹のいちるがオロオロとこちらを見上げている間も、

「あれ？　どうしたのいちるー」

　こんなところで出会ったしまった偶然を喜ぶようにびっくり笑え顔がおを浮かべたりしているのだ。

　なおかつ、

「もしかして、いちるも『マリー・アントワネット展』に？」

　とか、なにげなく聞いちゃってるのだから、透は今日という休日を満まん喫きつしすぎである。

　もちろん兄のそんな問いに、妹である黒髪の少女はこくこくこくっと頷うなずくことしかできないのだが、そこへ、

「こんちわっす」

　友人である短髪の少女が助け船を出すかのように透の注意を引く。

「あ、えっと……確か、……ロココちゃん？」

「ココです。ロが余計っすけど、うぃす、お久しぶりです」

　浮ふ原わら透とおるは妹の友人である及おい川かわ里り呼こ子こと面識があった。

　彼女はテスト期間中などによく、いちると一いつ緒しよに浮原宅で試験勉強していたりするのだ。

　ココは妹の親友と言っていい。

　そんなわけで、

「あ、今日は二人で来てたんだ。そっかー、言ってくれれば、僕も委員長と来てたから……」

　透は、

「委員長……と？」

　そこでようやく、

「……はぁああッ！」

　自分がどんな状況に置かれているのかを、思い出す。

　こ……このままだと、また鉢はち合あわせしちゃうよ委員長といちるがッ!!

　い、委員長は？　そういえば委員長はどこにッ!?

　問うも愚おろか。そんなもの、自分はわかりきっているではないか。

　彼女は、今、

「待たせたな透くん」

　彼は咄とつ嗟さに、その声、背後を振り向けない。

「この公園に出ているカフェのソフトクリームも研究に値あたいするモノが多くてな」

　そう、委員長は「ここで待っていてくれ。キミに是ぜ非ひともご馳ち走そうしたいモノがあるんだ」と、ソフトクリームの屋台にスタスタと歩いていってしまっていたのだ。

　そんな彼女が、帰ってきた。

　ゆっくりと向き直った透は、そこに目撃する。

　両手に一つずつソフトクリームを握りしめ、どこか気分一新、それでいて浮かんでしまう笑えみをできるだけ澄すんだ気配で抑えつけるような表情の委員長が、ワンピースの裾すそを揺ゆらしながら、

「朝、通りかかった時に『期間限定・マリー・アントワネット・ソフト』というのがあったんだ。いったいどんな味がするのだと思っていたのだが──」

　半月メガネの奥の瞳ひとみをキラキラさせたまま、かぷりとソフトクリームの先端に口をつけ、

「ん……なぜかチーズケーキ味だぞ！　透くんも一口どうだろう」

　それを差し出してくる。

「い、委員長……？」

　透は、流れるように進んでしまう目の前の状況、そして溢あふれるように迫せまってくる委員長の行動に息が止まってしまう。その結果、

「あ……、い、いや、す、すまないっ」

　鈴すず木き未み翠すいは自分のテンション高めな行動が、客観的にどんなふうに見えているのかを、超意識することになった。これではまるで──

「ち、違うんだ透とおるくんっ！　これはその、あ、味がわからないうちに、二つとも『マリー・アントワネット・ソフト』にしてしまうのは危険かと思って、片方はただのバニラで……」

　たちまちあたふた。耳の先まで朱色に染まって、

「だから、その、透くんが気にするっていうのなら、も、もう一個買って──」

「い、いいよ委員長っ！　それよりも……」

「勘違いするな愚おろか者ぉおっ！　私は──」

　キビスを返そうとするところを、透に腕をつかまれてしまった委員長・鈴木未翠はようやく、透の隣に並ぶ小柄な人影に目を留め、

「な……」

　ぱききっと、鈴木未翠が両手で持つソフトクリームのコーン部分が乾いた音を立てた。

「ななななななな、な！　なぁ!?」

　透が慌あわてて委員長から二つのおすすめソフトを受け取れば、

「なんで、ここに、キミの妹さんがいるんだっ!?」

「偶然なんだよ委員長！　なんか、いちるもたまたま来てたみたいで……」

「す、すいません！　すぐ、帰りますぅっ！」

　今まで呆ぼう然ぜんと委員長・鈴木未翠と兄のやりとりを見ていたいちるは、思わずそう言ってしまうが、

「い、いや！　すまない！　ちょっと驚いただけなんだ。これだと私が、妹さんを追い返すみたいじゃないか！」

　鈴木未翠もすかさず浮ふ原わらいちるへと頭を下げてから、彼女の兄である透へと同意を求めるように、

「そう、二人は兄妹じゃないか！　一いつ緒しよにいることになんのやましいところもないっ！　そうだろう？　透くん！　……って、キミはなんでのんきに『マリー・アントワネット・ソフト』食べているッ!?」

「え、あ、ごめん委員長っ!?　あ、あれ……っ？」

「ところで、」

　チーズケーキ味のソフトクリームの味を確かめていた透に驚きよう愕がくの委員長。そこへ割って入るように声をかけたのが、

「あ、どうも、自分は及おい川かわ里り呼こ子こって言います。失礼ですが、鈴木未翠先輩ですか？」

「……そ、そうだが」

　不意に登場した短髪少女に、鈴木未翠は見覚えが無い。が、雰ふん囲い気きから察するにおそらくは浮原いちるの友人なのだろう。

「自分、ファンです。握手してください」

「ココ……!?」

「なんでも、一つ上の学年にすごい委員長がいるとか……。武勇伝の数々は、部の先輩から聞いたりしています」

　初対面の二人のやりとりを見るいちるの動どう揺ようが、透とおるには手に取るようにわかった。

　なにしろ透自身も、ココのちょっと強引な介入に、委員長がどう動くのか予測がつかないのだ。

「まあ、どうせろくな噂うわさでは、ないのだろうが」

　委員長は、なんだか拗すねたようにそう言って、差し出されたココの手を握り、

「鈴すず木き未み翠すいだ。里り呼こ子こさん」

　透といちるは、同時に安堵あんどの息を吐つく。

　そして、

「これからお二人は、どちらへ？」

　及おい川かわ里呼子は、面前の透と鈴木未翠の両方へ問いかけるように、話題を振ってくる。

「そ、それはまだ、決めてないけど……」

　溶とけ始めている両手のソフトクリームをどうしていいかわからないまま、透がそう返せば、

「じゃあ、よかったらあたし達と一いつ緒しよに、ランチでも──」

　そんなフレンドリーなココに最後まで言わせなかったのは、

「い、いや！　すまないっ！　これから、私は透くんと行く場所があるんだ！」

　委員長・鈴木未翠であった。

「……へ？」

　一番びっくりしていたのはこの時、透である。

「お昼にはまた今度、誘って欲しい……っ!!」

　鈴木未翠はそう言って、すかさず透の背を両手で押すようにして、この場から撤退を開始する。

「ちょ、ちょっと、委員長っ!?　……あ、いちる、えっと、じゃあまたね！　ココちゃんも!!」

　二人は小走りに近いスピード、そして有無を言わさぬ勢いで駅前までやってきてしまう。

「うう……、透くん、すまない……っ」

　透はもちろん、咄とつ嗟さにあの場からこうしてここまで移動したことについて委員長は言っているんだろうと思った。が、鈴木未翠は続けて言った。

「しかし、私にも予定というものがあるんだ……！」

「予定……って、まだ、ぼくそれって、聞いてなかったり、する？」

「もちろん言ってない。けれどもいいんだ。なぜなら、今なら、ちょうど具合がいい！」

　なにがどう具合がいいのかサッパリわからなかったが、自信と期待に満ちた委員長を、どうやったら透とおるが止められる？

「これから、キミの家に行って、いいだろうか……！」

　そう、彼は制動をかけることすらできやしないのだ。

　委員長の唐とう突とつな申し出には、やばいやばいと思っていた透の両手のソフトクリームが、勢いよくドロッと垂れ流れるのみである。




　　◇




　──委員長・鈴すず木き未み翠すいの、唐突な申し出に対するいいわけ。




「だってこの前、こんどキミの家に行ってもいいって言ったじゃないかぁ……っ！」




　これに透は、ついに言い勝つことができなかった。

　というか透が委員長・鈴木未翠を……なんの言い合いでもいい、論破したようなことが今まであっただろうか。今回も、そんな戦績に一つ、恒例の黒星がついただけのことじゃないのか。

　しかも、どうやら委員長は最初から画策していたんじゃなかろうかという周到さだった……気もするのだ。

　ゆえに、

「ここが、透くんの部屋……」

　到着してしまっている。浮ふ原わら宅の、彼の自室に。

　もちろん透はだーだーと冷や汗をかいてしまっているが、数日前、鈴木未翠から電話で「今度、お邪じや魔ましてもいいだろうか!?」という問いに頷うなずいてしまってから今日まで、万が一の可能性を考え、チャンスを見つけては自分の部屋を掃除していたコトが、確実に彼を救っている。

「ふむ……ふむ」

　とた、とた、と一歩一歩を慎しん重ちように、かつ、大切にするみたいに委員長は室内に足を踏ふみ入れ、きょろきょろと男子の部屋を観察している。

「て、適当に、ベッドの上でも机の椅い子すでも、座ってて？　いま、なにか飲み物を持ってくるから！」

　いつ、なにを指摘されたり発見されたりしてしまうかわかったものではなかった。

　透はその緊張に耐えられず、ベッドと机と洋服簞だん笥すと本棚があるのみという、極めてありきたりな自分の部屋から一時撤退、一階に降り、キッチンをうろつき、冷蔵庫の中にキャップがまだ開けられていないオレンジジュースのペットボトルを発見。

　それをコップ二つとトレイに載せて階段を上がり、自室のドアを開けたら、

「おかえりなさいませだにゃん、ご主人様っ！」

　そこに、ふわんふわんのにゃんにゃんメイドがいた。

「ス、スピカぁ……っ!?」

「だって、だって、がまんが、できなかったんだにゃぁあんっ！」

　透とおるがここで、取り乱しまくらなかったのは、『我が家にメイドが出現』というハプニングが彼にとっては二度目だったからに過ぎない。

　しかも、スピカは片手になにかを持っている。

「ご主人様、こ、これ、これぇ……」

　それは、ピンク色の手の平愛情サイズ、家庭用のハンディカムであった。

「これ、え……？　な、なにを撮るつもりなのスピカ！」

「あ、じ、実は……」

　スピカはもじもじと言いづらそうにしているが、

「ねえそれ、ためらいながらも、ぼくをずっと撮ってない？　赤い録画ランプ点つきっぱなしだよね!?」

「あ、い、いやっ、これは、ご主人様の部屋にいるご主人様をじっくり録画するためじゃなくてぇ……っ」

　手ぶれ防止機構はついているのだろうが、メイド少女は抗議してくるご主人様にレンズを向けた腕を固定したまま、

「ご主人様がスピカと一いつ緒しよに、『にゃんにゃんたいむ』を踊るところを録画して──」

「動画サイトにアップするの!?」

「しないにゃん！　落ち着いてご主人様！　『＠にゃんとらてぃっぷ』の研修ビデオにするだけだにゃんっ！　ご主人様が一緒に映っているほうが教材になるんだにゃん！」

「わ、わかったから、ちょっと待って、お願いだから……スピカ！　録画を一度停止してってば！」

　机の上にトレイを置いた透は、開きっぱなしになっていた部屋のドアを閉め、なかば暴走してしまっているネコ耳ネコしっぽのメイドと改めて対たい峙じする。

　自分の部屋で。

『くぅぅぅうう……ッ、委員長ぉぉ……っ！』

　透は胸の中だけで叫さけんだ。

　嵌はめられたのだ。だってこんなに可愛かわいいなんてじゃなくて騙すなんて、ひどすぎる……っ！

　委員長はそんな素振りを一切見せず真ま面じ目めに真面目に透の部屋までやってきて、一いつ瞬しゆんでメイド服に着替えてスピカになってしまったのだ。

「おねがいだにゃんご主人様っ！　ご主人様に、ご主人様代表として、『にゃんにゃんたいむ』の講習ビデオに映ってて欲しいんだにゃん。そしてご主人様には、若じやつ干かんぎこちなく『にゃんにゃんたいむ』を踊って欲しいんだにゃん！　なぜなら、コレを見る新人メイドがみんな、ご主人様はみんな最初からこれくらい上手に踊れると思っちゃうと、そうじゃない現実にびっくりしちゃうから……」

「注文が結構きびしいね!?」

「あ……、その前に、ご主人様」

　ぎこちなくってどうすれば……と、にゃんにゃん的ポージングを取ったりしてみる透とおるに向かってスピカが声をかける。

「どうしたの？　スピカ」

　さらさらと流れていた小川の水が、するっと石と砂でできた溜たまりに流れ込んだようなスピカのその表情に、透の動作が止まって、

「あ、あの、ここは、ご主人様の、お部屋だから……」

「そう……だね、ぼくの、部屋だけど……」

　スピカはなにが言いたいのだろうか。

「すごく、あの、ご主人様の、においが、いっぱいで……」

「へっ!?　あっ」

　透はその時、発見してしまう。今け朝さ、慌あわてて脱ぎ散らかしたままの、寝間着代わりのジャージが床の隅に転がっているのだ。こんなものが画面に映り込むわけにはいかない。

　急いでそれをしまおうとすると、

「は……っ、ご、ごめんなさいご主人様っ！　そ、そういう意味じゃ、なくて……っ」

　スピカは咄とつ嗟さに、「それはメイドの仕事ですにゃん！」的に、ご主人様の腕に手を伸ばす。

　そしてその指先が、

「はぅ──」

　透に、触れた瞬しゆん間かん。

「ふ、ふにゃああああ……っ！」

　そして、そこから流れ込んでくる予想もしていなかったもの、あるいは、逆流してくる電気のような波動に、メイド少女は一いつ瞬しゆんで吞のまれていた。

「スピカ!?」

　今や彼女の全身──透から見ることができるその表情──は圧倒的に柔らかな赤みに包まれてしまっているのだ。

「くふぅっ、ご、ご主人様ぁぁあっ」

「だからどうしてカメラは録画状態なの!?　そんなどうどうと盗み取りしないでよぅ！」

　うわごとのような声を漏もらすメイド少女の前へと、透が意を決して進み出ようとした、その時だった。




『おっじゃまっしまーす』




　遠く、けれどハッキリと階下、玄関から聞こえたその声は、妹の声ではなかった。

　なのに、聞き覚えがあるのだ。

「か、帰ってきちゃった!?　あの二人が!?」

　すぐにわかった。届いたのは、妹の友人であるココのものである。

　ということは、……そういうことであった。

　透とおるとスピカの、早足な呼吸が重なって、お互いを無意識の内に支え合うように立ち上がる。

　そして、メイド少女もようやく我に返ってくれたのだろう。

「ど、どうしたらいいのにゃんっ!?」

　クリアになった瞳ひとみで、ご主人様を見上げている。

「とにかく、ぼくが下に行って時間稼ぎをするから、……いい？　とりあえず、着替えておいてね？」

　こくこくと頷うなずくスピカをそっと離して、透は〈すっすっ〉と、扉を開けて廊下に出て、

「いちる、帰ってきたの？」

　と、階段を降りた。

　リズミカルに、さも自分の存在を主張するように音を立てて。

　すると、

「あ、いらっしゃい、ココちゃん」

「はい、お邪じや魔ましてます」

　キッチンと並び会ったリビングのソファには、やはり、雑誌に目を落としていた及おい川かわ里り呼こ子こがいて、透は彼女となにげなく挨あい拶さつを交わす。のだが、

「……え？　なに？　どうしたの……？」

　透は、あまりにもこちらを凝視し、こくびを傾かしげているココにちょっと怯おびえてしまう。

「いや、なんでもないんすけど……」

　彼女からは「これがかっこいいか……？」とかなんとか、小さく聞こえた気がするのだが、妹の友人を改めて問いただすコトもできない透は、

「ええと、いちるは？」

　単純に尋たずねた。

「なんか着替えてくるって言ってましたけど……あ、戻ってきましたね」

　ココの言う通り、妹はどうやら一階奥のバスルームに行っていたようだった。

　人の気配が近づき、キッチン側の入り口から姿を現したのは、はたしてやっぱり、妹で、

「んぅぅ、……おにいちゃん、帰ってきてたんですか？」

「うん、あれから結構まっすぐに家ェええええッ!?　ちょっと、いちる？　な、なんで……ッ!?」

「んぅ？　どうしたんですか？　おにいちゃん」

「どうしたもこうしたも、だって、いちる、メ、メイド服っ!?　なんで、着てるのっ？」

　ふと我に返るまでもなく、リビングに姿を現した妹のいちるはふわふわにゃんにゃんメイドだった。

　黒いリボンの髪飾りで長くツヤのある髪をツインテールに縛しばった、黒くろ猫ねこの耳としっぽの彼女はどこからどうみても、またの名をツキノという、二人っきりの時には限定の『おにいちゃん専属メイド』であり、

「でも、だって、ココちゃんが見てるよ!?」

　誰にも秘密ではなかったのか!?

　透とおるは背後にいるハズである妹の友人を振り返ることができない。

　が、しかし、

「あ、自分、知ってますから、いちるがメイドやってるの」

「へっ!?　あ、はいぃいッ!?」

「んぅぅ、実はココが、あの『＠にゃんとらてぃっぷ』を教えてくれたんです」

「そ、そうなんだ……っっ!?」

　辻つじ褄つまはこれで合ったのか!?　いちるに歩み寄ったココは今、透の目の前で物もの珍めずらしそうにメイド服の生き地じやネコ耳に手を伸ばしている。

「あ……でも、じゃあ、どうして……」

　いちるはメイド服でここに？　という透の視線と言葉に、

「ココが、わたしがメイドの格かつ好こうをしてるのを、どうしても見たいって……」

「そうなんすよ。へぇ……かわいいじゃん、いちる。髪型もいい感じに明るいし」

「んぅぅう……」

　兄の前で友人に褒ほめられ、いちるは赤くなっていた。ちらちらとココと透に視線を交互に向けてから、

「んぅ、ねえ、二階に行こっか、ココ」

「あ、ちょ、ちょっと、まったぁぁぁああっ！」

　そこで透は、

「……え？」

「な、なんすか？」

　まるで逃げ出すように二階へ移動しようとする二人を透は咄とつ嗟さに引き留める。

　彼の計画では、どうにかこの二人を家の外に連れ出して、その隙すきに委員長を脱出させるハズだったのだ。なのに、今二階へ行かれたら……っ！

「え、あ、えっと、ぼくの部屋のドアを開けっ放しにしてきちゃったから、中を見られたら、恥はずかしいなーって！　だから少しだけ待ってて、すぐ戻ってくるから！」

　透とおるのおかしなテンションに〈ぽかん〉としてしまっている黒くろ猫ねこメイド少女とその友人を置いて、たったかと階段を駆かけ昇り、自室へと飛び込む。

「委員長っ！　今からこの前を妹達が通るから、二人が部屋にいる隙すきに……って、あれ!?　なんでまだぼくの部屋を録画してるのっ!?」

「ち、ちがうんだにゃんっ！　これは、これは……っ！」

　そこにいたのは、今もってハンディカムを片手に、じっと透の机や本棚などを撮影していたとおぼしき、うろたえまくりのメイド少女。

「と、とにかく、はやく、ちょっと、どこかに──」

「んぅぅ、おにいちゃん？」

　透がスピカを急せかそうとするその時、二階への階段を昇りながら問いかけてくる、いちるの声。

「うおおわあッ？」

　透は、咄とつ嗟さに動いていた。問答無用で、

「ふにゃぁあんっ!?　ご、ご主人さ──」

「なんだ、お兄さんの部屋、綺麗きれいに片付けられてるじゃないっすか」

　間一髪──

　部屋の入り口に立ったメイド姿のいちるの背後から、顔を出すようにしてこちらをのぞき込むココの声に、

「あ、う、うん……っ、そうかなっ、あ、あははは……」

　透は答えるのだが、

「んぅぅう？　おにいちゃん、なにをしてるんですか……？」

　その格かつ好こうが問題だった。

　透は自分のベッドにうつぶせで大の字になって、まるで掛け布団の下にあるモノを押さえつけるような格好で妹達とやりとりしているのである。

「じ、実は、散らかってた服とか本とかを、全部ここに放り込んだんだ。え、えへへ……？」

　そんな透の雰ふん囲い気きに、年頃の女の子である二人は、ちょっと怯ひるんだ。

　もしかしたら、健全な男子の触れてはいけないなにかなのだと、直感したのかもしれない。

「……じゃ、じゃあ、わたし、部屋に、いるからっ」

「う、うん！」

　そう言って扉を閉めたいちるとココは、壁向こうの自室へと消えていく。

「ふぅぅ……あぶなかったぁぁ……」

　透はゆるゆるとベッドからずり落ちるようにして床に尻しりをついてしまう。

　それから、

「スピカ、もう大丈夫だよ？」

　咄とつ嗟さに巻き込むようにしてベッドの布団の中に押し込んでしまったメイド少女へ声をかける。もうしわけないとは思ったが、これしか方法はなかった。

「スピカ？」

　が、スピカの形にもりあがっている布団はぴくりとも動こうとしない。

「あ、あれ……？」

　不安になった透とおるが、そっと掛け布団をめくってみれば、

「ふ、うにゃぁあああ……」

　そこに、まるで全身が麻ま痺ひした上に、なにかの罠わなにかかってしまったように微動だにせず顔を真っ赤にしているメイド少女が横たわっている。

「スピカどうしたの!?　どこか、調子が……??」

「ご、ご主人様のおふとんに、すぴか、すぴかは、くるまって……」

　これがただベッドの中でただ眠くなってしまっただけならばいいのだが、ぱっちりと瞳ひとみを開ききってなにかをぶつぶつ呟つぶやいており、その手の中のハンディカムの録画ランプだけが、煌こう々こうとしているばかりで、

「スピカったら！　正気にもどってってば!!」

　なぜか今のスピカには自分の声が届いていないということが、透にも感じることができてしまっていた。

　──いったいどうしたらいいのか。

　壁越し、妹部屋にはもうひとりのにゃんにゃんメイドであるツキノがいるのだ。

　そしてこちら側には彼女の先輩であるスピカが。

　この状態をいつまでも保たもってなんかいられない。一刻も早く、打破すべきなのだが──

「そ、そうだ……！」

　ともかく、スピカに我に返ってもらうしかない。

　透は部屋を見回して、窓際のカーテンの側に目立たないように置かれた彼女のバッグに近寄って、それを発見し、手にして戻ってくる。

　そして、

「ふ、ふにゃぁあ……」

　と、未だ痺しびれて弛し緩かんしきったようにベッドから動くことができないスピカへと、

「ごめんね、スピカ……っ！」

　なかば強引に、透は手にした彼女の『半月型のメガネ』をかけさせ、そして髪の毛を三つ編みに結んでしまうのだった。

「委員長、起きて！　お願いだから！」

　メイド状態にも関かかわらず委員長の片へん鱗りんを見せる、言わば『鈴すず木きスピカ』とも言うべき彼女を揺ゆすった。すると、

「うぁあぁっ!?」

　内部でギアが急激に組み変わったかのように、彼女はとたんに冷静な委員長たる面おも持もちになり、

「と、透とおるくんっ？」

「よかった、正気に戻った？　委員長！　ほら、早く──」

　が、そんなご主人様を遮さえぎるように鈴すず木き未み翠すいは、

「な、なんなんだこれはぁあっ！」

　赤みの帯びていた顔をさらに紅こう潮ちようさせて、自分の格かつ好こうとそして状況に目を見張り、

「き……君はなんという……っ！　み、見み損そこなったぞ透くん！　わ、私は、私は……そんなつもりで──」

「どうしたの委員長!?　委員長がどんなつもりかしらないけど静かにしないと……ッ!!」

　瞬しゆん間かん〈ここんこん〉という、わりと焦あせりを含んだようなノックが透の部屋のドアを叩たたいた。

　続いて、

『おにいちゃん？　今、中から……女の人みたいな声が……』

　ドア越しのいちるの問いかけに、透は咄とつ嗟さに、

「ごめんちがうよ!?　い、今のはネコ！　ネコが急に部屋に飛び込んできたから……っ！」

『え？　み、見たいです！　おにいちゃんわたしもネコ見たい！』

「ああ今逃げちゃった！　今逃げちゃったぁぁあっ！」

『そうなんですか……んぅぅ、残念ですぅ』

　完璧だった。妹がなぜそれで納得したのかは、もう問題ではなかった。

「こうなったら、とりあえずスピカのままでいいから、なんとか家から出よう！」

　透は息をついてベッドの上の委員長に振り返るが、

「はっ！」

　メガネを外し、髪をふわふわにほどいていた委員長は、なにを思ったのかそのままの流れでメイド服のブラウスのボタンまで指にかけて下に降ろして始めていて、

「し、しまった……ッ!!」

「いいんちょおおお……っ!?（小声）」

　慌あわてて透がベッドへ顔を押しつけるように、咄嗟に振り向いてすいません！　と、ダイビングごめんなさいを敢行すれば、

「こ、こちらこそごめんなさいだにゃんっ！」

　時間がないと悟さとったのだろう。スピカこそ慌てて服装を元に戻し、ベッドから飛び降りざまに自分のバッグを引っつかむ。

　そして部屋の内側のドアに張り付き、二人は息を潜ひそめて、周囲の気配を探さぐった。

　廊下にヒトの気配は無し。

　微かすかにベッド側の壁向こうから物音、隣室に誰かがいるのがわかるだけ。

　透とおるとスピカは頷うなずき合い、そっとドアを開けて廊下へと移動した。

　外へと繫つながる玄関は、階段を降りたすぐ目の前にある。

　だから、冒す危険は、一いつ瞬しゆんですむハズだった。

「あ……っ？」

　という声が、背後から聞こえたのは、透とスピカが今まさに靴くつを履はこうと身を屈かかめた時だった。

　ばっと振り向く。そこに、

「ど、どういう、コトっすか？」

　濡ぬれた手をハンカチで包んだ短髪の少女が、立ちすくんでいる。

「これ……はっ！」

　どうやって言えば言い繕つくろえるというのだろう。それが無理だから、こうして脱出しようとしていたのに……ッ!!

「ココ、どうしたの？　トイレの調子でも──」

　言い淀よどむ透の神経がその瞬しゆん間かん、ひやっと一気に真冬の金属と化す。

　階段から降りてくるのは、どうやったって、もう一人のメイド少女、ツキノであって、

　そして、二人の少女は、邂かい逅こうする。

「スピカ、先輩……っ!?」

「ツキノちゃんっ!?」

　かたや元気いっぱい小さなアビシニアンのような愛くるしいメイド少女。

　もう一人は、あたかも黒い子こ猫ねこのようなミステリアスなメイドの少女。
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　見つめ合う二人は、そして、ハモった。




「「どうして、こんなところにっ？」」




　空間をまとめて固めてしまう、その問いかけ。

　それを、

「ええと、その……っ！」

　ココはこの瞬間、「この期ごに及んでなにを言うのっ!?」と、口を開いた透兄へと目を見張る。

　透の決断は、まさしく振り下ろされた。




「ぼ、ぼくが二人を呼んだんだ……ッ！」




　まさしくハンマーで叩たたいたかのように、カチカチの雰ふん囲い気きは打ち砕くだかれていた。

「……はぁああッ!?」

　それでも驚きよう愕がくの声を上げることができたのは、やっぱりココだけだった。

　けれど、それで動き出した人物はもっといて、

「そうなんだにゃん！」

「実は、そうなんです……ニャっ！」

　咄とつ嗟さに、二人のメイドは答えている。

　スピカとツキノにとっては、この家に自分がいることは当然だったが、もう一人のメイドがここにいるなんて予想外もいいところ。

　けれど、相手へ自分がここにいることをどう説明したらいいかがわからない。

　だから咄嗟に、ご主人様の言葉にお互いが縋すがりついていたのだ。

　結果、

「お兄さん、どんだけ変態……？」

　ココは目を丸くしたまま、透とおるから一歩引く。

　けれども、

「ちがう、ぼくは変態じゃない」

　透の表情はこの時、自ヤ棄ケを通り越して、変な輝きを彼女に照射しながら、

「僕は、『ご主人様』だから……ッ!!」

「……は？」

　その勢いに、ココは〈たじっ……〉と、さらに腰を引いた。

　玄関に背を向け、上がりかまちから再び家に上がった透とおるからは、そこはかとない威厳が感じられなくも、ない。彼はそんな雰ふん囲い気きをそこそこ放ちながら、

「スピカ」

「は、はいだにゃんっ！」

「ツキノ」

「はい……ですニャ」

「ココちゃん」

「な、なに……？　あたしも!?」

　各人の名を呼び、透は両手を前に広げて、宣言する。

「今からこの家を『にゃんにゃんメイドカフェ＠トトール』とする！　透な……だけに！」

「言わなくてわかるにゃんっ！　みなまで言うなだにゃんご主人様……ッ！」

「恥はずかしいですニャ、ご主人様……っ！」

「なんなのこの三人……！」

　──そう、透は、誰をとは言わなかった。

　誰をこの家に呼んだかとは、明言していない。

　けれども、幸運なことに、そしてそれとはまったく逆の宿命を孕はらませながら、二人のメイド、スピカとツキノは見事に誤解したのだ。

　メイド達はこの時、自分以外のもう一人が、自分には内ない緒しよにされたまま、ご主人様の自宅に招かれていると愕がく然ぜんとしながらも理解している。

　してしまっている。

「じゃあ、さっそく二人にはたっぷりご奉仕してもらおうと思うんだけど……」

「「は、はいっ！」」

　目の前の展開に啞あ然ぜんとして動けないココをよそに、ご主人様とメイド二人のやりとりは続く。

「そうしたいんだけど、今、ちょうどケチャップが切れてるんだ。ケチャップがなければ、『にゃんにゃんたいむ』のフィニッシュができないよね？　だから、ちょっとぼく、今から買ってくるから！　コンビニで！」

「そ、それならスピカが買ってくるにゃんっ！」

「いえ……わたしが、ツキノが買ってきます……ニャ」

　ご主人様にそんなコトはさせられない。スピカとツキノは我先にと透へ手を挙げるが、

「いや、二人はここで待ってて！　第一、その格かつ好こうのまま、お外にでるつもり？」

「す、すいませんだにゃんっ！」

「待っていますニャ……！」

　ご主人様にたしなめられてしまい、ふわふわの耳としっぽをしゅんとさせてしまう二人。

「じゃあ、ぼくは行ってくるから、大人しくしているんだよ？」

　そう言って、透とおるが再び靴くつを履き始めると、

「あ、自分も、ちょっとコンビニに……っ！」

　ココが、玄関へ飛び降りるようにして透の隣となりで自分の靴に足を通し始める。おそらく、この場に残ることに、彼女なりに耐えられなかったのだろう。

「じゃ、すぐ戻るから！」

　と家を後にする透にくっつくようにして玄関のドアを閉める。




　　◇




　しかし、浮ふ原わらいちるの友人にして及おい川かわ里り呼こ子こは、あの場から一時撤退するために、透というご主人様の後についてきてはしまったが、今一歩のところで、彼に近寄りきることができない。

　もしかして、この透という人物の側そばにいたら、自分までメイドにされてしまうのではないか……？

　そんな疑惑が、拭ぬぐいきれない。

　なにしろ、自分が「ご主人様」だと名乗った透からは、なんだか得たいの知れない雰ふん囲い気き、変な引力めいたものが醸かもし出されてしまっている。

　……このままだと、やばいかもしれない。

　彼女の中に生まれてしまったその想念は、

「あ、あの、ちょっと、ご主人様……？」

「どうしたの？　ココちゃん」

「自分、財布を忘れてきちゃったみたいなんで」

「じゃあ、ここで待ってるから」

　と言ってくれる友人の兄へ、

「待ってなくていいっす！　先、行っててください！」

　ココは透にそう言い残し、急いで、友人宅へ舞い戻ったのだ。

　財布を忘れたのは本当で、それはリビングにあるハズだった。

　なぜか音を立てないように立てないように玄関を開け、ココが廊下を進もうとすると、

『あ、あの、スピカ先輩……？』

　リビングから届く一つの声が、彼女の動きを固める。

『どうしたんだにゃん？　ツキノちゃん』

　そう、ここで起こった問題は何一つ、解決していなかったのだから。

　こりゃ、やばくね!?　とココはその場からも速すみやかに脱出しようとするのだが、

　しかし、

『ご主人様に、お呼ばれしたっていうのは、本当ですか……？』

『ほ、本当だにゃんっ』

　聞いてはならない、聞かない方がいい……!!　と、ココの理性は訴える。彼女はそれにまったく同意していたのだが、どうにも両足が動かせず、ますますココの背中を壁に押しつけるばかりで、

『それより、ツキノちゃんこそ……』

『は、はいっ、ご主人様に……よ、呼ばれて……っ』

　ココには、この二人のやりとりが今の彼女達にとってどれだけ必要で、重要なのか、具体的にはわからない。

　けれど、今のこのやりとりは、なぜか重大なものだというのは、わかった。

　わかるだけに、動けない。

　第三者的な立場にいる彼女は、ただ固かた唾ずを吞のむばかり。

　そしてココにもわかるくらいの緊迫感が、最高潮に達した瞬しゆん間かん、

『も、もしかして、やっぱりご主人様は……っ』

　ココは、思案げなスピカの声に耳を澄すませてしまい、

『スピカ先輩……？』

　続いて誰かの代わりに問うてくるかのような黒くろ猫ねこメイドの声。

『ツキノちゃん』

『はい……』

『ツキノちゃんは、前に、ご主人様の、専属メイドに、なりたいって、言ってたにゃん……？』

『あ、あれは……っ、そ……その……』

『ツキノちゃんが、本当にご主人様の「専属メイド」になりたいなら、スピカはなっても、いいと思ってるんだにゃん……！』

『ス、スピカ先輩……？』

　ツキノの声が微かすかに聞こえた。頭の中を「？」で一杯にしたココの頭の中に、さらにスピカの言葉が届く。

『でも、それには、条件があるんだにゃん！』

　次に訪れた『…………』という間は、ここまで届かないツキノの返答かもしれない。

『ツキノちゃん』

　そしてにゃんにゃんメイドは、後輩へと告げる。

『スピカと、「ご主人様の専属メイド」の座をかけて、せいせいどうどう！　勝負なんだにゃーんっ!!』

　なんか、大変なことになってる気がするんすけど、ご主人様……ッ!!




　　◇




「よぉし、ツキノちゃん、これでご主人様をお迎えする準備はできたんだにゃんっ！」

「は、はい、スピカ先輩っ」

　透とおるの成り行きな宣言でこの世に出現してしまったメイドカフェ、『にゃんにゃんメイドカフェ＠トトール』は、いまやそれなりの形が整えられていた。

　なにしろ、このリビングとキッチンが一体となっている広いスペースは、いつもは浮ふ原わら家の人々が生活している場でなのである。

　ひるがえって『メイドカフェ』とは、そんな日常から一歩、なんらかの方向へ踏ふみ出した別空間であるコトが求められているのだ。

　誰かの自室でもないこの広い空間を、どうしたら『非日常』で彩いろどるコトができるのか。

　しかもご主人様である透と、おそらくお嬢じよう様として迎えるコトとなるココの二人が買い物から帰ってくる短時間のあいだに。

「ひらめいたんだにゃんっ！」

　と、スピカが手を打ったのは、なぜか部屋の片かた隅すみに置かれていた折り紙や紙テープの束を見つけた時である。

　実はこれ、先日、祖父母の家に行っていた透の両親が、祖母が趣味で作っていた紙細工の材料を「余っちゃったモノだから、持ってって！　遠えん慮りよなんかしないで！」と、どさくさに紛まぎれ体ていよく持たされたモノで、家族共々、この活用できなければただの邪じや魔ま者な折り紙達をどうすればいいのか困り果てていたところだったのが、それがこのたび、スピカの目に止まった。

　なぜかツキノが「きっと使って大丈夫です！　平気だと思いますニャ！」と後押ししてくれたのもあって、それらはあっというまに短冊状にカットされ、リングとして繫つなぎ合わされ、色とりどりの紙の鎖くさりとなる。

　もちろんそれを、二人のメイドは壁や天井に、波状にして設置した。

　いわば、そうして飾られたこのスペースは、

「これは、お誕生日会……なんですニャっ!?」

「今日はひとつ、そんな感じで行ってみたいんだにゃん！　ツキノちゃん！」

「は、はいっです……ニャ！」

　コンセプトが決まれば、必然的に振る舞いやメニューも決まる。

　てきぱき即決されていくそれらに、ツキノは改めてスピカの有能ぶりに身震いをする思いだった。

　ここでおにいちゃんご主人様をおもてなしするのだという、うきうきする気分と同時に、こんな有能な先輩と、おにいちゃんの『専属メイド』の座をかけて対決するだなんて……！　という思いが否いや応おうもなくツキノを揺ゆり動かす。

　ツキノは、スピカの挑戦とも取れる申し出を、断らなかった。

　あの時「わ、わかりました……っ！」と、思わず答えてしまっていたのだ。

　──そう、彼女は気付いていなかったのだ。スピカの申し出を拒否するという選択肢に。

「さて、あとはどこを……」

　それが意味するところを意識する暇もなく、ツキノは手作りながら──と言うよりも、手作りだからこそ暖かな祝福に満ち、紙のくさりや花飾りなどで彩いろどられた「たぶん、これからパーティーだーっ！」という雰ふん囲い気きいっぱいの『にゃんにゃんメイドカフェ＠トトール』を見回し、どこかにご主人様を迎えるに当たって落ち度が無いかチェックするスピカに倣ならい、それに続くようにして改めてキッチンに用意した備品を整える。

　その最中さなか、




《ぴんぽ～ん》




　という小気味いいチャイムがついに響いた。

「「は、はーいっ」」

　顔を見合わせ、自然と顔を緊張しながらもほころばせた二人のメイド少女は玄関へと駆かけつけた。

「ツキノちゃん。ここからは、正式にライバルなんだにゃん！」

「は、はい……！」

　ツキノはこの時、実を言えば身震いを始めようとする自分の身体からだを制御しきれていない。

「お願いです、待ってください！」と理由もわからず叫さけび出しそうになる喉のどを、押さえつけるので精一杯だった。

　こんなままじゃ、だめに決まってる……！

　ツキノの意識は、助けを求めるように兄からもらった髪飾りへと向いていた。

　そしてこの震えは、今までのあの、なにもできなくなってしまう痛い緊張とは絶対に別のものなんだと、あの人の顔を──おにいちゃんご主人様のコトを思い浮かべながら、

「「おかえりなさいませだにゃん！　ご主人様っ！」」

　スピカと一いつ緒しよに、それをどうにか言うコトができた。

　そして、そんな二人のメイドに迎えられたのは、もちろん、

「あ、委員ちょ──」

　クラスメイトの矢や沢ざわ要よう介すけこと、ヤン・ヨースケンだった。

「ッッ!?!?」

　スピカ、神速。

　彼女の瞳ひとみが刹せつ那なの間だけ『鋼鉄』に変わり、理解よりも早くメイド掌しよう底ていがヨースケンの顎あごにヒット。彼はねじれたように半回転。

「はっ！　だ、だいじょうぶですかにゃん！」

　と、我に返った（というより返された）スピカが両手でしまった！　と自分の顔を押さえれば、

「うゥウ～んッ！　こんにちは、スピカ」

　片手でグッタリとしたヨースケンを支え、その勢いのまま前髪を搔かき上げたのは、同じく級友の、

「ふ……吹ふき田たくん!?」

「そんでスピカちゃーん、お・ひ・さ・し・ぶ・り～！」

　続いて、クラスでも最近、結構仲のよい、

「な、なんで、吉よし垣がきさんも、あれ？　み、みんな……??」

　そこにいたのは男女で総勢七名もの、私服姿のクラスメイト達だった。

「偶然なんだよ！　駅前でみんなにばったり会っちゃってさ！」

　そう言ってみんなを搔き分けるようにしてメイド二人の前に姿を現す、

「「ご、ご主人様っ!?」」

「それでどういうわけか、これから『セミマン　～余命一いつ瞬しゆん感のヒーロー第一期』の上映会をやるってことになっちゃって！　ほら、今日は父さんも母さんもかなり遅くなるって言ってたし！」

　頭を搔いて恥はずかしそうに言う透とおる。

　そんなご主人様に、

『セミマン第一期の上映会!?　～余命一週間のヒーロー!?』どういうこと!?　なんで今『セミマン!?』ご両親が遅いなら夜までいれるにゃん!?　と混乱するメイドが次の一手が打てぬ間にも、

「おっじゃまっしまーす！」

　吹ふき田たくんに活を入れてもらい復活したヨースケンが筆頭となって、透と共に彼らは家に上がり込んできてしまうのだ。

　一方、ツキノ。

　ツインテール黒くろ猫ねこメイドの彼女はこの光景に完全に硬直してしまっている。

　ご主人様が一いつ緒しよとはいえ、スピカはまだよかったのだ。

　なにしろこのクラスメイト達とは、なんだかんだで面識がある。しかも彼らはメイドのスピカに理解まで示している間柄なのだ。

　けれどツキノは違う。この姿では初対面。

　吹ふき田たくんとヨースケンがいるから、彼らがおにいちゃんご主人様のクラスメイトだということはわかる。二人が優しくて楽しいことも知っている。

「あ、あはは、どういうことなんだろうね、ツキノ……ちゃん」

　一番最後に家に上がってきたココにも、ツキノはコクコクと頷うなずくしかできない。

　──あのメイド二人のやりとりを聞いてしまった後。

　ココは凄すご腕うでのアサシンもかくやという挙動で手ぶらで家を出て透とおると合流し、そこで、なにも透に言えなかったのである。

　どう伝えたらいいものだろうかと悩んでいるうちに、彼女はあのご主人様の友人達に囲まれていたのだ。

　いちるの親友は、目の前で転がっていく状況を、ただ見ているしかできなかった。

　が、

「まあ、最終的には自分、蚊か帳やの外ですし」

　と彼女は見事に居い直なおった。

　これはいちるの、ひいてはツキノの問題なのである。

　というわけで可哀かわい想そうなのは、やはりツキノであった。

　急に、こんなにも沢たく山さんの知らない人が、お家うちに上がってくるなんて……!!

　ココでも、そうとうこりゃやばいなとわかるくらい、ツキノは動どう揺ようしてしまっている。

「上映会は夕方からだろ？　それまで俺さ、ギター持ってきたからよっ!!　なんかリクエスト！　リクエストよろしくどーぞ！」

　と、クラスのけいおんこと富とみ田たくんが背負ったギターケースを叩たたけば、

「とりあえず、校歌とか？（クールな面おも持もち、背の高いクラスメイト女子の久く城じようさん」

「メロディアスアレンジでお送りするぜ！（親指を立てる富田くん）」

　とかなんとかやりとりしながら靴くつを脱ぎ、玄関から上がってくるおにいちゃんのクラスメイト達にツキノがなおもびくびくしていると、

「あれ？　もうひとりメイドさんがいるんだけど!?」

　いち早く、もう一人のネコ耳メイドに気付いたヨースケンが立ち止まり、

「こ、こんにちわ……ですニャ」

　彼女がカチコチぺこりと、頭を下げる。すると、、

「こ、こここ、こんにちわっ！（同じく、緊張でぎこちないヨースケン）」

「うぅう～ん、名前はなんていうんだい？（尋たずねる吹田くん）」

「つ、ツキノです！　スピカ先輩の、後輩で……！」

「「ガッデム！」」

　吹田くんとヨースケンは同時に頭を抱かかえて床に膝ひざをつく。

「ひぃ！」

　思わずその様子にツキノが飛び退のけば、

「ぅうウ～ん失礼っ！　けど、なんなんだろうねぇ、透とおるくんは、また新しいメイドさんを……ッ！」

「どういうコトなんだよ透センセーよぉ!!」

　ヨースケンに食ってかかられる透は、

「まあまあ、とりあえずみんなが集まってからにしようよ。みんなで観る『セミマン』もきっと楽しいからさ！　ねっ!?」

　みたいな、いつものふわふわ要領を得ない言動で質問者達を天然の煙けむに巻いてしまっている。

　ツキノは咄とつ嗟さに、スピカを見た。

　そのアセアセした様子からすると、先輩メイドの彼女も、この事態にまったくの平静というわけではないようだ。

　けれども、どうやらみんなとは知り合いらしいことが、スピカ先輩と彼らとのやりとりから読み取れる。

「ということは……」

　ここにいるみんなは、おにいちゃんとスピカ先輩の関係を、知っている……？

　これは、いったい……ッ！

　──正直この時、スピカとツキノにまつわる、いわゆる『人格認識』はややこしい。

　スピカの正体が『誰もが恐れる委員長・鈴すず木き未み翠すい』なのだと知らないのは、実はツキノとその友人であるココだけなのである。透と共にやってきたクラスメイト達は、決して口外などしないが、その驚きよう愕がくの事実を承知してしまっているのだ。

　そして、新人メイドのツキノの正体が、浮ふ原わら透の妹、いちるだと知らないのは、この時、メイドのスピカと透とおるのクラスメイト達だった。兄の透と友人のココしか、このツインテメイドの正体を熟知などしていない。

　スピカにとってツキノは大切な新人後輩メイドであったし、あるクラスメイト達は、また新しいメイドさんがいる！　という認識でしかツキノに接していなかった。

　だからこそ、ツキノは混乱してしまう。

　というか、普通は友達の家に突然メイドが二人もいたら、このおにいちゃんのクラスメイト達は、もっとびっくりしてもいいんじゃ……!?

　そんなコトを考えていられる余裕があること自体が、『ツキノというメイド』を手に入れたいちる自身の成長なのだが、咄嗟に彼女がそこまで気付けるハズもなく、

「おおお、なんか、本格的……？　なのか？」

「盛り上がっちゃうね、これは」

　リビングから聞こえてくるのは、メイド二人の飾り付けにテンションを上げているおにいちゃんの友人達の声。

「あ、あの、他のクラスメイト達も……」

　それを追いかけるようにしてスピカが透とおるに尋たずねている。

「うん！　どうせなら多い方が楽しいと思って、けっこう頑張って声かけちゃった！」

　いったい、どういうことなのだろう。

　二人のメイドを前にして『ご主人様宣言』をした瞬しゆん間かんから、今まで把握できていた彼の振るまいが、予測不可能になってきてしまっている。

　スピカは焦あせった。そして思う。

　そんなの、許せない……っ！

　ご主人様の行動がきちんと予測できないなんて、メイドとして有り得ないんだにゃーんっ！

「そ、それではお茶のご用意をするんだにゃんっ！」

「は、はいっ！　スピカ先輩っ」

　うろたえてはならない！　メイドとは、これくらいのコトでうろたえず、余裕で対応可能なのだというところを見せなければならないのだ……！

　そして実際に、スピカのメイドボディは頭の中がそうまとまらないうちから動いていたのである。

　スピカはリビングのテレビ前にある低いテーブルに七人を案内し、取って返してキッチンでお湯を沸わかし始める。

　そもそもメイドの役割りとは。

　ご主人様に癒いやしを与えることこそ、その本懐。

　並びに、ご主人様ホストが招いたお客様達に不自由のない、それ以上に満足度高めなお持てなしする役割りをも担になっているのだ。

　それを、スピカもツキノもヨーロッパの歴史から、つまりは『マリー・アントワネット展』で身に染しみて学習してしまっている……ッ！

　ここは『にゃんにゃんメイドカフェ＠トトール』。

　オーナーでありご主人様でもある透が招いた客ならば、しっかりおもてなししないわけにはいかないのだにゃん！

　テキパキ、テキパキィ……ッ!!

　にもかかわらず、ツキノは棒立ちで、そんな音が鳴るようなスピカの仕事ぶりを側そばで見ているコトしかできない自分自信への歯がゆさに、涙が出そうになってしまっている。

　ささっとクラスメイト達から注文を取るその立ち振る舞いだけでも、既に二手三手先の行動が組み込まれているのが、今のツキノにはわかった。

　これが、あの『魔ま都と』でも一位二位を争うメイドカフェ『＠にゃんとらてぃっぷ』のプラチナメイドの仕事……！

　一つ一つの作業に、ツキノの立ち入る隙すきが、無かった。

　──が、これには説明がいる。

　この状況。スピカが強しいてツキノに仕事を回さないようにしていたというわけではない。

　スピカには、ただ、いつもの余裕が、無かったのである。

　なにしろスピカの心中。

　同じクラスメイトの前で、またもやこの格かつ好こうで振る舞ってしまっているという恥はずかしさを抱いだかないわけにはいかない。

　彼らが、今の自分──メイドのスピカに偏見を持つとは思っていない。

　けれども、

「『セミマン』の上映会には、まだ時間があるよな？」

　お茶やジュース、出されたクッキーを食い尽つくし、なにやら手を揉もみながらクラスメイト達に語りかけるヨースケン。

「じゃあ、これ、その前にこれの鑑賞をしませんか!?」

　彼が自分のリュックから取り出したのは、数枚のＤＶＤで、

「そ、それはッ！　この間ようやく委員長から返してもらった雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの『時そ価こは見・ちゃ・だ・め』!?　それになおかつ！　その下にあるＤＶＤは、な、なんと、夢葉ちゃんとは打って変わってスレンダー美少女アイドルの筆頭、瑞みず星ほしリサの『流星少女』ッ!?　どちらにしてもプレミアＤＶＤじゃないかぁ～ッ！　ぅうゥゥ～んヨースケン、キミってやつはぁ～っ！」

「ここは学校じゃない！　繰り返す！　ここは学校ではない！」

　ヨースケンはいきり立ってそう宣言し、大型液晶テレビのＤＶＤプレイヤーに這はい寄ろうとするのだが、そこへ、

「そ、それを、ここで……見る気……なんですかにゃん……？」

　はっ！　と背後を振り返るヨースケン。

　そこに立つ、メイドのスピカ。ふわふわの彼女の微笑ほほえみ。だが幻だろうか。彼女の後に、なぜか、もう一人──

「いや、やっぱまずいよな!?　あはははは……」

　微かすかに感じる、氷点下の気配に周囲も気付いたのか、

「ヨースケンくん最悪……」「なにを考えて生きてるの……？」「うゥウん、フォローできないなぁ」「お、おまえら、さっきまで、俺の味方だったんじゃ……!?　というかなんで透とおるセンセは腹を抱かかえて笑っているの!?」

　このメンツだと、限りなく薄くなる……!!

　クラスメイトのみんなといると、どうしても委員長としての対応が頭をもたげて、不意を突かれそうになってしまうのだ。

　咄とつ嗟さに「お茶のお代わりを、お持ちしますにゃん！」とキッチンへ駆かけ戻ったスピカは、後輩メイドの前だというのに、

「思わずにご主人様の前で、とんだ醜しゆう態たいをお見せしてしまったんだにゃーん！」

　身み悶もだえてしまう。

　うぅうっ！　ご主人様のばかぁあああっ！　なんで、急に『セミマン　～余命一週間のヒーロー』の上映会なんかを……っ!?

　たしかに、みんなで見たいけれども！

　けど、けど！

　これではまるで、あえてメイドに、試練を課しているみたいで──

「──はっ！　も、もしかしたら……」

「スピカ先輩？」

　キッチンで香りのよいお茶をカップに注ぐ手を止めたスピカの様子に、ツキノがこくびを傾かしげる。

「これは、もしかしたらご主人様が、スピカとツキノちゃんが、きちんとご主人様にふさわしいメイドかどうか、試しているのかもしれないんだにゃん……っ!?」

「……そ、そんな、ご主人様がっ？」

　スピカとツキノは、ニコニコと級友達とお喋しやべりをしている、いかにも脳天気そうな透とおるを咄とつ嗟さに見やる。

　……ほ、ほんとに、そうか……？

　いや、しかしそれで、全ての辻つじ褄つまが合うのではないだろうか。

　二人のメイドは、見つめ合ったままこの状況を嚙かみ締める。

　これは抜き打ち試験なのだと。

　シンクロニシティと言ってもいい。

　自分達が、どちらがご主人様の『専属メイド』に相応ふさわしいかと争おうとすると同時に、

　ご主人様も、二人のメイドを見定めにかかっているのではないか。

　そう。これは、『セミマン　～余命一週間のヒーロー』の鑑賞会の姿を借りた、ご主人様からメイドへ対する試練。

　あのふわふわとした態度は、実は計算されたもので、きっとその下では鋭するどくメイドの振る舞いを観察しているにちがいない！

　つまりこれは、真の『専属メイド』試験なのだ！

「て、手伝います、スピカ先輩っ！」

「お願いだにゃん！」

　二人のメイドの動きが、俄が然ぜん慌あわただしくなった。

　なにしろ、おそらくは透のクラスメイト達から、メイドの働きっぷりが伝わるハズなのだ。

　そんな中、

「──でもよ、あの透とおるがどんな趣味の持ち主なのか、それが一番大事っつうか、興味なくね……？」

　メイド二人が耳を澄すます会話の中に、そんな声が混じった。

　時は折しも、透がトイレかなにかで席を外している場面だった。

　というか、むしろそんな時だからこその話題だったのだろう。

　もちろんそんなネタを振っているのはヤン・ヨースケンで、しかし、話題が話題だけに、その場にいる全員が身を乗り出している。

「正直、ある。きっと、むっつり（久く城じようさん）」「自分、そういうのいけないと思います！（嬉うれしそうに立ち上がって手を挙げるココ）」「うゥゥん、けれど、否定はできないねぇ」「だろっ!?　ここは一つ、透の部屋に忍び込んで確かめるべきじゃね!?　ＰＣのブクマとか、きっと相当やばいって！」

　立ち上がるヨースケン。彼の視線はリビングの出口、そして向かう足先は二階の透の部屋に続いているのだろう。

　しかし、彼がそちらへ動こうとした、その瞬しゆん間かん、

「ヴァあッつぅぅうう!?」

　飛び転げるように、ヨースケンが床をのたうったのだ。

「「「ッ!?」」」

　そして周囲がびくーんと、とあるメイドへと視線を集中させる。

　ヨースケンの背後。そこにはネコ耳メイドのスピカがいて、

「こ、紅茶!?　紅茶が、背中にっ!?」

　床でじたばたする、エロ空気熱を利用したヒートポンプ式湯ゆ沸わかし器『エロキュート』ことヤン・ヨースケンに向かって、

「どうなさったんですかにゃん……？」

　と、湯気の立つ紅茶を載せたトレイを持ったまま、尋たずねるのだ。

「あ、あれぇ……ッ!?　今、俺、紅茶とか……ッ!?　がしゃーんて、かかって……あれっ!?　もう、熱くないというか、濡ぬれても、ない……っ!?」

　これこそ、スピカの持つ裏メイド奥おう義ぎの一つ、《幻影紅茶会》だった。

　にゃんにゃんメイドは、自分のご主人様を冒ぼう瀆とくする行為に容よう赦しやがないのである。

「あれ？　なにやってるのヨースケン……」

　そこにトイレから戻ってくる透の姿に、

「なんでもねえ！　なんでもねえぇんだぁあっ！」

　尻しり餅もちをついたまま、スピカのふわふわな微笑ほほえみにじりじり後ずさりする、ヨースケンの呼び声。

　それに反応したかのように、




《ぴんぽ～ん》




　鳴った来客チャイムが空気を変える。

「おお！　だれかお客さんが……ッ!!（這はって立ち上がるヨースケン）」

「あ、他のみんなが来たのかも！（ぱっと顔を上げる透とおる）」

「あ、これは、わ、わたしが……！（追いかけるようにメイドのツキノ）」

　このままではスピカ先輩に差をつけられる一方だと焦あせるツキノは、ヨースケンと先を争うように玄関へ向かい、そこで、

「「お、おかえりなさいませっ！」」

　なぜかヨースケンと声を合わせて頭を下げてしまえば、そこにいたのはまさしく、

「おー、委……じゃなくてスピカ……でもないのか!?　は!?　あ、新しいメイド!?」

「な、なんで菅すが原わら先生がッ!?」

　声を出せたのは矢や沢ざわ要よう介すけこと、教え子のヤン・ヨースケンのみ。

　ツキノはその、玄関先に立つ大人の男性にぱくぱくと声を失ってしまう。

　だって、え……？

　ヨースケンが菅原先生と呼んだのは、雰ふん囲い気きからしてかっこよさげな、ちょっと高校教師に見えない感じの中年男性なのだ。

　というか、兄である透の担任の菅原先生なら、ツキノは知っている。

　あの無ぶ精しよう髭ひげな先生は見るからに冴さえない……どころか、かなりだらしのない雰囲気の先生だったハズだ。

　じゃあ、この雰囲気イケメン、チョイワル系オヤジは、誰!?

「おお、お前等らも！（先生の後ろをのぞき込むヨースケン）」

　しかも、菅原先生の背後には、さらに五人ほどのクラスメイトが続いている。

　ツキノはもう、自分がなにを言いながら透の担任だという中年男性と、さらに追加されたクラスメイト達をリビングに案内したのか覚えていない。

　かろうじてツキノという名を名乗ったコトは覚えているが、それすらもしかしたらヨースケンさんが全部やってくれたかもしれなかった。

　とにかく勝手に身体からだが動いたのは、おにいちゃんご主人様との特訓の成果が……！　と、心臓をドキドキさせていると、

「あっ？　菅原先生、やっぱり来てくれたんですかっ!?」

　リビングに到着するなり先に来ていた七人が驚き、そして透が椅い子すから立ち上がっている。

「すまんな透、ちょっと遅れたな。おお、集まってるな？　ああ、そうだスピカ、これ、先生からのお土産みやげだから、みんなに」

　菅すが原わら先生は以前は見せることもなかった笑え顔がおで、駅前のケーキ屋さんの大きな袋をネコ耳メイドに手渡す。

「えらい！　先生偉い！」「さすが大人！」などとクラスメイト達は喜んでいるが、実はこの菅原先生の変化は、あの騒動の結果なのである。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいに散々指摘され、そして浮ふ原わら透とおるが起こした騒そう動どうにより、担任である菅原先生の意識は変わった。

　そして、それを見て取ったクラスメイトの女子達が、まるで彼を煽あおるようにその外見と中身の改造大作戦を施ほどこし、実はついに菅原先生には彼女までできるに至ったのだが、それはまだ恥はずかしいのでみんなには内ない緒しよだ。

「浮原とはさっき、駅前で偶然会ってな、誘われたんだ。用事を済ませたから来てみたんだが……、なるほど、こういうことか」

　ヨースケンや吉よし垣がきさんから今日の催もよおしを聞いた社会科担当の菅原先生も、「じゃあ全員、『セミマン　～余命一週間のヒーロー』を見た後は、生命倫理についてレポート提出な？」と、みんなをげんなりさせたあと、会話の輪に交じっている。

　その間にも、メイド二人はてんやわんやで、クラスメイト達を呼んだご主人様に恥はじをかかせてはならないと、呼吸をあわせて立ち働いていた。

　まずは新たなお客様に簡単なメニューを渡し、飲み物の注文を聞いてそれをテーブルまで運ぶ。今やリビングテーブルだけでは席が足りず、ほぼ倍になったクラスメイト達はダイニングテーブルにまで進出してきているのだ。

　部屋の飾りつけのせいもあって、本格的にパーティみたいになってきている。

　なおかつ、さらにはお客人達の要望は人数が増えた分、さらに細こまかく、多た岐きにわたるようになり、「あれ？　ティッシュ無くなっちゃった？」「こ、こちらにございます……ニャ！」「先週号のジャンプとかあったらいいんだけど──」「先々週号まで、そろってますにゃん！」「氷あったりするー？」「他にも氷、必要な方はいらっしゃいますニャ……？」

　二人のメイドはキッチンとホールをくるくると、まるで打ち合わせしてあったかのように入れ替わり立ち替わり働き、

「ありがとうツキノ、うまくやれてるみたいだね」

　それは、黒くろ猫ねこ耳のツインテールメイドが、キッチンシンクに溜たまったコップを片付けようとしていた時だった。

「あ、は、はい、ご主人様っ」

　ツキノはあわあわと、期待のようなものと嬉うれしさに動転しながら泡付きスポンジを思わず両手で握りしめてしまう。

「でも、急にごめん。いきなり……（室内の人数をひいふうみいと数え上げ）十三人も、つれてきちゃって。でも、スピカとツキノもいるから、大勢でも楽しいかなって、思って……」

「は……はい！　それは、もちろん……ですニャ！」

　とツキノはスピカ先輩へと視線を向ける。彼女がいれば、おそらく──

「あ、スピカは今、なにしてる？」

「え、ええっと……先生が買ってきてくれたケーキを、お皿に取り分けてます。声、おかけしますか？」

「うぅん、だったら邪じや魔ましちゃ悪いから平気。じゃあ、そろそろ戻るね？　がんばって！」

　そう言い残してさっとキッチンからリビングに透とおるが戻ると、

「ツキノちゃん、今、ご主人様と？」

「は、はいっ。人がいっぱいだけど、がんばってって……！」

　自分自身のメイドとしての働きに危機感を抱いだいたツキノは、ぎゅっと二つのコブシを握りしめながら、先輩メイドに報告する。

「それで……、あのね、ツキノちゃん相談なんだけど……」

「は、はいっ、どうしたんですかスピカ先輩っ」

　すかさずツキノは、なにか自分にできることならと、勢いよくお返事する。すると、

「先生が買ってきてくれたケーキが、人数分に、足りないんだにゃん……っ！」

　ツキノはすくっと首を伸ばすようにして、スピカが用意したケーキをのぞき込んでしまう。

　なるほど、たしかに、

「ケーキは十個しかなくて、だから足りない分を、急いで買いに行って戻ってくるまで、なんとか場を繫つなぎたいんだけど……」

　──けれど、

「あ、あの、スピカ先輩っ！」

　それならなんとかなるかもしれないと、ツキノは思ったのだ。

　でも、問題がひとつある。




　──そんな差し出がましいことを、このわたしが……!?




　自信がないわけではない。きっと自分でこの問題を解決できる。

　でも失敗してしまったら??

「だい……じょうぶ、です……ニャ」

　──それでも、役に立てるかもしれないという想いが勝ったのだ。

　あとは、それを切り出す勇気。

　力を貸して、おにいちゃん……！

「実は、ケーキ、あるんですニャ」

　ツキノは、一気に続けた。

「実は、ご主人様に食べてもらいたくて、昨日作ったケーキがあって、それが、あの……冷蔵庫の中に……。たぶん、それで足りると思いますっ」

「お手柄だにゃんツキノちゃんっ！　じゃあ、スピカはこれを、持っていくにゃん！」

　スピカは〈ぱしん〉と手を鳴らしてツキノに笑いかけ、それからトレイの上の皿に並べた苺いちごのショートケーキをリビングの方へと運ぶ。

　ツキノは、覚悟を決めてばくんと冷蔵庫を開けた。

　ドキドキしていた。

　これを見たら、みんなの前でおにいちゃんはなんと言ってくれるだろう。

　真の『専属メイド』のテスト中でもある今、これを出すコトになるなんて思ってもみなかった。

　ケーキの切り分けは、テーブルに持っていってからでいいと思う。

　本当はおにいちゃんのために作った大事なケーキなんだけど、大きめに作ったから、きっとおにいちゃんにだって食べてもらえると思う。

　それよりも、みんなに振る舞ったほうがきっと褒ほめてくれるに違いないし……っ！

　ツキノは鼓こ動どうを高めたまま、特製のケーキをトレイに移して、

「こ、こちらにもケーキを、お持ちしましたニャ……っ！」

　後から来た先生と一いつ緒しよのダイニングテーブルにいた兄とクラスメイト達の目の前に、そのケーキを置いたのだ。

『お、おぉおおおおうっ!?』

　驚きの声が上がり、みんなの視線がこちらに集中する。

　そして、

「こ、これはッ!?」「これ……はッ!!」「なっ!?」「えぇ……っ!?」

　そのようなうめき声とも動どう揺ようともとれる声を最後に、あれだけ騒さわがしかった室内に、あたかも幽ゆう霊れいが降臨したかのような沈ちん黙もくが降りる。

「え、え……？」

　とツキノはうろたえた。どうして？　いったい、なにが──

「な、なぜ、こんなリアルな、腕を……!?」

　ハッとする。

　ヨースケンのうめき声で、ツキノは我に返った。

「あ……っ!!」

　一いつ瞬しゆんで、自分が今までなにを考えていたのかツキノはわからなくなっていた。

　テーブルの真ん中に、あたかも墓の下から〈ズボォ！〉と天に向かって突き出されたかのような剝むき出しの腕が──リアルな腕の形をしたケーキが、そこにあった。

　自分はやってしまったのだと、それで気が付いた。

　なにより、おにいちゃんご主人様である透とおるも絶句しているのだ。

　──ちがうんです！

　ツキノは心の中で叫さけんでいた。

　だって、だっておにいちゃんが昨日、右手を寝違えて痛いって言ってたから。

　だから、よく、自分の悪い部分と同じ、他の動物の部位を食べたりするとそこが良くなるっていう言い伝えがあるから、それをケーキにアレンジすれば、きっとすぐ治ると思って……！

　──いつもこうなのだ。

　よかれと思ってしてみても、自分は周りに迷惑をかけてしまう。




　……、……ああ、あと、もう少しだったのに。




　ツキノは、まったく動けなくなっていた。

　テーブルから一本、突き出した腕型ケーキを前にして、完全にうつむいてしまっている。

「もしかして、ツキノちゃん……」

　スピカ先輩の声が遠くで聞こえていた。

　──もうやめてください先輩。先輩の勝ちです。

　おにいちゃんは、スピカ先輩のものです。

　わたしなんて、どうせ最初から無理だったんです。なのに余計なことをしたばっかりに、最後にはご主人様のお客様達を、こんなどん引きさせて、もう、メイド失格なんです……!!

　止めようと思っているのに、ツキノの心が勝手に叫さけんでいた。

　その中に、

「……『セミマン』、第一話の、あのシーンを再現したんだにゃん……？」

　は……？　と、

　室内の視線の全てが、奇き妙みようなコトを言い出すネコ耳メイドに注がれた。

　そして、

「う、うぅゥウうんッ!?!?　そ、そうか！　これは、あのシーンだねッ!?　『セミマン』が、七年間も木の下の地中で修行を続け、ようやく外の世界に、七日間しか生きられない地表の世界に飛び出そうと腕を伸ばした、あの感動的なシーンッ!!」

「言われて見れば、これは凄すさまじい再現率だッ!!」

「本当だ！　すごいよツキノ！　こんなサプライズを用意してくれてるなんて!!」

　さっきまでお通夜のようだった部屋の雰ふん囲い気き、どよめきが、一気に華はなやかなものとなって吹き上がる。

「え、ぇぇ……えっ？　ち、ちがいます！　これは、ご主人様の、右手で……」

　というツキノのつぶやきも、

「だよな！　透とおるもさ、『セミマン』みたいに脱皮できればいいのにな!!」

「それってどういう意味!?　ねえヨースケンそれってどういう意味!?」

「いやしかし、これは食べるのがもったいない出来じゃない？」

「『セミマン』の鑑賞会に、これほど相応ふさわしいケーキもないですね！」

　大盛り上がりである。

「すごいにゃんツキノちゃんっ！」

「スピカ先輩……っ！」

　このまま行けば、スピカ先輩の圧勝だったのに……

「はっ……！」
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　今までぱんぱんだったツキノの中に、その時、どっと流れ込んでくる理解。

　メイドの本懐。

　それを見失っていたのは、自分だったのだと。

　我欲に、自分の名誉のために振る舞ったケーキでクラスメイト達を驚かせてしまい、そのままだったら大だい惨さん事じとなっていたところを、スピカ先輩に救ってもらったのだ。

　ツキノは、すでに負けを悟さとっていた。

　みんなが腕のケーキの写メを撮ったりしている、パーティさながらの楽しいひとときの真ん中でくらくらと震えていた。




　先輩メイドであるスピカに、自分は完敗したのだ。

　──やっぱり負けてしまったのだ。

　ツキノは、まるで黒いスポットライトを一人浴びてしまったかのように立ち尽つくし、不意に床へとへたり込む。

「って、どうしたのツキノ!?」

「ツキノちゃんっ!?」

　透とおるとスピカは両りよう脇わきから、そんな黒くろ猫ねこ耳メイドに寄り添うのだが、

　彼女は、掠かすれた声で、

「ツ、ツキノは……ツキノは、ご主人様がお留守の間に、きちんとできるかどうか試したメイドの試験に、不合格なんですニャ……」

「透……!?」

　もちろん室内に〈ざわり〉と疑問の空気が吹き込まれる。透は慌あわてて、

「い、いや、ぼく、メイドの試験なんて、してないけど……」

「「ふにゃっ!?」」

　素で、訳がわかってなさそうなご主人様の様子に、柔らかいゴムボールを叩たたいたような声が、二人のメイドから発せられ、




「でも、……どういうこと？　スピカ？　ツキノ……？」

　と、透がなにか相当焦あせり始めているメイド二人に問いかけようとした、その時、

「あ……ご、ご主人様っ！　撮影が終わったら、さっそくみんなで、このツキノちゃん特製の『セミマンの第一話風デコレーションケーキ』を食べるんだにゃんっ!!」

　まるで子猫のようにぴょんぴょんと透とみんなの周囲を飛び回り、

「ツキノはお茶を用意いたしますニャっ！　ほら、ココも手伝って！」

「だったらせめてメイド服を支給して欲しいですけど！」

　言いつつも、新たにココのサポートも入り、なおかつ透が買ってきた飲み物やお菓子も追加され、さらには、メイド二人に切り分けられた特製ケーキがクラスメイト達に振る舞われ始める。

「あれ？　これ本当に美お味いしいよ!?」

「やっぱちょっとグロいけど！」

　透の、さらに忙せわしく働き始めてしまったメイドへかけた言葉は、ぽっかり空に浮いてしまう形になったが、

「先生も、ありがとうございます」

「俺こそ、こういうのに誘ってもらえるとは思ってなかったよ」

　彼は落ち着いて紅茶をすすっている先生の隣となりに居場所を見つける。

　彼は担任の菅すが原わら先生と、今や特に仲のいい生徒と言ってよかった。

　場の話題は、『セミマン』に詳くわしくない先生の為に、これからみんなで見る『セミマン』の魅力、見所などに移り始め、

「なあなあ、ちょっと早いかもしれないけど、百聞は一見にしかずっていうし、もう見ようぜ、『セミマン』をよう！」

　ヨースケンが急せかすように透とおるの肩を叩たたくのだが、

「あ、その前に……ねえ、まだみんな、これって頼んでない？」

　メニュー表を片手に、透がその場のみんなに尋たずねれば、うんうん！　にやにや……！　という笑えみが返され、

「すいませーん！」

「は、はいですニャ……」

　透は、黒くろ猫ねこ耳みみのメイドさんに、注文するのだ。

「ええと、この、『にゃんにゃんおむらいす＠にゃんにゃんたいむ』付きって、まだありますか？」
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　──現在時刻は夜の八時半を回っている。

「ふぅぅ～、全部無事に終わって、なによりだったにゃん……」

　スピカはいい湯加減の湯船に浸つかって、すっかりくつろいでしまっているようだった。

「あ、で、でも──」

　お風呂といえども、ツインテールを解くわけにいかないツキノは、くるくると二つお団子の髪型で、シャワーをあびつつ、湯気がほんわりなバスルームの中、そんなスピカを観察しながら、

「──わたしのケーキの時は、ありがとうございました……」

「スピカも最初はびっくりしたけど、でも、ツキノちゃんてやっぱり、すごい器用でうらやましいにゃ～」

　マジでこの先輩いろいろ気付いてない……！　とツキノは驚くばかりだが、あえて本当のコトを言い出すこともできず、彼女はありがたさや恥はずかしさでもにょもにょするばかり。

　ここは、もちろん浮ふ原わら家のバスルームである。

　ツキノが、なぜ先輩であるスピカと一いつ緒しよにお風呂に入っているのか、その理由は全然難しくなく、

　思い返せば今日という休日。

　元々を言えば『マリー・アントワネット展』に委員長とお出かけし、偶然にも兄と妹がそこでばったり出会ってしまい、そこからどういう筋道を辿たどればそうなってしまったのか、午後には浮原家で『セミマン』の上映会が始まり、そして終了し、解散したのが実は三十分ほど前。

　そして、そこで大活躍したメイドの一人が、「スピカ、シャワーを浴びてサッパリしたいにゃん！　ツキノちゃんも一緒に！」と、ここに至るのだが……

「あ、あの、スピカ先輩……？」

「ふにゃあ？」

　ツキノは、いつも一人で入っているこのバスルームがまったく別の場所に思えて落ち着かない中、すっかりまったりモードのスピカへ尋たずねずにはいられない。

「わたし達は、『専属メイド』をどっちにするかって、勝負をしていたんじゃ……」

「あー……」

　ちゃぷちゃぷうっとりと、バスタブの縁ふちに身を預けていたスピカは、そう唸うなってから、

「はにゃあ!!　そ、そうだったにゃん！」

　ざばしゃーと立ち上がったものだから、ツキノはその先輩メイドの奔ほん放ぽうな動作に、思わずサッと、顔を赤らめ視線を逸そらし、

「結果は、どうなったんだにゃん!?」

「そのことなんですけど……わたし、やっぱり……ス、スピカ先輩が『専属メイド』に──」

　しかし、スピカはそんなツキノのセリフを半分も聞く前に、

「ご主人様！　ご主人様ーっ！」

　どばーんとバスルームの扉を開き、リビングにいるハズの透とおるを召しよう喚かんしようとしているのだ。

「スピカ先輩！　せ、せめて、バスタオルを！」

「はっ！」

　兄にこれら全てを見せるわけにはいかない……！　なにしろ自分だってお風呂スタイルなのだ！

　呼ばれたご主人様が「なにごとかー」と近づいてくる物音に慌あわてながら二人は咄とつ嗟さに身体からだにバスタオルを巻き付ければ、

「どうしたのスピカ！　っていうか、うわーあああッ!?」

　脱衣所のドアを、どうしておにいちゃんはこんなにもためらいなく開けることができるのだろう。いくらスピカ先輩が呼んだからって……！　と、ツキノがぎゅっとバスタオルを押さえる目の前で、

「こっちに来るんだにゃん！」

「ちょ、ちょっと!?」

　スピカは、立ち止まって後ずさりすらしている透の腕を摑つかみ、なぜかバスルームに引っ張り込み、

「メイドに相談もなく、急にクラスメイトのみんなを呼ぶなんてびっくりしたんだにゃん！　ご主人様はきちんと説明して欲しいのにゃん！」




　　◇




「説明も、なにも……っ!?」

　こんな状況でどうしろというのだろう！　『セミマン』の上映会が終わったと思った最後の最後で、二人のバスタオルメイドとは……ッ！

　けれども、あんな状況を作り出してしまったのは、やっぱり自分なわけで、

「う、うん。今日は、みんなを急に呼んじゃってごめん！　ぼくも実は、ちょっと反省していたんだけど……」

　バスルームの洗い場に引っ張り込まれ、情けないコトに若じやつ干かん腰こし砕くだけ状態になってしまっている透は、あたりに漂う湯気のように落ち着かないことこの上ない。

　なにしろ、スピカの隣となりではツキノがおろおろと自分を包むバスタオルにすがるようにしてこちらを見ているのだ。

　きっとスピカは、ギアを別次元に上げてしまっているにちがいない。

　しかたがなかった。よく考えればいつものこと。

　ここは自分が手早く説明をして解放してもらうのが、状況打開の一番の策だろう！

　だが、

「そう思うんだったらご主人様？　はっきりさせるんだにゃん！」

「はっきり……？」

　このにゃんにゃんメイドは、どこに舵かじを切っているのだろう……!!

「なにを、はっきりさせるんだって……？」

「スピカと、ツキノちゃん！」

　バスタオルメイドは、自分と後輩を順番に指さして、

「どっちが、ご主人様の『専属メイド』なんだにゃん……？」

「ちょ、ちょっとまって？」

　透とおるはきょとんと首を傾かしげる。なんだか、『再選択リセレクト』とは別の問題が、持ち上がってきてはいないだろうか……!?

「そういえば、ツキノも確かそんなコト言ってたけど、もしかして、二人はあの時、そういうことをしてたの……？」

「へっ？」

　ご主人様の抱いだいた戸惑いが感染したかのように、今度はスピカがうろたえて、

「あ、や、……やって、ないにゃん……！」

　その狼ろう狽ばいぶりを打ち消すようにさらに手を振って狭せまいバスルーム内で後ずさる。

「だ、だれも、どっちが『専属ご主人様』に相応ふさわしいか決めるなんて、そんなこと、スピカもツキノちゃんも、言ったりしてないんだにゃんっ！」

「本当に!?　でも、それだとなんだか、色々と辻つじ褄つまが合わなくもないんだけど……！」

　そんな透の視線は、自然とツキノへ流れ、

「そうですご主人様！　わたしたち、そんなこと、してないです……！」

「ほらご主人様！　多数決では二対一で、言ってなんかないんだにゃんに決定したにゃん!!　そ、それに……」

　スピカは急に声を落とし、もじもじと恥はずかしげに、

「そもそも、『専属メイド』は、ご主人様が決めるべきなんだにゃん……？」

「う、うんっ！　そ……そう、だよねっ!?　えっと、だから……──」

「でも、でもでも！　スピカとツキノちゃんは、怒ってるんだにゃん！　ご主人様が急にみんなを呼んだりなんかするからっ！」

　透はそんな乱高下するスピカのテンションに追いつくので精一杯だった。

　なので思わず、

「ご、ごめん!?　ぼくの、なんだか、勘違いみたいで……」

　全部自分の早とちり、なにしろあのスピカとツキノがハッキリ言っているのだからと心を落ち着かせようとすると、

「スピカ達が、ご主人様を許すには……条件があるんだにゃん！」

「許す、条件……？」

　透とおるは尋たずねてしまう。

　コクリと頷うなずくスピカは、

「ご主人様……？」

　ぐいっとご主人様に身を乗り出し、

「スピカだけじゃなくて、ツキノちゃんもご主人様の『専属メイド』にするんだにゃん」

「ツキノも、正式にっ!?　って……あれ!?　待って、でも『専属メイド』は、ご主人様が選べるんじゃなかったのっ!?」

　さっきの今である。思わずツッコンでしまう透だが、

「だから、ご主人様がそう決めれば、ツキノちゃんは『専属のメイド』なんだにゃーんっ！」

　そういうものなのか!?　透はたじろぎ、恐る恐るというふうに、

「……ス、スピカは、それでもＯＫなの？」

「スピカは、ツキノちゃんみたいな妹なら、ＯＫなんだにゃん！」

「「ッ!?」」

　透とツキノは同時にギクリと視線を交わし合ってしまうが、どうやらメイドとしての妹の立場という意味でスピカは言ったらしい。

　──どうやら、話はまとまったようだった。

「じゃあ、ツキノ」

　透は、尋ねる。

　さっきから、この流れにぽかーんとしてしまっているもう一人のメイド少女。

　今までの自分を変えるべく、がんばってメイドになろうと決め、そして勇気を出してここまで成長した一人の少女に、

「ぼくの、『専属メイド』さんになってくれる？」

「……は、はい」

　ずいぶんと長い間まのあと、──少なくとも透にはそう感じられたのだ──頭をお団子に結ゆったままのツキノは、

「でも、条件があります」

　条件？　とスピカと透は、さらにツキノへと身を寄せるようにして耳を傾かたむける。

「スピカ先輩が一番目の『専属メイド』で、わたしは、その次……」

　振り絞しぼるようにそう言ったツキノは、まるでずっと我が慢まんしていた呼吸を再開したみたいに、

「だったら、なりたいです……。ご主人様の、『専属メイド』に……っ」

　もちろん透は、それを受け止める。

「わかったよツキノ。これからも、よろしくね？」

「ツキノちゃん……！　ぅう……スピカも、ツキノちゃんを大切にするにゃんっ！」

　後輩メイドのいじらしすぎる申し出に感じるところがあったのだろう。

　スピカはそのままぎゅうっとツキノをバスタオル越しに抱きしめ、

「じゃあ、さっそく新しい『専属メイド』のお祝いに、このまま三人で、お風呂をご一いつ緒しよするかにゃん……？」

[image: ]

「「へぇっ!?」」

　目を丸くした透とおるとツキノは、

「そ、それは、だめだからっっ……！」

「よ……よくないですニャっ！　スピカ先輩っ！」

　じりじりと、透とツキノは距離を取ろうとするのだが、

「二人とも、逃がさないんだにゃぁあんっ!!」

　スピカの伸ばした両腕は、確実に二人を捕らえる。




　──休日明けの学校。我に返っていた鈴すず木き未み翠すいは、透と目も合わせることができなかった。




　　◇




「──というわけで透とおるくん、納得は頂けただろうか」

「納得も、なにも……」

　そしてそれからも数日後の昼休み。

　校舎の屋上で、浮ふ原わら透は委員長・鈴すず木き未み翠すいにまたもや新たな難題を提示されていた。

「本気なの!?　『メイド合宿』だなんてっ!!」

　彼女に渡された『Ｍ合宿のしおり』と書かれた小冊子を手に透が悲鳴を上げれば、

「この私が、ことメイドに関して冗談を言うと思うのか？」

「うぐぅ！」

　半月メガネをくいっと押し上げる委員長の言う通りだった。これは冗談ではない上に、すでに決定済みのコトらしい。

　透は、またもやこの屋上に呼び出された時に、すわ、あの『お重じゆう』の再来か!?　と身構えたのだが、委員長もさすがにあれはやりすぎだったと思ったらしく、さらにお弁当自体も控えているようだった。

　なので今日はお互い、学食の売店で買ったパンやおにぎりでお昼は済ませている。

　今はそれも食べ終わり、その後に彼女がバッグからおもむろに取り出し、透に渡してきたのが、それだったのである。

「前から言ってあったと思うが、近々『メイドフェスタ』が開催される。それに向けて、我々『＠にゃんとらてぃっぷ』は強化合宿に赴おもむくことになったのだ」

「でも、なんでそれにぼくまで一いつ緒しよに行かなきゃいけないの……!?」

「だから、透くんには『店長代理』として、私達メイドを率いて欲しいと、さっきから言っているじゃないか」

「でも、店長さんの代理なんて、ぼくは──」

　いつものコトながら、透は委員長に追いつくコトができない。スピカの『ご主人様』だけでも手いっぱいなのに、次は『店長代理』!?　いったい自分はなにをすればいいのだろう……！

　透がためらいまくる、そこへ、

「キミのメイドを導く手腕は、もう証明されている」

「……それって、ツキノの一件で？」

　コクリと小さく頷うなずく委員長。

「『＠にゃんとらてぃっぷ』の店長もそれは認めているところなんだ。だから、キミならその代わりができると。どうだろう、やってはもらえないだろうか」

「ちょっと、考えさせてもらっていい……？」

「もちろんだ。予定までまだ日もある」

　委員長は生き真ま面じ目めな表情になり、再びメガネのブリッジに指を当て、

「……言っておくが、透とおるくん」

「な、なに……？」

「他のメイド達にとって、キミはあくまで『店長代理』、ということを、忘れるな？」

「う、うん……？」

「わかっているなら、それでいい。では、さっそく詳くわしく──」

　と委員長が『Ｍ合宿のしおり』を開こうとした時だった。

「あ、あの、お邪じや魔まだったですか……？」

　人ひと気けの少ない昼休みの屋上。

　そこへ、申し合わせたように姿を現したのは、黒く艶つややかな──そしてやや長すぎる前髪を下ろしたままの、

「いちる……？」

　浮ふ原わら透の妹であった。彼女は恐る恐る二人をうかがうのだが、

「うん、もちろん大丈夫──」

　透がそう言おうとする前に、

「もちろんだとも、いちるさん。私はそろそろ、教室に戻ろうとしていたところなんだ」

「あ、でも……」

　引き留めようとするいちるに構うことなく、すっと立ち上がった委員長は場を後にしてしまう。

「あれ……？」

　なんともあっさりと引き下がったように見える委員長の姿に、しかし次の瞬しゆん間かん、

「……はっ！」

　透は予感、そして確信してしまう。

　確か今日の放課後は、『＠スピカ』の日。

　委員長はそこで、たぶん、今の分までたっぷりと、ご奉仕してくるつもりなのだ。

　きっと今、彼女は半月メガネのフレームに指を添え、そのレンズを光らせているに違いない……！

　いちるがなにか話し掛けてきているのも上の空、透は早くも身構えながら、後ろ手に隠した『Ｍ合宿のしおり』を握りしめる。




　──浮原透のご主人様生活は、こんな感じで二人の『専属メイド』を迎え、

　さらに深みへ深みへと、進んでいってしまうのである……







　あとがき




　もっとだぁ！　もっと『オランジーナ』をもってこい！　ぁァんッ!?　『オランジーナ』っつったらフランス生まれの微炭酸オレンジジュースのことに決まってんだろーがぁ！

　あるだけだ！　店にあるだけもってこーい！

　オレンジーナごくごく、作者のおかゆまさきです。

　本作、『誰もが恐れるあの委員長が、ぼくの専属メイドになるようです。　２』略して『もがれる２』を手に取っていただき、まことにありがとうございます！

　すでに本編をお読みになった方ならわかるでしょうが、奇しくも、一巻のあとがきが二巻の内容の予告になっていたというこの事実。

　これを奇跡と呼ばぬならば、この世の何事をミラクルと呼ばんやという勢いなのですが、まあ、そこら辺はわりと偶然なんですけどね！　てへペロォォオーッ！（この『てへぺろ！』の使い方って、財ざい津つ一いち郎ろうさんの『非ッ常にキビシィィィィ！』の使い方と同じだね！　違うね！　全然違うよね！　てか、ネタがわかんないよね!?　てへぺろぉぉ!!）

　というわけで、ここより始まる話題は、実質、書いた内容が自動的に未来に作用し、因果律によって三巻の予告的な内容になると予想されるのですが、でも僕が今から書こうとしているのは、お相撲すもうさんのことなんですけど、読みたいですか……？　そういう次巻を。そ……そうですよね、読みたいですよね!?　じゃあ続けます！　噓うそです！




　というわけで、もうちょっと、こっちよりの話題に触れてみたいかと。




　ェエ……職業柄、学生時代を思い返すことなんかが多く、気付いてみればカレコレそれが、もう十五年以上前のコトだったりいたします。

　ですが、やっぱりその時代に培つちかったものが、今の自分を作っているんだなぁとしみじみしたりもするんですが……知ってます？　それ、数学的に証明されてるって。

　僕も最近知ったんですがね、たとえばあなたが十五歳だとしましょう。

　だとすると、あなたが今年過ごす一年間は、これ、今までの人生の中に換算すると、十五分の一ってコトになりますね。これ、十五年生きてきた、その中での一年って意味です。

　これをさかのぼらせていくと、十四歳の時の一年間は十四分の一で、その前は十三分の一、さらにその前は十二分の一となっていき、これ、生まれたての一歳の時には一分の一になるってことです。一年間生きた中の、一年てことで。

　ね？　ということは、『一年間の大事さ』って、年齢が若ければ若いほど、かけがえの無いものになるっていうことじゃないでしょうか！　人生の濃密さから言えば、若いときの時の流れがどれだけ重要かってことですよ！　超怖ぇええ!!

　僕なんか今年で三十二歳ですから、今年の一年間なんて、三十二（年生きた）分の一（年）ですからね！　これはちょっと今後、かなり懸けん命めいに深く濃く生きねば若い頃と釣り合わない！　ってなもんですよ。うかうかしてらんねえ！

　ああもう、どれだけ学生時代がかけがえのないものなのか、改めて思い知らされますよ。

　どんだけ、あの時の一日一日が濃厚か！

　たとえば高校の演劇部時代の夏休み合宿なんて、友人が黒板にしていたラクガキまで鮮明に覚えていますしね！　……ほらここォッ！　今！　今ですよ！　無理矢理！　次巻の予告的内容にしようとしていますよ！　合宿ですよ！　かなり無茶ですよ！　……だって、もう、黒板のラクガキを覚えてるっつうか、その友人がラクガキしていたモリガンしか思い出せないんだ！　もう死のう！　いろいろ吸い取られて、死のう！　ひからびて！




　──とまあ、そんなこんななわけで、色々な方々のご支援で世に送り出すことができました今作。

　編集者さんやイラストレーターのｏｓａさん、そして営業さんやそのほかのスタッフさんたちに、感謝の念を僕の頭に取り付けた直径にして二十五メートルのパラボラアンテナから……ええと、そこによじ登って大声で謝辞を述べ、

　そして、この本を手に取ってくださったあなたには、……なるべくご近所にもご迷惑をかけないように、そっとありがとうの気持ち、そしてこれからのご発展を胸の中でお祈りさせていただきたいと思います。

　それでは次回、『もがれる３　メイド喫茶で土ど俵ひよう入り！　涙の化粧まわし（仮）』でお会いできればと！





おかゆまさき









おかゆまさき

最近、実家のお風呂に小さな蛇が出まして、なんとそれをスマホで激写することに成功したのですが、それをここに掲載するとちょっとしたグロ画像になってしまいますので、とりあえず、うぇぶらじ＠電撃文庫のマスコット、うぇぶらむちゃんを載せておきます。かわいいー！
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イラスト／うえむらちか




ｏｓａ

最近、運動不足なので散歩を日課にしています。早朝外を歩くのは気持ちがいいですね！









電撃文庫





誰だれもが恐おそれるあの委い員いん長ちょうが、ぼくの専せん属ぞくメイドになるようです。２











おかゆまさき
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